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問題 02-01 AD130177                                □□□□ 

 販売流通業の注文受付から納品までの業務遂行の流れを示している。図中の a に入れる適切な字句は

どれか 

 

注文受付→在庫引当→（a）→ピッキング→（b）→（c）→納品 

 

ア 出荷指示  イ 積載  ウ 棚卸  エ 配送 

 

問題 02-02 AD200280                                □□□□ 

 S 社が備品を購入するとき、購入先の K 社と図の手順で取引を行っている。この取引手順の中で、売

買契約が成立するのはどの時点か。ここで、取引の内容は見積書以降の取引手順を通じて変わらないも

のとする。 

見積り依頼 注文書 受領書 支払い

見積書 注文請書納品／納品書 請求書

時間→

S社（購入元）

K社（購入先）
① ② ③ ④

 

 

ア ①  イ ②  ウ ③  エ ④ 

 

問題 02-03 IP210121                                □□□□ 

図は、クレジットカードを利用した取引を表す。⑤に該当する行為はどれか。ここで、①～⑥は取引

の順序を表している。 

加盟店

利用者

クレジットカード会社

②

③

④

⑤ ⑥

①商品の引渡し又は
サービスの提供

 

 

ア 売上代金の請求（売上票又は売上データの送付） 

イ クレジットカードの提示及び売上票へのサイン 

ウ 利用代金の支払 

エ 利用代金の請求(利用代金明細書の送付) 
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問題 02-04 AD110102                                □□□□ 

図はソフトウェア開発を外注するときの引合から費用の支払までの業務の流れを示している。時間

の経過を上から下としたとき、(d)に該当する項目はどれか 

引合書作成

開発会社の
選定及び依頼

受入テスト

支払処理

（a）作成

受注

業務システム
開発

請求

入金処理

発注元A社 外注先X社

引合書

(b)

(d)

振込伝票

( a)

( c)

請求書

 

ア 検収書   イ 提案・見積書   ウ 納品書   エ 発注書 

 

問題 02-05 AD170262                               □□□□ 

 図中の a～dは、X社が顧客との取引で行う書類の受け渡し手順を示したものである。時間経過を左か

ら右としたとき、bに該当する書類はどれか。ここで、a～dはア～エのどれかに対応する 

 

見積書 a b c d

顧客

X社
 

ア 検収書   イ 請求書   ウ 注文請書   エ 発注書 

 

問題 02-06 AD130163                                □□□□ 

 朝礼で、「計画を立ててそれを実行に移す。その成果を検討し、もし期待された成果が得られていな

ければ、原因を追究して反省し、次の仕事にこれを生かしてほしい。」と社長からの訓話があった。こ

れを聞いていた新入社員の中で、正しく意味を理解しているのはだれか 

A さん「あの話、OJTということですよね」 

B 君 「いや、違うよ。ロールプレイングだよ」 

C 君 「昨日の研修で、習ったはずだ。確か、ブレーンストーミングだ」 

D さん「私は、Plan-Do-Check-Actionのことだと思ったわ」 

 

ア Aさん   イ B君   ウ C君   エ Dさん 
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問題 02-07 AD180261                                □□□□ 

 プロジェクト組織を説明したものはどれか 

 

ア 構成員が、自己の専門とする職能部門と特定の事業を遂行する部門の両方に所属する組織である 

イ 購買・生産・販売・財務などの仕事の性質によって、部門を編成した組織である 

ウ 特定の課題のもとに各部門から専門家を集めて編成し、期間と目標を定めて活動する一時的かつ柔

軟な組織である 

エ 利益責任と業務遂行に必要な職能を、製品別、顧客別又は地域別にもつことによって、自己完結的

な経営活動が展開できる組織である 

 

問題 02-08 A170154                                □□□□ 

 個別契約による購買取引の手続きについて、職務の分離上、A、B、Cに入れるべき担当者の組み合

わせはどれか 

 

稟議書稟議書

見積書見積書

注文書注文書

納品書納品書

取引先取引先

取引先取引先

取引先取引先

承認者

A

B

C
 

 

 A B C 

ア 購買要求者 検収担当者 発注担当者 

イ 購買要求者 発注担当者 検収担当者 

ウ 発注担当者 検収担当者 購買要求者 

エ 発注担当者 購買要求者 検収担当者 

 

問題 02-09 IP210122                                □□□□ 

経営理念を説明したものはどれか。 

 

ア 企業が活動する際に指針となる基本的な考え方であり、企業の存在意義や価値観などを示したもの 

イ 企業が競争優位性を構築するために活用する資源であり、一般的に人・物・金・情報で分類される

もの 

ウ 企業の将来の方向を示したビジョンを具現化するための意思決定計画であり、長期・中期・短期の

別に策定されるもの 

エ 企業の持つ個性、固有の企業らしさのことで社風とも呼ばれ、長年の企業活動の中で生み出され定

着してきたもの 
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問題 02-10 AD200261                                □□□□ 

 迅速な意思決定、経営責任の明確化を目指し、企業の中に事業領域ごとに独立した仮想的な会社組織

を設ける経営組織形態はどれか。 

 

ア カンパニー制組織  イ 事業部制組織 

ウ プロジェクト組織  エ 持ち株会社 

 

問題 02-11 AD130262                                □□□□ 

経営情報システムの企画や構築に際し、情報統括役員（CIO）の果たすべき役割として、最も適切

なものはどれか 

 

ア 企業内各部門の情報化ニーズにこたえながら、情報システムを具体化する 

イ 経営戦略と整合性を取りながら、企業の情報資源を統括する 

ウ 高度化する情報システム技術の活用戦略を立案する 

エ 情報システムを最大限に活用できるように経営戦略を立案する 

 

問題 02-12 AD150261                                □□□□ 

製品別、顧客別又は地域別に利益責任と業務遂行に必要な職能を持つ、自己完結的な複数の組織単

位によって構成される組織構造はどれか 

 

ア 事業部制組織   イ 社内ベンチャ組織   ウ 職能別組織   エ マトリックス組織 

 

問題 02-13 AD110101                                □□□□ 

製造業の基本的な機能は、購買、支援、生産及び販売の機能に分かれている。矢印（→）が物の動

きを意味しているとした場合に、（ B ）に入る機能はどれか 

A B C

顧

客

仕
入
先

会社

D

総務・経
理など

 

ア 購買   イ 支援   ウ 生産   エ 販売 

 

問題 02-14 AD150262                                □□□□ 

計画を立ててそれを実行に移す。その成果を検討し、もし期待された成果が得られていなければ、

原因を追究して反省し、次の仕事にこれを生かすことを示すものはどれか 

 

ア AIDMA   イ PDCA   ウ SWOT   エ ブレーンストーミング 
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問題 02-15 AD150264                                □□□□ 

OJTを説明しているものはどれか 

 

ア OA機器を実際に利用し、社内業務について技術訓練と理論を習得するための方法論である 

イ 企業内で小集団活動などを通じて、組織風土や組織文化を変革していくために行う要員訓練であ

る 

ウ 実際的な知識や技能を、日常業務を通じて直接上司や先輩から実地習得していく訓練である 

エ 従業員の希望や適性に応じて、本人の経歴を一定レベルに高め、昇進や配置転換などを考慮して

行う総合的訓練である 

 

問題 02-16 AD160261                                □□□□ 

 CIOの果たすべき役割はどれか 

 

ア 各部門の代表として、自部門のシステム化案を情報システム部門へ提示する 

イ 情報技術に関する調査、利用研究、関連部門への教育などを実施する 

ウ 全社的観点から情報化戦略を立案し、経営戦略との整合性の確認や評価を行う 

エ 豊富な業務経験、情報技術の知識、リーダシップをもち、プロジェクトの運営を管理する 

 

問題 02-17 AD150263                                □□□□ 

職場に似た状態を設定して、疑似体験を通して研修を行う方法はどれか 

 

ア インバスケット  イ オンザジョブトレーニング   

ウ ケーススタディ  エ ロールプレイング 

 

問題 02-18 IP210129                                □□□□ 

経営組織のうち、事業部制組織の説明はどれか。 

 

ア 社内組織を小集団に分け、全体を構成する一部の機能として相互作用的に活動させる。 

イ 商品企画、購買、製造、営業といった同じ職能を行う単位で、社内組織を分割する。 

ウ 製品や市場ごとに社内組織を分割し、利益責任単位として権限と目標が与えられる。 

エ 二つの異なる組織体形に社員が所属することによって、必要に応じて業務に柔軟に対処する。 

 

問題 02-19 IP210203                                □□□□ 

CSRに基づいた活動として、最も適切なものはどれか。 

 

ア 原材料の使用量を減らすとともに、消費電力を尐なくした製品を提供する。 

イ 自社製品に新しい機能を付加し、他社製品と差別化した製品を提供する。 

ウ セル生産方式を導入し、市場の多様なニーズに合わせた製品を提供する。 

エ 他企業の買収によって、自社がもっていなかった製品を提供する。 
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問題 02-20 AD140162                                □□□□ 

専門性や職場での経験、スキルの習得状況を考慮して、各個人の将来設計を作成し、達成させてい

くことを狙いとした仕組みはどれか 

 

ア CDP   イ MBO   ウ OffJT   エ OJT 

 

問題 02-21 AD210161                                □□□□ 

マトリックス組織を説明したものはどれか。 

 

ア 事業部制組織と職能制組織との両方の特徴を生かそうとする組織である。 

イ 新事業開発のために社内に独立した活動単位として設置し、小さな企業であるかのように運営する

組織である。 

ウ 製品群などを事業単位として構成し、事業単位ごとに意思決定を行う組織である。 

エ 専門化を志向した組織であり、研究開発、製造、販売、人事・総務、経理・財務のような職能別に

構成された組織である。 

 

問題 02-22 IP210209                                □□□□ 

2 人又はそれ以上の上司から指揮命令を受けるが、プロジェクトの目的別管理と職能部門の職能的責

任との調和を図る組織構造はどれか。 

 

ア 事業部制組織  イ 社内ベンチャ組織 

ウ 職能別組織   エ マトリックス組織 

 

問題 02-23 IP210130                                □□□□ 

企業の情報戦略を策定する場合、最も考慮すべき事項はどれか。 

 

ア IT技術の進化  イ 経営戦略との整合性 

ウ 現行システムとの整合性 エ ライバル企業の情報戦略 

 

問題 02-24 AD180163 IP210113                           □□□□ 

 株式会社の最高意思決定機関はどれか 

 

ア 株主総会   イ 経営会議   ウ 常務会   エ 取締役会 

 

問題 02-24 IP220116                                □□□□ 

 企業の経営に関する信念や価値観を社員や顧客、社会に対して示すものとして最も適切なものはどれ

か。 

 

ア 経営課題  イ 経営計画  ウ 経営戦略  エ 経営理念 
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問題 03-01 AD100222                                □□□□ 

 EUCの特徴に関する記述として、適切なものはどれか 

 

ア 業務に必要な情報に利用者自身が直接アクセスし、参照したり、加工したりすることができる 

イ システム開発・運用・保守の効率が低下し、情報システム部門のバックログが増大する 

ウ 情報システム部門の主導でアプリケーションを開発するので、利用者の負担は尐ない 

エ 情報システム部門の専任要員を増やす必要があるので、システム部門の運用コストの増大につ

ながる 

 

問題 03-02 AD180128                                □□□□ 

 EUCを説明したものはどれか 

 

ア エディタ、コンパイラ、デバッガなどプログラミングに必要なツールが一つのインタフェース

で統合して扱える開発環境である 

イ 簡易な GUI構築、ウィザードによるプログラムスケルトンの作成、ASP（Active Server Pages）

の利用などによって、Web環境において新規プログラムを開発する手法である 

ウ 簡易なGUI構築ツールで、ユーザインタフェース用の画面をシステム開発の初期段階で作成し、

機能や操作性などを確認しながら、開発を行う手法である 

エ 表計算ソフトや簡易データベースソフトなどを活用し、ユーザ自らがシステム構築や運用を行

い、業務を遂行することである 

 

問題 03-03 AD170127 AD140230                           □□□□ 

 エンドユーザコンピューティング（EUC）に関する記述として、最も適切なものはどれか 

 

ア EUC によるソフトウェア開発では、ユーザが簡単にシステム構築できる開発ツールを選び、こ

れらの教育を行う必要がある 

イ EUC の普及によって、企業内の情報システム部門にはソフトウェア開発のバックログが蓄積す

るようになる 

ウ EUC は、ソフトウェアパッケージを全く利用せず、エンドユーザがシステム環境の構築や運用

管理を行うことが特徴である 

エ EUCを支えるためには、COBOL、C、Javaなどのプログラム言語の教育が重要であり、それは情

報システム部門の重要な任務である 

 

問題 03-04 AD200245                                □□□□ 

 過去 5年間のシステム障害について、種類別件数と総障害件数の年ごとの推移を比較するのに最も適

切なものはどれか。 

 

ア 折れ線層グラフ  イ 二重円グラフ 

ウ ポートフォリオ図  エ レーダチャート 
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問題 03-05 AD200127                                □□□□ 

 エンドユーザコンピューティング（EUC）に関する記述のうち、適切なものはどれか。 

 

ア EUC の普及によって、企業内の情報システム部門にはソフトウェア開発のバックログが蓄積す

るようになる。 

イ EUC は、ソフトウェアパッケージを全く利用せずに、エンドユーザがシステムの構築や運用管

理を行うことが特徴である。 

ウ EUCを支えるためには、COBOL、C、Javaなどのプログラム言語の教育が重要であり、それは情

報システム部門の重要な任務である。 

エ EUCを実現するには、エンドユーザに対して PCや市販アプリケーションの教育、さらには、簡

単に操作できる開発ツールの選定・教育を行う必要がある。 

 

問題 03-06 FE150279 AD190270                           □□□□ 

昨年度の入社試験問題と今年度の入社試験問題を比較するために、大勢の社員に両年度の問題を解

答させた。昨年度の問題の得点を x軸に、今年度の問題の得点を y軸にとって、相関係数と回帰直線

を求めた。結果に関する記述のうち、適切なものはどれか 

[結果] 

相関係数は 0.8であった 

回帰直線の傾きは 1.1であった 

回帰直線の y切片の値は 10であった 

 

ア 回帰直線の y 切片の値から、今年度の問題の得点が 0 点の人でも、昨年度の問題では 10 点程度

取れることがわかる 

イ 回帰直線の傾きから、今年度の問題の平均点は、昨年度の問題の平均点の 1.1倍であることがわ

かる 

ウ 回帰直線の傾きと y切片の値から、今年度の問題は昨年度の問題に比べて得点しやすい傾向にあ

ることがわかる 

エ 回帰直線の傾きと相関係数の値から、今年度の問題は出来がよいことがわかる 

 

問題 03-07 AD100209                                □□□□ 

 統計資料を整理するとき、平均が 50、標準偏差が 10 になるように標準化した偏差値を扱う場合があ

る。この偏差値を計算する場合の注意すべき点として、もっとも適切なものはどれか 

 

ア 最高値が 100を超えたり、最低値が 0を下回ったりする場合は、偏差値を利用することができない 

イ データに負の数が一つでもあると、偏差値を計算することができないので、すべて値が正になるよ

うに補正してから計算を行う必要がある 

ウ 偏差値を計算する前に、平均と標準偏差のそれぞれについて検定を行い、合格してから出ないと偏

差値は計算できない 

エ 母集団が正規分布に近い場合でないと、本来は偏差値を計算しても意味がない 
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問題 03-08 AD120109 AD140174                           □□□□ 

A 高校、B 高校の生徒各 200 名を対象に、ある試験の得点の統計をとったところ表のようになり、

正規分布で近似できることがわかった。この結果の分析に関する記述のうち、適切なものはどれか 

 

 A高校 B高校 

平均 60 60 

標準偏差 5 10 

 

ア 50点から 70点までの得点者は、A高校、B高校とも同数である 

イ 55点から 65点までの得点者は、A高校のほうが多い 

ウ 65点以上の得点者は、B高校より A高校のほうが多い 

エ B高校では、70点以上の得点者はいない 

 

問題 03-09 AD140274                                □□□□ 

図は A社の、5年前から販売しているある商品の過去 5年間の売上高推移をまとめたグラフである。

売上高の分析に関する記述のうち、適切なものはどれか 

1998 1999 2000 2001 2002

売
上
高

 

ア 継続的に商品を改良して市場に出しているためか、今後も売り上げの伸びは期待できる 

イ 商品の発売時期が早すぎたので、当初は市場でなかなか受け入れられなかったが、今後、売り上

げの伸びは期待できる 

ウ 発売した当初は急速に売り上げが伸びたが、その後売上の伸びは鈍っている 

エ 発売した当初は伸び悩んでいたが、一時期急速に伸び、その後、売上の伸びは鈍っている 

 

問題 03-10 AD100231                                □□□□ 

 JIS Z 8401（数字の丸め方）では、10進数の数値を有効数字 n桁に丸める場合の方式を次のように定

めている（概略）。 

(1) n+1桁目の数字が”5”以外のときは四捨五入する 

(2) n+1桁目の数字が”5”のときは、n桁目の数字に基づいて次のように整理する 

① n桁目の数字が偶数なら、n+1桁目の数字を切り捨てる 

② n桁目の数字が奇数なら、n+1桁目の数字を切り上げる 

 この規格に従うとき、次の計算結果を有効数字に丸めた結果として、正しいものはどれか 

 “ある製品の原材料を 3,398.9kg 購入し、44.4秒で消費した。原材料の消費量は、1秒当たり何 kgか” 

 

ア 76.5   イ 76.55   ウ 76.552  エ 76.6 



 10 

問題 03-11 AD100210                                □□□□ 

ある 40 名からなるクラスの試験の結果が次の表のとおりだった。この試験結果の平均、メディア

ン、モードについて、正しい順を示すものはどれか 

 

得点 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 

人数 6 5 7 3 1 2 3 4 3 4 2 

 

ア 平均＜メディアン＜モード  イ 平均＜モード＜メディアン   

ウ モード＜平均＜メディアン エ モード＜メディアン＜平均 

 

問題 03-12 AD160171                                □□□□ 

図は、製品の品質 zと製造上の要因 w、x、yとの関係をプロットしたものである。これらの図に関

する記述のうち、適切なものはどれか 

Z

w x ０００

ZZ

y  

ア w、x、y と z の間には相関が認められないので、w、x、y ともに品質管理の項目としてとらえる

ことができない 

イ wと zの間には負の相関があるので、wを品質管理のための項目としてとらえることができる 

ウ xの変化が zに与える影響が大きいので、xを品質管理の項目としてとらえることができる 

エ zはほぼ y についての 2 次関数になっているので、y を品質管理の項目としてとらえることがで

きない 

 

問題 03-13 AD110277                                □□□□ 

 日本のコンピュータ市場の規模（過去と予想）をまとめた表がある。年度ごとの合計の市場の規模と

その内訳の推移を見たいとき、グラフとして最も適切なものはどれか 

 

（単位 兆円） 

項 目 1996年度 1997年度 1998年度 1999年度 2000年度 

ハードウェア 5.52 5.41 5.57 5.83 6.21 

ソフトウェア 1.17 1.33 1.54 1.81 2.12 

サービス 7.92 8.36 8.99 9.77 10.64 

合計 14.61 15.10 16.10 17.41 18.97 

 

ア 円グラフ   イ 散布図   ウ 積み上げ棒グラフ   エ レーダチャート 
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問題 03-14 AD100211                                □□□□ 

 新製品の価格決定のために、約 200 人のモニタの回答が集められ、S さんが価格決定会議に使う資料

の作成を命じられた。有効な資料を作成するための妥当な考え方はどれか 

[モニタ回答票] 

あなたは、この製品が幾らなら買いたいと思いますか。 

 （                  円） 

ア 正規分布に近似しているかどうか調べておく必要がありそうだ。これを調べておけば、分布図を作

成する必要はなさそうだな 

イ 度数分布表とヒストグラムを作成しておく必要がありそうだ。ヒストグラムがあれば、円グラフは

作成しておく必要はなさそうだな 

ウ 平均を求めておく必要がありそうだ。分布が広くなる可能性があるから分散を求めておく必要はな

さそうだな 

エ モードを求めておく必要がありそうだ。この質問の仕方ではレンジを求めておく必要はなさそうだ

な 

 

問題 03-15 AD100208                                □□□□ 

 平均が 60、標準偏差が 10の正規分布を表すグラフはどれか 

 

60

60 60

60

10
10

10

10

ア イ

ウ エ

 
 

問題 03-16 AD170169 AD090211 AD210170                      □□□□ 

次のようにプロットされた散布図の中で、正の相関がある図はどれか 

ア イ ウ エ
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問題 03-17 AD170245 AD160150 AD130148                      □□□□ 

次の表をグラフにし、年代別の推移がわかるようにしたい。横軸を年代とし、縦軸をメモリ容量の

常用対数としたとき、グラフの形態はどのようになるか 

 

年   代  1950年代  1960年代  1970年代  1980年代  1990年代  2000年代 

メモリ容量   10k     100k     1M     10M    100M     1G 

 

ア イ ウ エ

０ ０ ０ ０  

 

問題 03-18 AD150174                                □□□□ 

 次のヒストグラムのうち、分散が最大となるものはどれか。ここで、いずれのヒストグラムも縦と横

の目盛りは同一とする 

 

度
数

データの階級

度
数

データの階級

度
数

データの階級

度
数

データの階級

ア イ

エウ

 
 

問題 03-19 AD160149 AD120277   AD190243                    □□□□ 

グラフの使い方として、適切なものはどれか 

 

ア 各事業の利益構成比を表現するのに折れ線グラフを使う 

イ 各社の収益性、安全性及び生産性についての特徴を比較するのに円グラフを使う 

ウ 過去３年間の売り上げ推移を表現するのにレーダチャートを使う 

エ チェーン店における最寄り駅の乗降客数と来店客数の相関関係を表現するのに散布図を使う 
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問題 03-20 AD110176                                □□□□ 

K社では、次のような売上データをわかりやすく表示するために、Zグラフに表示することにした。

Z グラフに関する記述として適切なものはどれか。 

なお Zグラフとは次のような形のグラフである 

1060102010101000990970970950930900890870850830移動合計

106097086076057063055044035023013080850800累計

9011010090408011090120100508050100売上

12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月2月1月12月11月

今年

1060102010101000990970970950930900890870850830移動合計

106097086076057063055044035023013080850800累計

9011010090408011090120100508050100売上

12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月2月1月12月11月

今年

 

期間

金
額 移動合計

1月 12月

累計

売上

 

ア この表をグラフ化したときの”移動合計”は、右上がりになるほど業績が上向きであることを表し

ている 

イ この表をグラフ化したときの”移動合計”は、右下がりになるほど業績が上向きであることを表し

ている 

ウ この表をグラフ化することで、月単位の売上げ比率を見ることができる 

エ この表をグラフ化する目的は、1年間の各月の売上げと累積を同時に見ることである 

 

問題 03-21 AD130249                                □□□□ 

見やすいドキュメントを作成するための、円グラフの使用法として、適切なものはどれか 

 

ア 構成比・内訳などを示すときに用い、基本的に構成比の高い項目順に記載する 

イ 項目数が多くなりすぎたり、大分類と小分類のように項目の中でさらに分類したりする場合には

半円グラフを用いる 

ウ 年度別の業績など、対象となる項目が推移していくプロセスを示すときに用いる 

エ 輸出と輸入など、二つの項目を対比させたい場合には、二重円（ドーナツ）グラフを用いる 

 

問題 03-22 AD150249                                □□□□ 

表現の目的とそれに適するグラフの組み合わせのうち、適切なものはどれか 

 

 表現の目的 グラフ 

ア ある製品について各社の市場占有率を表現する Zグラフ 

イ 作業の日程計画を立て、その進捗状況を表現する ポートフォリオ図 

ウ 支店ごとの売上げのばらつきを表現する 散布図 

エ 複数の評価項目でパソコンの機種ごとの特徴を表現する レーダチャート 
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問題 03-23 AD170244                                □□□□ 

 表に示す三大工業地域における工業製品出荷額の業種別割合を比較するのに適した図式はどれか 

単位 ％ 

 金属 機械 化学 食料品 繊維 その他 

京浜 7.7 51.3 11.2 7.1 0.9 21.8 

阪神 19.1 34.9 13.1 9.7 4.1 19.1 

中京 10.5 58.3 5.8 6.6 3.0 15.8 

 

ア 帯グラフ   イ 階段グラフ   ウ 散布図   エ ピラミッドグラフ 

 

問題 03-24 AD110179                                □□□□ 

 1994 年から 1998 年のデータを半対数方眼紙で表したら、図のような直線になった。1997 年の値は、

およそ幾らか 

1

10

100

1994 1995 1996 1997 1998
 

ア 32   イ 42   ウ 50   エ 55 

 

問題 03-25 AD130131                                □□□□ 

 ある企業で、情報処理技術者試験に合格した社員を調べたところ、初級システムアドミニストレータ

（AD）は 50 人、上級システムアドミニストレータ（SD）は 42 人、システム監査技術者（AU）は 30 人

であった。また、SD の合格者の中に、AU が 9 人、AD が 11 人いて、AU の合格者の中に AD が 5 人いた。

また、これらすべての試験に合格している者は 3人であった。いずれか一つ以上の試験に合格している

社員は何人か 

 

ア 97   イ 100   ウ 103   エ 122 

 

問題 03-26 AD130162                                □□□□ 

 雑貨品を製造している会社が新製品の販売を予定している。この新製品の設定価格と期待需要の関係

は、1次式で近似できることが長年の経験から分かっている。次の(a)に入れるものとして、適切な数値

はどれか 

「設定価格を 3,000円以上にすると、1個も売れなくなりますね」 

「設定価格を 1,000円にすると、60,000個は売れそうだ」 

「設定価格を 1,500円にすると、(a)個の売上げが期待できます」 

 

ア 15,000   イ 30,000   ウ 40,000   エ 45,000 
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問題 03-27 AD110210                                □□□□ 

 回帰直線に関する記述のうち、正しいものはどれか 

 

ア 回帰直線をグラフで図示すると、原点を通ることはない 

イ 相関が強いほど、回帰直線の傾きは大きくなる 

ウ 相関の強弱の度合いによっては、回帰直線が求められないことがある 

エ 相関の強さにかかわらず、同一の回帰直線が求められることがある 

 

問題 03-28 AD170171                                □□□□ 

 X 社では、生産の方策をどのようにすべきかを考えている。想定した各経済状況下で各方策を実施し

た場合に得られる利益を見積もって、利益表にまとめた。経済状況の見通しの割合が好転 30％、変化な

し 60％、悪化 10％であると想定される場合、最も利益の期待できる方策はどれか 

単位 百万円 

経済状況 

方策 

好転 変化なし 悪化 

A1 800 300 200 

A2 800 400 100 

A3 700 300 300 

A4 700 400 200 

    

 

ア A1   イ A2   ウ A3   エ A4 

 

問題 03-29 AD200145                                □□□□ 

 n 個の評価項目があるときに、円を n 等分するように中心から n 本の評価軸を設定して、各軸上に評

価値をプロットする。隣接するプロットされた点同士を線分で結ぶことによって、項目間の相対的なバ

ランス評価や平均からの隔たり具合を見るのに適したグラフはどれか。 

 

ア Zチャート   イ 散布図   

ウ ファンチャート  エ レーダチャート 

 

問題 03-30 AD210143                                □□□□ 

A 社では、昨年までは X、Y、Z の 3 種類の商品を販売していたが、今年は商品体系を変更して P、Q、

R、S の 4 種類の商品を発売している。P、Q、R、S それぞれの購入顧客数と、その顧客数の内訳として

昨年まで X、Y、Zのそれぞれを購入していた購入顧客数を表示するために作成するグラフとして、適切

なものはどれか。 

 

ア 層グラフ   イ 積上げ棒グラフ 

ウ 二重円グラフ  エ レーダチャート 
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問題 03-31 AD160249                                □□□□ 

 過去 5年間のシステム障害について、種類別件数と総障害件数の年ごとの推移を比較するのに最も適

切なものはどれか 

 

ア 折れ線層グラフ   イ 二重円グラフ 

ウ ポートフォリオ図   エ レーダチャート 

 

問題 03-32 AD160247                                □□□□ 

 次の条件でのアプリケーションプログラムの年間修正費用は、およそ何万円か 

[条件] 

(1) プログラム規模：2,000kステップ 

(2) プログラムの年間不良率：0.04件/kステップ 

(3) 潜在不良の年間発見率：20％/年 

(4) 発生不良の分類 

影響度大の不良：20％、影響度小の不良：80％ 

(5) 不良 1件当たりの修正費用 

影響度大の不良：200 万円、影響度小の不良：50万円 

(6)修正するのは、影響度大の不良だけとする 

 

ア 640   イ 1,280   ウ 1,600   エ 6,400 

 

問題 03-33 AD190271 AD210172                           □□□□ 

 良品である確率が 0.9、不良品である確率が 0.1 の外注部品について、受入検査を行いたい。受入検

査には四つの案があり、それぞれの良品と不良品 1個に掛かる諸費用は表のとおりである。期待費用が

最も低い案はどれか。 

案 良品に掛かる費用 不良品に掛かる費用 

A 0 1,500 

B 40 1,000 

C 80 500 

D 120 200 

 

ア A  イ B  ウ C  エ D 

 

問題 03-34 AD110204                                □□□□ 

 多角的な視点から自社のポジショニングを分析するという目的で、上司からポートフォリオ図の作成

を命じられた。評価項目は”価格”、”ブランド認知度”など 5 項目である。漏れなく分析する場合、何種

類のポートフォリオ図を作成すればよいか 

 

ア 5   イ 10   ウ 15   エ 20 
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問題 03-35 AD150250                                □□□□ 

ある分野における商品のメーカ別内訳や構成比を表す場合に適切なグラフはどれか 

 

ア Zグラフ   イ 帯グラフ   ウ 折れ線グラフ   エ レーダチャート 

 

問題 03-36 AD100213                                □□□□ 

 ある店で 1個 300円（原価 150円）のケーキを作って販売している。過去 100日間の販売個数は次の

表のとおりであり、今後もこの割合で売れると予測している。ケーキは 10 個単位で販売する。また、

売れ残りは処分する。このとき、何個作ると、利益金が最も高くなると期待されるか 

 

1 日の販売個数 90 100 110 120 

日数 20 50 20 10 

 

ア 90   イ 100   ウ 110   エ 120 

 

問題 03-37 AD120108                                □□□□ 

 表は消費財製品 A、B、C、D の市場での認知度と購入リピート率の調査結果である。商品の認知度と

は、その商品のことをどのくらいの消費者が知っているかの度合いを示すものである。一方、購入リピ

ート率は一度購入した消費者が再度その商品を購入した度合いを示すものであり、商品力との相関が高

い。これらのデータから読み取れる分析結果に関する記述のうち、適切なものはどれか 

 

単位％ 

商品 A B C D 

認知度 90 30 70 30 

購入リピート率 80 80 30 30 

 

ア 商品 Aは、顧客に受け入れられるだけの商品力に乏しい 

イ 商品 Bは、広告戦略の強化によって、販売量が増える可能性がある 

ウ 商品 Cは、商品力よりもその広告戦略に課題がある 

エ 商品 Dは、市場で長期間大きなシェアを有している商品である 

 

問題 03-38 AD100266                                □□□□ 

 A 社では、新しいシステムの導入に伴い、平日の午後 1 時から 6 時までの 5 時間、電話によるヘルプ

デスクサービスを行っている。担当者は 2 名であり、1 週間のヘルプデスク問い合わせ状況を調査した

ところ、1日当たりの問い合わせの件数は担当者一人当たり平均 21件であり、1件の問い合わせに要し

た時間は平均 10 分であった。また、サービス時間中の問い合わせ頻度の偏りはなかった。待たされる

ことなく、すぐにサービスを受けられる確率はおよそ何％か。 

 

ア 30   イ 40   ウ 50   エ 60 
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問題 03-39 IP210107                                □□□□ 

いずれも時価 100円の四つの株式があり、そのうちの一つに投資したい。経済の成長が高成長、中成

長、低成長の場合、それぞれの株式の予想値上り幅が表のとおりであるとき、値上り幅の期待値が最も

高い株式はどれか。ここで、高成長、中成長、低成長になる確率はそれぞれ 0.4、0.4、0.2であり、経

済が成長しない場合は考えないものとする。 

 

   単位 円 

株式 高成長 中成長 低成長 

A 20 10 15 

B 30 20 5 

C 25 5 20 

D 40 10 －10 

 

ア A  イ B  ウ C  エ D 

 

問題 03-40 AD120115                                □□□□ 

 ある製品の製造において、100 個当たり 4 個の不良品が含まれることが分かっている。製品出荷後に

不良品を交換するには、費用として 1 個当たり 10,000 円かかる。不良品への対処手段のうち、費用が

もっとも尐なくすむのはどれか 

 

ア 1種類の検査を実施する。これによって、出荷前に不良品の 50％が発見できると予想される。検査

にかかる費用は、1個当たり 150円である 

イ 2種類の検査を実施する。これによって、出荷前に不良品の 75％が発見できると予想される。検査

にかかる費用は、1個当たり 350円である 

ウ 3 種類の検査を実施する。これによって、出荷前にすべての不良品が発見できると予想される。検

査にかかる費用は、1 個当たり 500円である 

エ 一切の検査を行わない 

 

問題 03-41 AD130274                                □□□□ 

 与えられた 10色の中から 6色を選ぶ場合、色の組み合わせを表す式はどれか 

 

10!

4!6!

4!6!

10!

4!

10!

6

!10
エウイア  

 

問題 03-42 IP210246                                □□□□ 

あるプロジェクトの関係者 6人が、それぞれ 1対 1で情報の伝達を行う必要があるとき、情報の

伝達を行うために必要な経路の数は尐なくとも幾つになるか。 

 

ア 6  イ 9  ウ 15  エ 30 
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問題 03-43 AD160265 AD110106                           □□□□ 

 雑貨品を製造している会社が新製品を開発した。この製品を製造するのに固定費として 1,000,000円、

変動費として 400円/個の費用が発生する。長年の経験から、この雑貨品の期待需要 y(個)は、設定価格

を x(円)としたときに、式 y＝－30x＋90,000で近似できることがわかっている。価格を 1,000円に設定

したとき、期待できる利益は何万円か 

 

ア 2,500   イ 3,500   ウ 3,600   エ 5,900 

 

問題 03-44 AD160172 FE130177                           □□□□ 

A社は現在 100億円の売上げがあり、売上げの 10％を広告に投下すると、売上げが増加することが

わかっている。その場合の売上げの伸び率は、10％、15％、20％が期待でき、その確率はそれぞれ

0.25、0.5、0.25である。広告した場合の期待できる売上高は何億円か 

 

ア 105  イ 110  ウ 115  エ 120 

 

問題 03-45 AD130273                                □□□□ 

 白い玉 3個、黒い玉 4個を入れた箱から、玉を 3個連続して取り出すとき、確率の最も低いものはど

れか 

 

ア 黒、黒、黒の順に取り出す確率 イ 黒、黒、白の順に取り出す確率 

ウ 黒、白、黒の順に取り出す確率 エ 白、黒、黒の順に取り出す確率 

 

問題 03-46 AD150172 AD180272                           □□□□ 

 六つの部署に合計 30 台のパソコンがある。そのすべてのパソコンで使用するソフトウェアを購入し

たい。次のような購入方法がある場合、最も安く購入すると何円になるか。ここで、各部署は最低 1冊

のマニュアルを必要とする 

購入方法 使用権 マニュアル 価格(円) 

単体で 1本 1 1 15,000 

1 ライセンス 1 0 12,000 

5 ライセンス 5 0 45,000 

 

ア 270,000   イ 306,000   ウ 315,000   エ 318,000 

 

問題 03-47 AD140248                                □□□□ 

消費電力 300Wの本体と 80Wのディスプレイから構成されるパソコンを毎日 8時間、30日利用した

とき、電気代はいくら（円）になるか。ここで、電力料金は 1kWhあたり 15 円とし、力率は 1.0とす

る 

 

ア 171   イ 288   ウ 1,080   エ 1,368 



 20 

問題 03-48 AD140147                                □□□□ 

 A社の B課では、課内の商用電源（100V）を用いて、複数台のパソコンを使用することになった。分電

盤にはパソコンと CRTディスプレイ以外の機器はつながっていない。この分電盤のブレーカ（遮断器）

が 1系統だけで最大容量 20Aであるとき、安全に使用できるパソコンの最大数は何台か。ここで、パソ

コン 1台の消費電力は 200W（ワット）、CRTディスプレイ 1台の消費電力は 100Wで、必ず一対で使用す

るものとする。また、商用電源や消費電力は一律で変化がないものとする 

 

ア 4   イ 6   ウ 10   エ 12 

 

問題 03-49 AD180141 AD140247                           □□□□ 

A社では毎日 1回、電話回線を利用して、日報データを伝送している。このたび、コスト削減のた

めに、データの圧縮伸張機能を持ったソフトウェアを導入したところ、仕様実績からデータ圧縮率（圧

縮後のデータ量/圧縮前のデータ量）は 60％であった。 

回線使用料は、基本料が月額 2,600 円で、1 分単位（切上げ）に 40 円ずつ加算されていく。ソフト

ウェア導入前の回線使用時間は、1日あたり平均 50分 30秒であった。 

ソフトウェアの購入費用は 112,000 円であり、回線使用時間は伝送データ量に比例する。このとき、

ソフトウェアの購入費用は何ヶ月で回収できるか。ここで 1ヶ月の稼働日数は 20日とする 

 

ア 6   イ 7   ウ 8   エ 9 

 

問題 03-50 IP210197-100                              □□□□ 

通信販売業務に関する次の技術を読んで、問 1～問 4に答えよ。 

 

通信販売を行っている F 社には、毎週ほぼ一定の注文が届く。届いた注文は、1 週間分をまとめてお

いて、その翌週から発送を始める。前週分のすべての注文の商品発送は、翌週中に終了させなければな

らない。届いた注文の受付から商品発送までの一連の業務（以下、通販業務という）は、A さんが担当

している。休暇など、何らかの理由で Aさんが通販業務の作業をできない日は、Bさんが代行する。 

Aさん、Bさんが通販業務を 1人で担当するときに要する 1週間の平均作業時間は表のとおりである。

ここで、F社の就業日は月曜から金曜までの 5日間、1日の勤務時間は 8時間である。 

 

表 通販業務を 1人で担当するときに要する 1週間の平均作業時間 

社員 平均作業時間（時間／週） 

A 36 

B 45 

 

表から、A さんが 1 人で通販業務を行う場合、1 週間の通販業務に要する作業時間は 36 時間である。

このことから、1 週間の通販業務の業務量に対して、A さんが 1 時間でできる業務量は、その 1／36 で

ある。A さんと B さんが一緒に通販業務を行うこともある。この場合、1 週間の通販業務の業務量に対

して、Aさんと Bさんが 1時間でできる業務量は、その 1／36＋1／45である。 
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問 1 Aさんが 1人で通販業務を行う場合、1週間の通販業務の業務量に対して、1日でできる業務量は

どれだけか。 

 

ア 
8

1
   イ 

36

5
   ウ 

6

1
   エ 

9

2
 

 

問 2 Aさん、Bさんがそれぞれ 1人で通販業務を行う場合の作業時間と 1週間の通販業務の進捗率

の関係を図のようなグラフで表す。A さんが 1 人で通販業務を行う場合の作業時間と進捗率の関係

を線分 a、Bさんが 1人で通販業務を行う場合の作業時間と進捗率の関係を線分 bで表す。Aさんと

B さんの 2人が一緒に通販業務を行うとき、作業時間と 1 週間の通販業務の進捗率の関係を表す線

分はどれか。 

0 36 45 

100

作業時間（時間）

一
週
間
の
通
販
業
務
の
進
捗
率
（％
）

a
b

① ② ③

④

 

ア ①   イ ②   ウ ③   エ ④ 

 

問 3 週の初めから A さんと Bさんの 2人が一緒に通販業務を行うとき、その週の作業は何時間で

終わるか。 

 

ア 19   イ 20   ウ 40   エ 41 

 

問 4 ある週の通販業務で、Bさんが月曜日を担当した。火曜日以降は、Aさんが担当することにな

った。Aさんは、この週の残りの作業をおよそ何時間で終えることができるか。 

 

ア 20   イ 25   ウ 30   エ 35 

 

問題 03-51 IP210194-96                              □□□□ 

会員データの分析に関する次の記述を読んで、問 1～3に答えよ。 

 

フィットネスジムに勤める Aさんは、会員管理システムのデータを基に、PCのデータベースソフトを

利用して、利用状況の分析を行うことにした。図 1に示す構造をもつ会員管理システムの会員表及び入

館表から、20代～50代の会員についてのデータを 1か月分取得した。 
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会員表    

会員番号 会員名 性別 年齢 

入館表    

会員番号 日付 入館時刻  

図 1 会員表及び入館表のデータ構造 

 

利用状況の分析を始めるために、取得した会員表及び入館表から図 2に示す構造をもつ会員利用分析

表を作成した。 

会員利用分析表 

会員番号 会員名 性別 年齢 日付 入館時間 

図 2 会員利用分析表のデータ構造 

 

作成した会員利用分析表のデータを基に、表に示す性別年齢別利用者数一覧を作成した。人数は延べ

人数であり、1か月間の利用回数を表している。 

 

表 性別年代別利用者数一覧 

性別 年代 人数（人） 

男性 

20 代 56 

30 代 114 

40 代 227 

50 代 295 

小計 692 

女性 

20 代 100 

30 代 215 

40 代 348 

50 代 227 

小計 890 

 

問 1 表の性別年代別利用者数一覧の分析として、適切なものはどれか。 

 

ア 女性 30代は、男性 40 代よりも利用者が多い。 

イ 同年代で比較すると、すべての年代で女性の利用者の方が多い。 

ウ 男性は 50代、女性は 40代の利用者が最も多い。 

エ 年代別利用者数を比較すると、男性女性ともに 50代の利用者が最も多い。 

 

問 2 表の性別年代別利用者の構成比が分かるようにグラフ化した。次の図の性別年代別構成比グラフ

の Zに入る項目名として、適切なものはどれか。 
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22%

19%

14%

14%

6%

7%

14%

4%

Z

 
 

ア 女性 30代   イ 女性 40代 

ウ 男性 40代   エ 男性 50代 

 

問 3 女性会員について、年代別に各時間帯に入館した人数の推移が分かるようにグラフ化した。次の

図の女性会員の年代別時間帯推移グラフの分析として、適切なものはどれか。 
�
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人
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ア 10～14時と 14～18時の時間帯で比較した 30代の増加率よりも、14～18時と 18～22時の時間帯で

比較した 40代の増加率の方が大きい。 

イ 10～14時と比べ 14～18時の時間帯では、50代の増加率が最も大きい。 

ウ 14～18時と比べ 18～22時の時間帯では、30代の増加率が最も大きい。 

エ 時間帯が遅くなるとともに、すべての年代で入場者数が増加している。 

 

問題 03-52 IT220102                                □□□□ 

 A社、B社の売上高及び営業利益のグラフの説明として、適切なものはどれか。 

2006年
0

200

400

600

800

1000

1200

1400

2007年 2008年

単位 億円

A社売上高

B社売上高

A社営業利益

B社営業利益

 

 

ア A社は B社より売上高の伸び率が高いが、2008年の売上高営業利益率は低い 

イ A社は B社より売上高の伸び率が低いが、2008年の売上高営業利益率は高い 

ウ A社は B社より売上高の伸び率も 2008年の売上高営業利益率も高い 

エ A社は B社より売上高の伸び率も 2008年の売上高営業利益率も低い 

 

問題 03-53 IT220111                                □□□□ 

ある市場が今後、拡大、現状維持、縮小する場合の商品 A，B，Cの販売利益が表のとおり見込ま

れており、拡大、現状維持、縮小する確率がそれぞれ 0.2，0.5，0.3であるとき、どの商品を販売

すると予想利益が最高となるか。ここで、商品の予想利益は販売利益の期待値から開発コストを差

し引いたものとし、各商品 A，B，Cの開発コストは、それぞれ 20億円、10億円、15億円とする。 

 

単位 億円 

商品 拡大 現状維持 縮小 

A 60 50 40 

B 80 40 20 

C 100 40 0 

 

ア A   イ B   

ウ C   エ A，B，Cどれでも同じ 
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問題 03-54 IT220121                                □□□□ 

システム開発案件 A，B，Cのうち、採算性があるものはどれか。ここで、採算検討の対象期間は

システムのサービス開始後の 5年目までとし、サービス開始後は、毎年、システムのメンテナンス

費用が初期投資額の 10％発生するものとする。 

 

                            単位 百万円 

システム開発案件 初期投資額 毎年のシステム効果 

A 250 80 

B 450 140 

C 700 200 

 

ア Aと B イ Bと C ウ Cと A エ Aと Bと C 

 

問題 03-55 IT220128                                □□□□ 

導入を検討している機械について採算性の評価を行う。評価には予想される費用と、期待される

利益を対比する方法を用いる。採算評価の期間は 10 年間であり、導入によって、毎年 110 万円の

利益を得られる。また、保守費用として毎年の取得費用の 1％が発生する。この機械の取得費用が

何万円未満であれば、採算がとれるか。 

 

ア  1,000 イ 1,100 ウ 1,111 エ 1,222 

 

問題 03-56 IT220131                                □□□□ 

 A さんだと 10 日、B さんだと 15 日かかるプログラム開発の作業がある。これを A さんと B さん

が一緒に作業した場合、何日かかるか。ここで、2 人で作業を行った場合もそれぞれの作業効率は

変わらないものとする。 

 

ア 5  イ 6  ウ 7.5  エ 12.5 
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問題 04-01 AD090210                                □□□□ 

次の決定木と同じ内容の決定表はどれか 

販売報奨額

受注額200万円未満

受注額200万円以上

納期1週間未満

納期1週間以上

納期1週間未満

納期1週間以上

報奨金500円支給

報奨金1,000円支給

報奨金1,000円支給

報奨金3,000円支給  

x報奨金3,000円支給

xx報奨金1,000円支給

x報奨金500円支給

yy納期1週間以上

yy納期1週間未満

yy受注額200万円以上

yy受注額200万円未満

x報奨金3,000円支給

xx報奨金1,000円支給

x報奨金500円支給

yy納期1週間以上

yy納期1週間未満

yy受注額200万円以上

yy受注額200万円未満

x報奨金3,000円支給

xx報奨金1,000円支給

x報奨金500円支給

yy納期1週間以上

yy納期1週間未満

yy受注額200万円以上

yy受注額200万円未満

x報奨金3,000円支給

xx報奨金1,000円支給

x報奨金500円支給

yy納期1週間以上

yy納期1週間未満

yy受注額200万円以上

yy受注額200万円未満

xx報奨金3,000円支給

x報奨金1,000円支給

x報奨金500円支給

yy納期1週間以上

yy納期1週間未満

yy受注額200万円以上

yy受注額200万円未満

xx報奨金3,000円支給

x報奨金1,000円支給

x報奨金500円支給

yy納期1週間以上

yy納期1週間未満

yy受注額200万円以上

yy受注額200万円未満

x報奨金3,000円支給

xx報奨金1,000円支給

x報奨金500円支給

yy納期1週間以上

yy納期1週間未満

yy受注額200万円以上

yy受注額200万円未満

x報奨金3,000円支給

xx報奨金1,000円支給

x報奨金500円支給

yy納期1週間以上

yy納期1週間未満

yy受注額200万円以上

yy受注額200万円未満

ア イ

ウ エ

 

 

問題 04-02 AD150163                                □□□□ 

KJ法の手順として、適切なものはどれか 

 

ア 情報収集→カード作成→グルーピング→見出し作り→図解→文書化 

イ 情報収集→カード作成→見出し作り→グルーピング→文書化→図解 

ウ 情報収集→グルーピング→図解→見出し作り→カード作成→文書化 

エ 情報収集→グルーピング→見出し作り→カード作成→文書化→図解 

 

問題 04-03 AD190268                                □□□□ 

ABC分析を説明したものはどれか。 

 

ア POS システムで収集した販売情報から、顧客が買い物をした際の購入商品の組み合わせなどを分析

する。 

イ 網の目状に一定の経線と緯線で区切った地域に対して、人口、購買力など様々なデータを集計し、

より細かく地域の分析を行う。 

ウ 一定の目的で地域を幾つかに分割し、各地域のオピニオンリーダーを選んで反復調査を行い、地域

の傾向や実態を把握する。 

エ 商品ごとの販売金額または粗利益額を高い順に並べ、その類型比率から商品を三つのランクに分け

て商品分析を行い、売れ筋商品を把握する。 
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問題 04-04 AD180130                                □□□□ 

 全社員から次の条件を満たす社員を抽出し、新規事業を展開するための候補者として選抜したい。そ

の処理を決定表で表現するとき、条件指定部として適切なものはどれか 

[候補者の条件] 

(1) アンケートで、”IT分野に興味がある”を選んでいること 

(2) IT素養テストで 85点以上の得点を取っていること 

(3) IT素養テストの得点が 85点未満であっても、現職場での在籍年数が 5 年以上であれば補欠とする 

 

アンケートで”IT分野に興味がある”を選んでいる 

条件指定部 IT素養テストの得点が 85点以上である 

現職場での在籍年数が 5年以上である 

候補者とする X - - - 

補欠とする - X - - 

該当しない - - X X 

 

ア          イ          ウ           エ 

N N Y Y 

Y N N Y 

- Y N - 
  

N Y N Y 

Y N N - 

- Y N - 
  

Y N N Y 

Y Y N N 

- - N Y 
  

Y Y Y N 

Y N N - 

- Y N - 
  

 

問題 04-05 AD110213                                □□□□ 

電話の通信料金を次の決定表にまとめた。この決定表に関する説明として、適切なものはどれか 

X

-

-

Y

Y

N

-

X

-

N

N

Y

X

-

-

Y

N

Y

X

-

-

N

Y

Y

-X-X3分10円

--X-1分10円

X---30秒10円

NYNYデータ通信

NNYY午後8時から午前8時まで

NNNY同一エリア内

X

-

-

Y

Y

N

-

X

-

N

N

Y

X

-

-

Y

N

Y

X

-

-

N

Y

Y

-X-X3分10円

--X-1分10円

X---30秒10円

NYNYデータ通信

NNYY午後8時から午前8時まで

NNNY同一エリア内

 

ア 午後 3時から同一エリア内の人に 90秒間話した場合の料金は 30円である 

イ データ通信でない同一エリアの通話に対して、データ通信でなく同一エリアでない通話は 3倍の

料金となる 

ウ データ通信はエリアと時間帯に関係なく同一料金である 

エ 同一エリアでない人に、午後 8時から午前 8時までの間に電話するのが最も高い料金となる 

 

問題 04-06 AD160239                                □□□□ 

 プロジェクトの日程計画を作成するのに適した技法はどれか 

 

ア PERT   イ 回帰分析   ウ 時系列分析   エ 線形計画法 
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問題 04-07 AD110203                                □□□□ 

顧客からのクレームをクレーム台帳に手書きで記録している会社がある。この会社では、この台帳

に基づいてクレーム処理を行っている。経費を削減し、業績向上を目指すためには、業務を改善する

必要があるとの提案がなされ、クレームを尐なくするために優先的に対応すべきものを(1)～(4)の手

順で決めることになった。(1)の作業を行う手法として、適切なものはどれか。 

 

[手順] 

(1) 類似するクレームをまとめることによって、クレームの分類項目を作成する 

(2) 分類項目ごとにクレームの件数を数える 

(3) パレート図を作成する 

(4) 優先的に対応するクレームの分類項目を決める 

 

ア KJ法  イ NM法  ウ ブレーンストーミング  エ ワークデザイン法 

 

問題 04-08 AD160270 AD140272 AD200171                      □□□□ 

 

二つの管理図は工場内の製造ライン A、B で生産された製品の、製造日ごとの品質特性値を示して

いる。製造ライン A、Bへの対応のうち適切なものはどれか 

基準値

上方管理限界

下方管理限界

製造日

基準値

上方管理限界

下方管理限界

製造日

ラインA ラインB

 

 

ア ライン Aは、値のばらつきが大きいので原因の究明を行う 

イ ライン A、Bとも値が管理限界内に収まっているのでこのまましばらく様子を見る 

ウ ライン A、Bとも値が基準値から外れているので原因の究明を行う 

エ ライン Bは、値が継続して増加傾向にあるので原因の究明を行う 

 

問題 04-09 AD110105                                □□□□ 

旅費精算方法の改善についてブレーンストーミングを行っているときの発言記録の中で、ブレーン

ストーミングのルールに適合した発言を行っているのは誰か 

A 君：旅費精算の起票部門の改革に絞って議論しよう 

B 君：パソコンで入力するだけでなく、承認もできるようにしよう 

C 君：パソコンで入力できるわけがない。伝票量も尐ないからその必要はない 

D 君：発言は尐なくてもよいから、本質的な意見を出そう 

 

ア A君   イ B君   ウ C君   エ D君 
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問題 04-10 AD170271                                □□□□ 

 KJ法を説明したものはどれか 

 

ア 事態の進展とともに、様々な結果が想定される問題について、望ましい結果に至るプロセスを定め

る方法である 

イ 複雑な要因が絡み合う事象について、その事象間の因果関係を明らかにする方法である 

ウ ブレーンストーミングを行い、収集した情報を相互の関連によってグループ化し、解決すべき問題

点を明確にする方法である 

エ 目的・目標を達成するための手段・方策を順次展開し、最適手段・方策を追求していく方法である 

 

問題 04-11 AD120114                                □□□□ 

A社では製造工程で部品の寸法を測定し、x 管理図でその品質を管理している。x 管理図では、上

方管理限界と下方管理限界を破線で表し、これら一対の線を管理限界線と呼んでいる。さらに、管理

図の中央にある太い実線を中心線と呼んでいる。次の社内基準によって、管理図中の点を異常と判定

する場合、図に示した x で異常と判定すべき点は何個あるか。ここで、管理限界線近くとは、中心線

から管理限界線までの距離の 2/3以上離れた場所をいう。図に示した x 管理図では、中心線から管理

限界線までの距離の 2/3だけ離れた位置を点線で表している 

[社内基準]異常と判定する基準 

(1) 管理限界線の外側又は線上に現れる点 

(2) 連続する 3点中の 2点以上が管理限界線近くに現れる場合の、管理限界線近くの点 

(3) 6点以上の点が、連続して中心線の上側又は下側に現れる場合の、6点目以降の点 

(4) 3点以上の点が、連続して上昇又は下降する場合の、3点目以降の点 

 

中心線

上方管理限界

下方管理限界
 

 

ア 2   イ 3   ウ 4   エ 5 

 

問題 04-12 AD150271                                □□□□ 

ユーザの操作に起因するパソコンの障害について、ユーザと情報処理部員によるブレーンストーミ

ングを行って、主要な障害ごとに原因となったと思われる操作、利用状況などを拾い上げた。障害対

策を立てるために、ブレーンストーミングの結果を利用して原因と結果の関係を整理するのに適した

図はどれか 

 

ア 散布図   イ 特性要因図   ウ パレート図   エ ヒストグラム 
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問題 04-13 AD180171                                □□□□ 

 一手ずつ交互に着手するというルールでゲームが進められるとき、各プレーヤがとるべき戦略を明ら

かにするために使うものはどれか 

 

ア ガントチャート     イ シンプレックス表 

ウ データフローダイアグラム    エ デシジョンツリー 

 

問題 04-14 AD090215                                □□□□ 

 A 社では、ある部品の製造工程で、寸法を測定し、それを x 管理図を使って管理している。管理図で

は、上方管理限界と下方管理限界を細い実線で表し、これら一対の線を管理限界線と呼んでいる。更に、

管理図の中央にある太い実線を中心線と呼んでいる。x 管理図に表れる点が、次の場合に異常と判定す

ることが定められている場合、a～dのうち異常と判定すべき点はどれか。 

 なお、管理限界線近くとは、中心線と管理限界線との距離の 2/3 以上中心線から離れる場合をいう。

管理図では、この位置を細い点線で表す 

[社内基準] 

(1) 点が管理限界線の外側又は線上に現れる場合 

(2) 連続 3点中 2点が管理限界線近くに現れる場合 

(3) 7点以上の点が、連続して中心線の上側又は下側に現れる場合の 7点目以降 

(4) 7点以上の点が、連続して上昇する又は下降する場合の 7点目以降 

(5) 点が一定の周期で変動している場合 

上方管理限界

下方管理限界

x

a

b c
d

 

ア a   イ b   ウ c   エ d 

 

問題 04-15 AD110114                                □□□□ 

複数の工作機械で作られたある部品の寸法を測定し、ヒストグラムで表したら次のようになった。

このヒストグラムから判断して、次に行うべきことはどれか 

 

ア 円グラフを作成し、全体に対する各区間の割合を調べる 

イ 工作機械ごとの部品寸法の分布を調べる 

ウ 散布図を作成し、部品寸法と工作機械の相関を調べる 

エ 平均と範囲を計算し、x-R管理図を作成する 
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問題 04-16 AD140169                                □□□□ 

製造販売業 A社は 30商品を販売している。ABC分析によって売上高の高い商品に絞って販売促進をす

ることになり、商品別に売上高を集計したところ、表のようになった。販売促進の対象となる A群の商

品数はいくつになるか。ここで、A群は売上高の 70％を目安とする 

単位 百万円 

商品 1 商品 2 商品 3 商品 4 商品 5 商品 6 商品 7 商品 8 商品 9 商品 10 その他 合計 

182 136 120 120 98 91 83 80 65 35 290 1,300 

 

(そのほかの内訳)                                                単位 百万円 

商品 11 商品 12 商品 13 商品 14 商品 15 商品 16 商品 17 商品 18 商品 19 商品 20 

30 28 25 22 20 18 17 16 15 14 

商品 21 商品 22 商品 23 商品 24 商品 25 商品 26 商品 27 商品 28 商品 29 商品 30 

13 13 11 10 9 8 7 6 5 3 

 

ア 7   イ 8   ウ 9   エ 10 

 

問題 04-17 AD160170                                □□□□ 

ヒストグラムの説明として、適切なものはどれか 

 

ア 原因と結果の関連を魚の骨のような形態に整理して体系的にまとめ、結果に対してどのような原

因が関連しているかを明確にする 

イ 時系列的に発生するデータのばらつきを折れ線グラフで表し、管理限界線を利用して客観的に管

理する 

ウ 収集したデータを幾つかの区間に分類し、各区間に属するデータの個数を棒グラフとして描き、

品質のばらつきをとらえる 

エ データを幾つかの項目に分類し、横軸方向に大きさの順に棒グラフとして並べ、累積値を折れ線

グラフで描き、問題点を整理する 

 

問題 04-18 AD160168                                □□□□ 

アローダイアグラムに示す作業工程において、結合点 Dにおける、最早結合点時刻、最遅結合点時

刻、余裕時間の組み合わせのうち、正しいものはどれか。ここで、括弧内は最早結合点時刻、最遅結

合点時刻、余裕時間を表し、時間の単位は日とする 

A

B D

C

E

2日

4日

3日

3日

4日

2日

(0,0,0)

(5,5,0)

(2,2,0)

(9,9,0)

 

ア (5,5,0)   イ (5,7,2)   ウ (7,5,2)   エ (7,9,2) 
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問題 04-19 AD140240                                □□□□ 

図のアローダイアグラムの説明のうち、適切なものはどれか 

1

2 7

3 8

5 9

6

4
6

7

9

3

3

6

4

4

4

5

7

5

 
ア ②→④の仕事が 1日早く終われば、全体の仕事も 1日早く終わる 

イ ②→⑤の仕事が 1日早く終われば、全体の仕事も 1日早く終わる 

ウ ③→⑤の仕事が 1日早く終われば、全体の仕事も 1日早く終わる 

エ ⑥→⑧の仕事が 1日早く終われば、全体の仕事も 1日早く終わる 

 

問題 04-20 AD110212                                □□□□ 

ある工場で、複数の機械で精算した同じ規格の部品の寸法を測定し、ヒストグラムで表したら、次

のようになった。このヒストグラムについて、最も適切な判断はどれか 

件
数

寸法  

ア ある機械について異常が発生している 

イ 区間の取り方が不適切であるので、不自然に感じる 

ウ 異なった平均値をもつ 2組のデータが混じっている 

エ 既に全数検査が行われており、規格外のものが除外されている 

 

問題 04-21 AD170236                                □□□□ 

 あるプロジェクトの作業が図のとおりに遂行されるとき、プロジェクト全体が終了するまでには最短

で何日が必要か 

 

A

10

B

11

D

7

E

8

C

4

F

5

J

9

G

10
H

6

I

3

凡例

作業名

作業日数

K

8

 
ア 24   イ 25   ウ 30   エ 31 
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問題 04-22 AD160271 AD190269                           □□□□ 

 分析対象としている問題に数多くの要因が関係し、それらが相互に絡み合っているとき、原因と結果、

目的といった関係を追及していくことによって、因果関係を明らかにし、解決の糸口をつかむための図

はどれか 

 

ア アローダイアグラム   イ パレート図   ウ マトリックス図   エ 連関図 

 

問題 04-23 AD130239                                □□□□ 

 次のプロジェクトの日程計画について、クリティカルパスの作業の終了に要する日数はどれか。ここ

で、点線の矢印はダミー作業とする 

 

作業 作業日数 先行作業 

A システム設計 30 - 

B プログラム作成 20 システム設計 

C 回線申請設置工事 20 システム設計 

D データベース移行 20 プログラム作成 

E システムテスト 15 プログラム作成 

F 運用テスト 20 回線申請設置工事、データベース移行、システムテスト 

 

A
30

B
20

E
15

D
20

F
20

C
20

 

ア 70   イ 85   ウ 90   エ 95 

 

問題 04-24 AD190234                                □□□□ 

次のアローダイアグラムで表される作業 A～H を見直したところ、作業 D だけが短縮可能であり、そ

の所要日数を 6日間に出来ることがわかった。業務全体の所要日数は何日間短縮できるか。ここで、矢

印に示す数字は各作業の標準日数を表す。 

 

A
5

D  10

C
5

B   
3

E
5

F
12

H 
6

G
3

作業名

所要日数

はダミー作業

凡例

 
 

ア 1  イ 2  ウ 3  エ 4 
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問題 04-25 AD100207 AD180268                           □□□□ 

製品別の不良品の個数を集計すると表のようになった。ABC分析に基づいて対策を取るべき A群の

製品は何種類となるか。ここで、A群は 70％以上とする 

 

製品 P Q R S T U V W X 

個数 60 136 98 182 83 120 70 91 35 

 

ア 3   イ 4   ウ 5   エ 6 

 

問題 04-26 AD180236                                □□□□ 

 プロジェクトが次の条件に従って遂行されるとき、プロジェクト全体が終了するまでには最短で何日

が必要か 

［プロジェクト遂行条件］ 

このプロジェクトは、九つの作業 A～Iで構成される。 

各作業の所要日数は次の通りである。 

 作業 Aは 5日、作業 Bは 5日、作業 Cは 4日、作業 Dは 3日、作業 Eは 6日、 

 作業 Fは 3日、作業 Gは 4日、作業 Hは 8日、作業 Iは 8日 

作業順序は次の通りである。 

 作業 Aはすべての作業に先行する。 

 作業 Bに先行する作業は作業 Aである。 

 作業 Cに先行する作業は作業 Aである。 

 作業 Dに先行する作業は作業 Bである。 

 作業 Eに先行する作業は作業 Cである。 

 作業 Fに先行する作業は作業 Cである 

 作業 Gに先行する作業は作業 Fである。 

 作業 Hに先行する作業は作業 Dである。 

 作業 Iに先行する作業は作業 Eと Gである。 

 

ア 21  イ 22  ウ 23  エ 24 

 

問題 04-27 AD160268 AD180268                           □□□□ 

 商品別に売上高を集計したところ、表のとおりとなった。これを基に ABC 分析を行うと、販売促進の

対象となる A群の商品点数は幾つになるか。ここで、A群は売上高合計の 70％を基準とする 

 

単位 千円 

商品 a b c d e f g h その他計 合計 

売上高 180 140 120 100 80 70 50 40 20 800 

 

ア 3   イ 4   ウ 5   エ 6 
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問題 04-28 AD150240                                □□□□ 

図に示す作業工程のクリティカルパスはどれか 

A
2

B
3

C
3

D 1

E
1

F
3

G
4

J
2

H
3

K
2

I
2

L
3

作業名
作業日数

凡例

 

ア A→B→E→I→L  イ A→C→D→E→H→K  ウ A→C→F→I→L  エ A→C→G→J→L 

 

問題 04-29 AD200246                                □□□□ 

 図やチャートの使い方に関する記述のうち、適切なものはどれか。 

 

ア 記憶装置の容量とアクセス速度の関係を示すために、フローチャートを用いる。 

イ 緊急時の電話連絡の順序を示すために、ガントチャートを用いる。 

ウ システム開発プロジェクトの進捗悪化の原因を把握するために、特性要因図を用いる。 

エ 文房具購入の一連の手続を示すために、連関図を用いる。 

 

問題 04-30 AD180169                                □□□□ 

 商品売上高を商品アイテム別に ABC分析したグラフはどれか。ここで、縦軸は売上高、横軸は商品ア

イテムを示す 

 

ア イ ウ エ

 

 

問題 04-31 AD190168                                □□□□ 

 ABC分析手法の適用例はどれか 

 

ア 地域を格子状の複数の区画に分け、様々なデータ（人口、購買力など）に基づいて、より細かに地

域分析をする 

イ 何回も同じパネル（回答者）に反復調査する。そのデータで地域の傾向や購入層の変化を把握する 

ウ 販売金額、粗利益金額などが高い商品から順番に並べ、その累計比率によって商品を幾つかの階層

に分け、高い階層に属する商品の販売量の拡大を図る 

エ 複数の調査データを要因ごとに区分し、集計することによって、関連販売力の分析や同一商品の購

入状況などを分析する 
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問題 04-32 AD170267 AD210169                           □□□□ 

 アローダイアグラムが最も有効に活用される事例はどれか 

 

ア 新製品の発表会に際し、会場の準備や関係者への連絡など、落ち度がないような計画を立てる 

イ 建物の設計・施工に際し、幾つかの作業をどのような手順で進めれば工程に遅れが出ないかを管理

する 

ウ テーマの選定に際し、解決すべき重要な問題は何かを探るために、問題点を絞り込む 

エ 取引価格の改定交渉に際し、相手の出方を想定して、幾つかの代替案を準備する 

 

問題 04-33 AD200268                                □□□□ 

 ヒストグラムを説明したものはどれか。 

 

ア 2変数を縦軸と横軸にとり、測定された値を打点し作図して 2変数の相関関係を示したもの 

イ 管理項目を出現頻度の大きい順に並べた棒グラフとその累積和の折れ線グラフを組み合わせた

もの 

ウ データをいくつかの区間に分類し、各区間に属する測定値の度数に比例する面積をもつ長方形を

並べたもの 

エ 複雑な原因と結果の関係を結び整理して示したもの 

 

問題 04-34 AD170170 FE130277 AD200172                      □□□□ 

連関図法に関する説明として適切なものはどれか 

 

ア 事態の進展とともに、いろいろな結果が想定される問題について、望ましい結果にいたるプロセ

スを定める方法である 

イ 複雑な要因の絡み合う事象について、その事象間の因果関係を明らかにする方法である 

ウ ブレーンストーミングを行い、収集した情報を相互の関連によってグループ化し、解決すべき問

題点を明確にする方法である 

エ 目的・目標を達成するための手段・方策を順次展開し、最適手段・方策を追及していく方法であ

る 

 

問題 04-35 AD210173                                □□□□ 

親和図法を説明したものはどれか。 

 

ア 事態の進展とともに様々な事象が想定される問題について、対応策を検討し望ましい結果に至るプ

ロセスを定める方法である。 

イ 収集した情報を相互の関連によってグループ化し、解決すべき問題点を明確にする方法である。 

ウ 複雑な要因の絡み合う事象について、その事象間の因果関係を明らかにする方法である。 

エ 目的・目標を達成するための手段・方策を順次展開し、最適な手段・方策を追求していく方法であ

る。 
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問題 04-36 AD180136                                □□□□ 

 次の条件で作業を行うときのアローダイアグラムはどれか。ここで、破線はダミー作業を表す 

[条件] 

(1) 作業 Aは、この仕事の最初の作業である 

(2) 作業 Aが終了すると、作業 Bと作業 Cが並行して開始できる 

(3) 作業 Bと作業 Cが終了すると、作業 Dが開始できる 

(4) 作業 Cが終了すると、作業 Eが開始できる 

(5) 作業 Dと作業 Eが終了すると、作業 Fと作業 Gが並行して開始できる 

(6) 作業 Fと作業 Gが終了すると、作業 Hが開始できる 

 

2

3 6

4

85 7

FB

C

G

D

E

A H
1

2

3 6

4

85 7

FB

C

G

D

E

A H
1

2

3 6

4

85 7

FB

C

G

D

E

A H
1

2

3 6

4

85 7

FB

C

G

D

E

A H
1

ア

イ

ウ

エ

 

 

問題 04-37 AD180270 AD210171                           □□□□ 

図は特性要因図の一部を表したものである。a、bの関係はどれか 

a

b
 

ア bは aの原因である   イ bは aの手段である 

ウ bは aの属性である   エ bは aの目的である 
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問題 04-38 AD160269                                □□□□ 

 ヒストグラムの説明として、適切なものはどれか 

 

ア 原因と結果の関係を矢印で結んで示したもの 

イ 原因の項目ごとにデータ量を図示し、その累積を折れ線グラフで示したもの 

ウ 対応して変化する二つの項目の関係を示したもの 

エ データの範囲を区分し、区分ごとにデータ数を柱にして示したもの 

 

問題 04-39 AD200134                                □□□□ 

プロジェクトのスケジュール管理のために次のアローダイアグラムを作成した。クリティカルパスは

どれか。 

A
1

C  3

B
5

D
3

E
4

G
5

H
4

作業名

所要日数

はダミー作業

凡例

F

 

ア A→C→E→G  イ A→D→H  ウ B→E→F→H  エ B→E→G 

 

問題 04-40 AD170168                                □□□□ 

 ある販売会社では、顧客からのクレームをクレーム台帳に記載している。クレームの発生件数を減ら

すために、最初に作成する分析資料として、適切なものはどれか 

 

ア クレームの分類項目を作成し、分類項目別にクレーム件数を数える。分類項目とクレーム件数を軸

とするパレート図を作成する 

イ クレームを受け付けた曜日別にクレーム件数を数え、曜日とクレーム件数を軸とする散布図を作成

する 

ウ 顧客の地域分類を作成し、地域別にクレーム件数を数える。地域分類とクレーム件数を軸とするヒ

ストグラムを作成する 

エ 対応時間の長くかかったクレームを抽出し、一覧表を作成する。一覧表に掲載するクレーム項目は、

元のクレーム台帳のページが分かるようにしておく 

 

問題 04-41 IP210202                                □□□□ 

 パレート図の使用が最も適切である分析対象はどれか。 

 

ア 生産工程の信頼性   イ 製品の重要のばらつき 

ウ 品質不良の要因ごとの構成比率 エ 二つの変動要素の間の関係 
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問題 04-42 AD180174                                □□□□ 

 パレート図を用いることが効果的な事例はどれか 

 

ア 単位ステップあたりのバグ数をプロットし、多数のモジュールの品質を評価する 

イ バグの発生数とその累積の両方を時系列にプロットし、テストの進捗状況を把握する 

ウ バスの累積発生数を時系列にプロットし、残存バグ数を予測する 

エ バグを原因ごとに層別し、それを多い順に並べることで、改善効果の大きい重要な問題点を抽出す

る 

 

問題 04-43 AD170175                                □□□□ 

 図はあるプロジェクトの作業工程（a～g）を示したものである。クリティカルパス上にある作業のう

ち、最長の作業に要する日数を半分に短縮した場合、短縮後のプロジェクトの所要日数は、何日になる

か。ここで、矢線に示す数字は各作業の所要日数を表す 

1

2 4

3

5 6

a

10

c

20

b

2

f

8

g

6
e

26

d  22

 

 

ア 34   イ 38   ウ 39   エ 44 

 

問題 04-44 AD120113 AD200213                           □□□□ 

待ち行列モデルの適用事例として、適切なものはどれか 

 

ア 1 回あたりの発注コストや、1 個あたりの在庫維持コストなどを基に、在庫商品の発注量を決定

する 

イ 過去の売上データを基に、次年度の売り上げを予測する 

ウ 画像情報の密度、大きさ、平均圧縮率、通信速度などを基に、必要な通信時間を計算する 

エ 平均対応時間や電話の平均受付回数などを基に、問い合わせに対応するサービスデスクの要員を

決定する 

 

問題 04-45 AD190173                                □□□□ 

 在庫管理における定期発注方式に関する記述として、適切なものはどれか 

 

ア ABC分析での Aランクの品目を管理するのに適した方式である 

イ 単価が低く、品質务化の心配が尐ない品目を管理するのに適している 

ウ 常に一定量を発注する方式である 

エ 発注点方式ともいわれている 
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問題 04-46 AD170269                                □□□□ 

 ヒストグラムを説明したものはどれか 

 

ア 原因と結果の関係を魚の骨のような形状として体系的にまとめ、結果に対してどのような原因が関

連しているかを明確にする 

イ 時系列的に発生するデータのばらつきを折れ線グラフで表し、管理限界線を領して客観的に管理す

る 

ウ 収集したデータを幾つかの区間に分類し、各区間に属するデータの個数を棒グラフとして描き、品

質のばらつきをとらえる 

エ データを幾つかの項目に分類し、横軸方向に大きさの順に棒グラフとして並べ、累積値を折れ線グ

ラフで描き、問題点を整理する 

 

問題 04-47 AD190135                                □□□□ 

 図のアローダイアグラムでシステム開発プロジェクトの工程計画を作成した。作業 Eの最遅開始日は

何日めか。ここで、プロジェクトの開始日を 0とする 

B
25

E
6

F
3

A   
20

I
25

C
20

H
5

G  
4

J
30

D
5

作業名

所要日数

はダミー作業

凡例

 

 

ア 26  イ 38  ウ 39  エ 45 

 

問題 04-48 AD200237                                □□□□ 

 あるプロジェクトの作業が、次のアローダイアグラムで示されるとき、すべての作業が終了するまで

の最小所要日数は何日か。 

A
2

C
1

D
4

B   
2

G
3

E
2 H

2

F
3

J
4

作業名

所要日数

凡例

I
1

 

 

ア 9  イ 10  ウ 11  エ 12 
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問題 04-49 AD190170                                □□□□ 

 図のアローダイアグラムにおいて、結合点④の最早結合点時刻と最遅結合点時刻はどれか。ここで、

①の開始時を 0とする 

2 65

4

1
3 3

2

4 5
3

2

1

所要時間

凡例

 

 

 最早結合点時刻 最遅結合点時刻 

ア 5 8 

イ 5 10 

ウ 8 8 

エ 8 10 

 

問題 04-50 AD200269                                □□□□ 

 管理図の利用方法を説明したものはどれか。 

 

ア 作業の前後関係を整理して矢印で表現したネットワーク図を作成し、工程上のボトルネックを発

見して日程計画に役立てる。 

イ 中央線と上下一対の限界線を引いて、製品などの特性値をプロットし、品質不良や製造工程の異

常を検出して不良原因の除去や再発防止に役立てる。 

ウ 不良品などの件数や損失金額を原因別に分類し、数値の大きい順に並べてその累積和によって改

善効果が高い項目の選定に役立てる。 

エ 問題に対し、その原因と考えられる要素との関係を魚の骨のような図に整理し、本質的な原因を

追究して解決に役立てる。 

 

問題 04-51 AD190172                                □□□□ 

 系統図を説明したものはどれか 

 

ア 解決すべき問題を端か中央に置き、関係する要因を因果関係に従って矢印でつないで周辺に並べ、

問題発生に大きく影響している重要な原因を探る 

イ 結果とそれに影響を及ぼすと思われる原因との関連を整理し、体系化して、魚の骨のような形にま

とめる 

ウ 事実、意見、発想を小さなカードに書き込み、カード相互の親和性によってグループ化して、解決

すべき問題を明確にする 

エ 目的を達成するための手段を導き出し、さらにその手段を実施するための幾つかの手段を考えるこ

とを繰り返し、細分化していく 
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問題 04-52 AD190145                                □□□□ 

 システムの品質を向上させるために、発生した障害についてパレート図を用いた分析した。分析結果

からわかることはどれか 

 

ア 時系列に見た障害の発生件数 

イ システムの規模と、障害発生件数との相関 

ウ 障害の発生原因と、その原因が全体に占める割合 

エ 発生した障害と、それに影響を及ぼすと思われる原因との関連 

 

問題 04-53 AD160173 AD200271                           □□□□ 

ある工場で製品 A,Bを生産している。製品 Aを 1トン製造するのに、原料 P、Qをそれぞれ 4トン、

9 トン必要とし、製品 Bについてもそれぞれ 8トン、6トン必要とする。また、製品 A、Bは 1トン当

たりそれぞれ 2万円、3万円の利益を生む。しかし、原料 Pは 40トン、Qは 54トンしかない。 

利益を最大にする生産量を求めるために、線形計画問題として定式化したものはどれか。ここで、

製品 A、Bの生産量をそれぞれ x、yで表すものとする 

 

ア 条件 4x＋8y≧40        イ 条件 4x＋8y≦40 

     9x＋6y≧54             9x＋6y≦54 

     x≧0、y≧0             x≧0、y≧0 

  目的関数 2x＋3y→最大化      目的関数 2x＋3y→最大化 

 

ウ 条件 4x＋9y≦40        エ 条件 4x＋9y≦2 

     8x＋6y≦54             8x＋6y≦3 

     x≧0、y≧0             x≧0、y≧0 

  目的変数 2x＋3y→最大化      目的関数 40x＋54y→最小化 

 

問題 04-54 AD150272 AD130171 AD110272 AD200173                 □□□□ 

三つの製品 A、B、Cを、2 台の機械 M1、M2 で加工する。加工は、M1→M2 の順で行わなければなら

ない。各製品をそれぞれの機械で加工するのに要する時間は表のとおりである。 

このとき、三つの製品をどの順序で加工すれば、加工を始めてから全製品の加工を終了するまでの

時間がもっとも短くなるか。ここで、段取りなどの準備時間は無視するものとする 

 

機械 

製品 

M1 M2 

A 7 3 

B 5 6 

C 4 2 

 

ア A→B→C  イ A→C→B  ウ B→A→C  エ B→C→A 
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問題 04-55 AD130269                                □□□□ 

図は、電子部品の不良品について、不良項目別に個数の多い順に並べた棒グラフと、それらの累積

比率を折れ線グラフで表したものである。品質管理に用いられるこの図の名称はどれか 

０

50 

100

150

不
良
品
数
（
個
）

A
項
目

B
項
目

C
項
目

D
項
目

E
項
目

0 

20 

40 

60 

80 

100 

 

ア 散布図   イ 特性要因図   ウ パレート図   エ マトリックス図 

 

問題 04-56 IP210137                                □□□□ 

図の作業について、全体の作業終了までの日数は 24 日間であった。作業 C の日数を 3 日短縮できた

ので、全体の作業終了までの日数が 1日減った。作業 Dの所要日数は何日か。 

A
5

B
5

D
X

F
5

E
4

作業名

所要日数

凡例

C
10

 

ア 6   イ 7   ウ 8   エ 9 

 

問題 04-57 AD170144                                □□□□ 

 プロジェクトを達成するのに必要な作業を矢線で、作業の結合点を○で表し、所要日数やコストを示

して日程計画を立てるのに効果的な図はどれか 

 

ア PDPC   イ アローダイアグラム   ウ ガントチャート   エ 管理図 

 

問題 04-58 IP210207                                □□□□ 

 一定期間ごとに最適量を発注する方式を定期発注方式という。この定期発注方式で購買品を調達する

に当たり、発注サイクルを 10 日、納入リードタイムを 5 日、1 日の平均消費量を 50 個、安全在庫量を

30 個とした場合、今回の発注量は幾らか。ここで、発注は、発注日の消費終了後に行うものとし、今回

の発注時点での在庫量は 300個で、発注残はないものとする。 

 

ア 420   イ 450   ウ 480   エ 530 
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問題 04-59 AD200270                                □□□□ 

 プログラムのステップ数が多くなるほどステップあたりのエラー数も多くなる傾向があるように見

受けられたので、データを採って調べた。これを分析するのに最も適した図はどれか。 

 

ア 系統図  イ 散布図  ウ 特性要因図  エ パレート図 

 

問題 04-60 AD180269                                □□□□ 

管理図を説明したものはどれか 

 

ア 原因と結果の関係を魚の骨のような形状として体系的にまとめ、結果に対してどのような原因が関

連しているかを明確にする 

イ 時系列的に発生するデータのばらつきを折れ線グラフで表し、上限と下限を設定して異常の発見に

用いる 

ウ 収集したデータを幾つかの区間に分類し、各区間に属するデータの個数を棒グラフとして書き、品

質のばらつきをとらえる 

エ データを幾つかの項目に分類し、横軸方向に大きい順に棒グラフとして並べ、累積値を折れ線グラ

フで書き、主要な問題点を把握する 

 

問題 04-61 AD170270                                □□□□ 

 プログラムのステップ数が多くなるほどステップ当たりのエラー数も多くなる傾向があるように見

受けられたので、データを採って調べた。これを分析するのに最も適した図はどれか 

 

ア 系統図   イ 散布図   ウ 特性要因図   エ パレート図 

 

問題 04-62 AD170268                                □□□□ 

 現象や原因などの項目を件数の大きい順に並べた棒グラフと、その累積和を折れ線グラフで表し、ど

の項目が重要化を判断するのに適している図はどれか 

 

ア 管理図   イ 散布図   ウ 特性要因図   エ パレート図 

 

問題 04-63 AD200134                                □□□□ 

ある工場では、これまでに発生した不良品について、発生要因ごとの件数を記録している。この記録

を基に、不良品発生の上位を占める要因と割合を表している図はどれか。 

ア イ ウ エ

 

 



 45 

問題 04-64 AD160169                                □□□□ 

ある工場では、これまでに発生した不良品について、不良原因ごとの件数を記録している。この記

録を基に、不良原因の上位 80％を求めるのに適した図はどれか 

 

ア x 管理図   イ 散布図   ウ 特性要因図   エ パレート図 

 

問題 04-65 AD180170                                □□□□ 

 製品 M、Nを、機械 P、Qによる 2工程で生産している。表は、各製品を 1単位生産するために要する

各機械の所要時間、及び各製品の 1 単位当たりの販売利益を示す。機械 P、Q の月間稼働可能時間はい

ずれも 200 時間である。販売利益が最大となるように製品 M、N を生産し、すべてを販売したときの、

販売利益は何万円か。ここで、製品 M、N ともに生産工程の順番に制約はなく、どちらの機械を先に使

用しても製品は生産できるものとする 

 

 機械 P 機械 Q 単位当たり販売利益 

製品 M 30分 20 分 2,500円 

製品 N 15分 30 分 3,000円 

 

ア 100   イ 120   ウ 135   エ 220 

 

問題 04-66 AD120110 AD210167                           □□□□ 

 毎年 1,000,000 個の製品を生産している工場がある。不良率は 5％であり、不良品 1 個あたりの損失

額は 10 円である。不良率を低減させ、製品 1 個あたりのコストを削減させるために、表に示す機器 A、

B の導入を検討している。生産量、不良品 1 個当たりの損失額は変わらないものとするとき、機器の導

入に関する記述のうち、適切なものはどれか。ここで、機器の償却期間はそれぞれ 5年とする 

 導入後の期待不良率 導入金額 

機器 A 3.5％ 80万円 

機器 B 1.5％ 160万円 

 

ア 機器 Aはコスト削減が期待できるが、機器 Bではコスト増加になると考えられる 

イ 機器 Bはコスト削減が期待できるが、機器 Aではコスト増加になると考えられる 

ウ どちらの機器を導入しても、コスト削減が期待できる 

エ どちらの機器を導入しても、コスト増加になると考えられる 

 

問題 04-67 AD200274                                □□□□ 

 定量発注方式における経済的発注量を計算したところ、600 個であった。発注から納入までの調達期

間は 5日であり、安全在庫量が 30個である場合、この購買品目の発注点は何個か。ここで、1日の平均

消費量は 50個であるとする。 

 

ア 220  イ 250  ウ 280  エ 300 
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問題 04-68 AD150273 AD190175                           □□□□ 

ある工場では表に示す 3製品を製造している。実現可能な最大利益は何円か。ここで、各製品の月

間需要量には上限があり、組立工程に使える工場の時間は月間 200時間までとする 

 

 製品 X 製品 Y 製品 Z 

利益（1個当たり） 1,800円 2,500円 3,000円 

組み立て所要時間（1個当たり） 6分 10分 15分 

月間需要量上限 1,000個 900個 500個 

 

ア 2,625,000  イ 3,000,000  ウ 3,150,000  エ 3,300,000 

 

問題 04-69 AD140172                                □□□□ 

 制約条件下における資源をどう配分したら最大の効果が得られるかという問題を解く手法として、適

切なものはどれか 

 

ア カオス理論   イ ゲーム理論   ウ 実験計画法   エ 線形計画法 

 

問題 04-70 AD190171                                □□□□ 

 品質特性が重量、長さ、電気抵抗などの計量値で与えられる場合、その平均値の変化を見るために用

いる管理図はどれか 

 

ア p管理図  イ R管理図  ウ u管理図  エ x 管理図 

 

問題 04-71 AD170272                                □□□□ 

 窓口業務において、来訪者の到着状況に応じた窓口数とサービス時間を解析するときに用いる理論は

どれか 

 

ア グラフ理論   イ ゲーム理論   ウ 情報理論   エ 待ち行列理論 

 

問題 04-72 IT220123                                □□□□ 

ABC分析の説明として、適切なものはどれか。 

 

ア 不具合がどのような原因によって起きているのかなどを、魚の骨に似た図によって系統的に把

握する手法 

イ 二つの変数の間に関係があるかどうかを、収集したデータを用いて解析する手法 

ウ 母集団からサンプルを抜き取って検査を行い、サンプル中の不良個数によって母集団の品質を

判定する手法 

エ 優先的に管理すべき対象を明確にするために、売上金額などの累積構成比を基に重要度のラン

ク付けを行う手法 
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問題 04-73 AD190273                                □□□□ 

 “1 次式で表現される制約条件の下にある資源を、どのように配分したら最大の効果が得られるか”と

いう問題を解く手法はどれか。 

 

ア 因子分析法  イ 回帰分析法  ウ 実験計画法  エ 線形計画法 

 

問題 04-74 IT220103                                □□□□ 

 問題解決手法の一つであるブレーンストーミングのルールとして、適切なものはどれか。 

 

ア 各自でアイディアを練り、質が高いと思うものだけを選別して発言する。 

イ 各自が出したアイディアを遠慮なく批判する。 

ウ 他人の出したアイディアに改良を加えた発言は慎む。 

エ 突飛なアイディアを含め、自由奔放な発言を歓迎する。 

 

問題 04-75 IT220135                                □□□□ 

図のアローダイアグラムで、A からＧに至る全体の作業日数に影響を与えないことを条件に、C

→Fの作業の遅れは最大何日間まで許容できるか。 

 

A GF

E

D

C

B
4

4

3

3

3 6

7

46

7

作業日数

〔凡例〕

 

 

ア 1  イ 2  ウ 3  エ 4 

 



 48 

問題 05-01 AD130267                                □□□□ 

損益計算書から算出した各項目が表の値のとき、損益分岐点は何千円か 

 

単位（千円） 

売上高 1000 

変動費 800 

固定費 100 

利益 100 

 

ア 500  イ 700  ウ 800  エ 900 

 

問題 05-02 AD180173 AD150173 AD190272                      □□□□ 

X社では次の算定方式で、在庫補充量を決定している。第 n週の週末時点での在庫量を B[n]、第 n

週の販売量を C[n]としたとき、第 n 週の週末に発注する在庫補充量の算出式はどれか。ここで、n

は 3以上とする 

 

[在庫補充量の算定方式] 

(1) 週末ごとに在庫補充量を算出し、発注を行う。在庫は翌週の月曜日に補充される。 

(2) 在庫補充量は、翌週の販売予測量から現在の在庫量を引き、安全在庫量を加えて算出する 

(3) 翌週の販売予測量は、先週の販売量と今週の販売量の平均値とする 

(4) 安全在庫量は、翌週の販売予測量の 10％とする 

 

ア (C[n-1]+C[n])/2×1.1-B[n] 

イ (C[n-1]+C[n])/2×1.1-B[n-1] 

ウ (C[n-1]+C[n])/2+C[n]×0.1-B[n] 

エ (C[n-2]+C[n-1])/2+C[n]×0.1-B[n] 

 

問題 05-03 AD190265                                □□□□ 

 損益計算資料から求められる損益分岐点売上高は、何百万円か。 

              [損益計算資料]    単位 百万円 

売上高 500 

材料費（変動費） 200 

外注費（変動費） 100 

製造固定費 100 

純利益 100 

販売固定費 80 

利益 20 

 

ア 225  イ 300  ウ 450  エ 480 
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問題 05-04 AD140166                                □□□□ 

固定費を f、変動費を v、売上高を sとしたとき、損益分岐点を求める式はどれか 

 

ア f×（1-v÷s）  イ f÷（1-v÷s）  ウ v×（1-f÷s）  エ v÷（1-f÷s） 

 

問題 05-05 AD140269 AD210165                           □□□□ 

当期の財務諸表分析の数値が次のとき、売上原価は何百万円か 

 

(1)売上原価率 ：80％ 

(2)売上高営業利益率 ：10％ 

(3)営業利益  ：200百万円 

 

ア 1400  イ 1600  ウ 1800  エ 2000 

 

問題 05-06 AD170266 AD160167                           □□□□ 

商品有高帳から、期末在庫品を先入先出法で評価した場合の在庫評価額は何千円か 

 

 個数 単価（千円） 

期首有高 10 10 

仕上高   

4月 1 11 

6月 2 12 

7月 3 13 

9月 4 14 

期末有高 12  

 

ア 123   イ 138   ウ 150   エ 168 

 

問題 05-07 AD160165                                □□□□ 

企業の安全性、収益性、生産性などを把握するために用いられる財務諸表分析の指標に関する記述

のうち、適切なものはどれか 

 

ア 自己資本比率は、自己資本と他人資本から求められ、その値が低いほど堅実性があるといえる 

イ 資本利益率は、売上高利益率と資本回転率から求められ、その値が高いほど収益性が高いといえ

る 

ウ 棚卸資産回転率は、棚卸資産に対する売上原価の割合であり、その値が高いほど棚卸資産が過大

であるといえる 

エ 流動比率は、流動負債に対する流動資産の割合であり、その値が低いほど短期の支払能力がある

といえる 
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問題 05-08 AD170165 AD140165                           □□□□ 

新製品の価格を設定したい。最大利益が見込める設定価格はどれか。ここで、いずれの場合にも、

次の費用が発生するものとする 

 

固定費：1,000,000円 

変動費：600円/個 

 

 設定価格（円） この価格による予測需要（個） 

ア 1,000 80,000 

イ 1,200 70,000 

ウ 1,400 60,000 

エ 1,600 50,000 

 

問題 05-09 AD150167                                □□□□ 

定率法による減価償却費の計算式はどれか 

 

ア （取得価格－減価償却累計額）×償却率 

イ （取得価格－減価償却累計額）÷耐用年数 

ウ （取得価格－残存価格）×償却率 

エ （取得価格－残存価格）÷耐用年数 

 

問題 05-10 AD160164                                □□□□ 

単位あたりの変動費を 500 円、固定費を 36 万円で製造する製品を、単位当たり 800 円で販売した

い。利益を 300万円確保するために必要な販売数は幾つか 

 

ア 4,950   イ 10,000   ウ 10,450   エ 11,200 

 

問題 05-11 AD160166                                □□□□ 

企業の資金調達方法のうち、返済義務がないものはどれか 

 

ア 銀行からの借入  イ コマーシャルペーパの発行  ウ 社債の発行  エ 新株の発行 

 

問題 05-12 AD150165                                □□□□ 

会計帳簿に記帳しないものはどれか 

 

ア 交通事故によって社有車が全壊した 

イ 債務者から債務を免除された 

ウ 事務所を借りるための賃貸借契約を取り交わした 

エ 所有している建物が火災によって消失した 
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問題 05-13 AD180165 AD150266  AD210164                      □□□□ 

企業会計において、仕訳において日付順に整理された取引を、勘定科目ごとに記帳整理し、決算に

必要な基礎資料を提供する役割を果たすものはどれか 

 

ア 試算表   イ 仕訳帳   ウ 精算表   エ 総勘定元帳 

 

問題 05-14 AD180175                                 □□□□ 

 約 200種の商品を扱う販売店における、ある商品の月別販売状況を表に示す。この商品は月末の在庫

状況によって、翌月の上旪に在庫が補充されている。今後、この商品の発注方法として、適切なものは

どれか。ここで、売上順位は、全商品を販売金額で順位付けしたときの、この商品の順位である 

月 当月入庫数 月末在庫数 販売金額（千円） 売上順位 

1月 50 45 100 150 

2月 0 25 400 90 

3月 10 0 700 45 

4月 50 0 1,000 23 

5月 100 5 1,900 8 

6月 200 20 3,700 3 

 

ア 売行きが安定している商品といえるので、一定数量を定期的に発注すべきである 

イ 売行きの変動が激しい商品といえるので、発注時期を決めないで、在庫が尐なくなったときに一定

数量を発注すべきである 

ウ 主力商品に育ってきたといえるので、決め細やかな販売見込み数量を予測し、過剰在庫にも注意を

払いながら発注すべきである 

エ 長期に渡って安定する商品になってきたといえるので、半年間の販売見込み数量を予測し、定期的

に発注すべきである 

 

問題 05-15 AD160126                                □□□□ 

 表計算ソフトで次の表を作成した。セル G2に計算式 B2/(E2+F2)を入力し、これをセル G3～G6に複写

して表を完成させようとしている。このとき、セル G1に入れる表題として適切なものはどれか 

 

 A B C D E F G 

1 会社名 売上高 営業利益 経営利益 資本 負債  

2 あ 1000 21 15 600 290  

3 い 1500 40 20 400 860  

4 う 700 40 20 300 400  

5 え 600 22 6 260 350  

6 お 800 14 7 330 500  

 

ア 売上総利益率   イ 自己資本比率   ウ 総資本回転率   エ 損益分岐点売上高 
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問題 05-16 AD170167 AD150268 AD200167                      □□□□ 

損益分析において、固定費として扱われるものはどれか 

 

ア 商品の配送費用   イ 直接作業員の時間外手当 

ウ 販売量に応じた販売店へのリベート エ マスコミ媒体広告費 

 

問題 05-17 AD170264                                  □□□□ 

 損益計算を表計算ソフトで行っている。セル B5、B7、B9、B10、B11に計算式が埋め込まれていたが、

操作ミスでセル B5にあった計算式を消してしまい、次の表になった。セル B5を正しい計算式に戻した

とき、セル B9 に表示される数値として、正しいものはどれか。ここで、営業外損益と特別損益が損と

なったときは、負の数値で入力するものとする 

 

 A B 

1 科目 金額（千円） 

2 売上高 17,700 

3 売上原価 16,200 

4 販売費及び一般管理費 1,100 

5 営業利益   

6 営業外損益 -7 

7 経常利益 -7 

8 特別損益 -75 

9 税引前当期純利益 -82 

10 法人税、住民税及び事業税 -37 

11 当期純利益 -45 

 

ア 331   イ 318   ウ 393   エ 400 

 

問題 05-18 AD200164                                □□□□ 

財務諸表のうち、一定時点における企業の資産、負債及び資本を表示し、企業の財政状態を明らか

にするものはどれか 

 

ア 株主資本等変動計算書    イ キャッシュフロー計算書 

ウ 損益計算書     エ 貸借対照表 

 

問題 05-19 AD170265 AD200264                            □□□□ 

 損益分岐点に関する記述のうち、適切なものはどれか 

 

ア 固定費が変わらないとき、変動費率が低くなると損益分岐点は高くなる 

イ 固定費が変わらないとき、変動費率が元の 1/2 になれば損益分岐点も 1/2になる 

ウ 損益分岐点での売上高は、固定費と変動費の和に等しい 

エ 変動費率が変わらないとき、固定費が小さくなると損益分岐点は高くなる 
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問題 05-20 AD150224                                □□□□ 

 表計算ソフトを用いて、支店ごとの営業利益を計算する。セル G2 へ入力する計算式はどれか。ここ

で、セル G2の式はセル G3 から下のセルへ複写するものとする 

 

 A B C D E F G H 

1 支店 売上高 売上 

原価 

販売費及び

一般管理費 

営業外 

収益 

営業外 

費用 

営業 

利益 

経常 

利益 

2 P 3000 200 400 80 60   

3 Q 1430 960 180 38 20   

4 R 2090 1390 280 8 12   

5 : : : : : : : : 

 

ア B2-C2   イ B2-C2-D2 

ウ B2-C2-D2+E2   エ B2-C2-D2+E2-F2 

 

問題 05-21 AD170164                                □□□□ 

 A社の貸借対照表の構成比は次の通りであった。A社の自己資本に占める資本金の割合は何％か 

流動資産
75％

固定資産
25％

負債
20％

資本金 10％
資本剰余金 7％

任意積立金
47％

当期末処分利益
16％  

ア 12.0   イ 12.5   ウ 13.3   エ 15.9 

 

問題 05-22 AD200166                                □□□□ 

 ある商品の当期の売上高、費用、利益は表のとおりである。この商品の販売単価が 5千円の場合、来

期の利益を 2倍以上にするためには尐なくとも何個販売すればよいか。 

 単位 千円 

売上高 10,000 

費用  

固定費 2,000 

変動費 6,000 

利益 2,000 

 

ア 2,400  イ 2,500  ウ 3,000  エ 4,000 



 54 

問題 05-23 AD170263                                □□□□ 

 管理会計の特徴を示すものはどれか 

 

ア 会計上の情報は、契約書などの証拠で必ず立証できる必要がある 

イ 経営の必要に応じて、部門別、製品別、又はプロジェクト別に損益計算や財務計算が行われる 

ウ 計量化に当たっては、貨幣による測定に限定される 

エ 商法や税法など法律に基づいた計算をする必要があり、経営学や統計学を用いた計算は許されない 

 

問題 05-24 AD160267 AD140168                           □□□□ 

 ある商品の前月繰越と受払いが表のとおりであるとき、先入先出法によって算出した 10 月度の売上

原価は何円か 

 

10月 1 日 前月繰越 100個 繰越単価 200 円/個 

10月 4 日 仕入 50個 仕入単価 215 円/個 

10月 15 日 売上 70個   

10月 20 日 仕入 100個 仕入単価 223 円/個 

10月 25 日 売上 60個   

10月 31 日 翌日繰越 120個   

 

ア 26,450   イ 27,250   ウ 27,586   エ 28,130 

 

問題 05-25 AD160266 AD130266                           □□□□ 

当期末における残高試算表（一部分）から当期の建物の減価償却費を計算すると、何千円になるか。

ここで、償却方法は定額法、耐用年数は 20年とし、残存価格は取得金額の 10％とする。 

 

残高試算表         単位：千円 

建物（取得価格）       10,000 建物減価償却累計額     3,600 

 

ア 270   イ 320   ウ 450   エ 500 

 

問題 05-26 AD180267                                □□□□ 

 部品の受払記録が表のように示される場合、先入先出法を採用したときの 4 月 10 日の払出単価は何

円か 

取引日 取引内容 数量（個） 単価（円） 金額（円） 

4月 1日 前月繰越 2,000 100 200,000 

4月 5日 購入 3,000 130 390,000 

4月 10 日 払出 3,000   

                         

ア 100  イ 110  ウ 115  エ 118 



 55 

問題 05-27 AD190166                                □□□□ 

 表の前期実績に対して、当期は仕入原価の低減によって変動費率が 5％下がり、経費削減などによっ

て固定費を 800万円削減できる。当期利益を 1,400万円とする目標売上高は何万円か 

単位 万円 

売上高 10,000 

総費用 変動費 3,000 

固定費 6,000 

計 9,000 

利益 1,000 

 

ア 8,800  イ 9,400  ウ 9,450  エ 9,900 

 

問題 05-28 AD180264                                □□□□ 

 期末の決算において、表の損益計算資料が得られた。当期の営業利益は何百万円か 

                          単位 百万円 

項目 金額 

売上高 1,500 

売上原価 1,000 

販売費及び一般管理費 200 

営業外収益 40 

営業外費用 30 

 

ア 270  イ 300  ウ 310  エ 500 

 

問題 05-29 AD130268                                □□□□ 

 材料の払出単価の計算方法のうち、適切なものはどれか 

 

ア 後入先出法は、その期の最後に購入した単価を期中の払出しの単価とする 

イ 移動平均法は、材料が入った都度、そのときの残高とその材料の購入金額を加算し、それを材残量

と購入量の合計数量で割る 

ウ 個別法は、最も早く購入したものの購入単価を用いる 

エ 先入先出法は、購入した材料の各単価の合計を、単価の数で割る 

 

問題 05-30 AD180265                                □□□□ 

 事業年度初日の平成 17 年 4月 1日に、事務所用のエアコンを 60 万円で購入した。平成 19 年 3 月 31

日現在の帳簿価格は何万円か。ここで、耐用年数は 6年、減価償却は定額法によるものとし、残存価格

は 10％とする 

                           

ア 36  イ 40  ウ 42  エ 51 
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問題 05-31 AD190167                                □□□□ 

 前期繰越及び期中の仕入と売上は表のとおりであった。期末日である 3 月 31 日に先入先出法によっ

て棚卸資産を評価した場合、その棚卸高は何円か 

              仕 入               売 上 

日付 数量（個） 単価（円）  日付 数量（個） 

前期繰越 10 100  4月 20日 4 

5月 1日 15 90  8月 31日 8 

10月 15日 5 70  11月 20日 6 

 

ア 840   イ 980   ウ 1,080  エ 1,180 

 

問題 05-32 AD170166                                □□□□ 

 売上高が 100 百万円のとき、変動費が 60 百万円、固定費が 30 百万円かかる。目標利益 18 百万円を

達成するのに必要な売上高は何百万円か 

 

ア 80   イ 108   ウ 120   エ 180 

 

問題 05-33 AD180266                                □□□□ 

 次の条件で喫茶店を開業したい。月 10万円の利益を出すためには、1客席当たり 1日何人の客が必要

か 

 

客 1人当たりの売上高 500円 

客 1人当たりの変動費 100円 

固定費 300,000円/月 

1ヶ月の営業日数 20日 

客席数 10席 

 

ア 3.75  イ 4  ウ 4.2  エ 5 

 

問題 05-34 AD190165                                □□□□ 

 期首商品棚卸高 20百万円、当期商品仕入高 100百万円、期末商品棚卸高 30百万円のとき、当期の売

上原価は何百万円か 

 

ア 50  イ 70  ウ 90  エ 110 

 

問題 05-35 AD150168                                □□□□ 

 原価計算において、原価要素となるものはどれか 

 

ア 寄付金   イ 材料費   ウ 社債利息   エ 特別損失 
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問題 05-36 AD1860264                                □□□□ 

 営業利益の計算式はどれか 

 

ア 売上高－売上原価 

イ 売上高－（売上原価＋販売費及び一般管理費） 

ウ 売上高－（売上原価＋販売費及び一般管理費）＋営業外収益－営業外費用 

エ 売上高－（売上原価＋販売費及び一般管理費）＋営業外損益＋特別損益 

 

問題 05-37 AD190164                                □□□□ 

 企業会計原則における保守主義の原則を適用した例はどれか 

 

ア 減価償却の計算方法を毎期継続して適用する 

イ 資本準備金と利益準備金を区別する 

ウ 棚卸資産の評価基準を低価法にする 

エ 複式簿記を使用し、会計帳簿に正確な記録を行う 

 

問題 05-38 AD200165                                □□□□ 

図は二つの会社の損益分岐点を示したものである。A社と B社の損益分析に関する記述のうち、適

切なものはどれか。 

収
益
・費
用

売上高1000

70

100
損益分岐点

A社

収
益
・費
用

売上高1000

30

100
損益分岐点

B社

 

ア A社、B社ともに売上高が増加した場合、固定費の尐ない B社の利益が A社に比べて増加する。 

イ A 社では製品 1 個当たりの変動費が尐ないので、損益分岐点を超えた売上高のとき、B 社に比べ

利益が大きくなる。 

ウ 両者の損益分岐点は同じなので、同じ利益を生み出すために必要な売上高は両者とも常に同じで

ある。 

エ 両者は損益分岐点が同じであり、固定費も同じであるので、売上高が同じであれば、損益も同じ

になる。 

 

問題 05-39 AD150166                                □□□□ 

財務諸表のうち、一定時点における企業の資産、負債及び資本を表示し、企業の財政状態を明らか

にするものはどれか 

 

ア キャッシュフロー計算書  イ 損益計算書  ウ 貸借対照表  エ 利益処分計算書 



 58 

問題 05-40 AD190264                                □□□□ 

 損益計算書を説明したものはどれか。 

 

ア 一会計期間内の資金の変動を、営業・投資・財務の 3領域の活動で示したもの 

イ 一会計期間に属するすべての収益と費用を記載し、算出した利益を示したもの 

ウ 一定期間における、現金・預金の収入・支出を示したもの 

エ 会計期間末日時点でのすべての資産、負債、株主資本などを記載したもの 

 

問題 05-41 AD190267                                □□□□ 

 ある商品の前月繰越と受払いが、表のとおりであるとき、総平均法によって算出した売上原価は何円

か。 

  個数（個） 単価（円/個） 

10月 1日 前月繰越 100 200 

10月 5日 仕入 50 250 

10月 15日 売上 70  

10月 20日 仕入 100 300 

10月 25日 売上 60  

 

ア 27,500  イ 30,000  ウ 32,500  エ 34,500 

 

問題 05-42 AD120274                                □□□□ 

前月末在庫、当月在庫、当月出庫、その他増減を使って当月末在庫をあらわした式として正しいの

はどれか。ここで、各項目のその他増減は、返品などで在庫が増えた場合には正の値で入力し、倉庫

内の破損などによって在庫が減った場合には負の値で入力する。そのほかの項目は、すべて正の値が

入力されているものとする 

 

ア 当月末在庫＝前月末在庫＋当月入庫＋当月出庫－その他増減 

イ 当月末在庫＝前月末在庫＋当月入庫－当月出庫＋その他増減 

ウ 当月末在庫＝前月末在庫＋当月入庫－当月出庫－その他増減 

エ 当月末在庫＝前月末在庫－当月入庫－当月出庫－その他増減 

 

問題 05-43 AD200266                                □□□□ 

 決算において、棚卸磨耗費として処理するものはどれか。 

 

ア 期中に購入した有価証券の時価が期末に下落している場合 

イ 仕入れた商品の時価が期末に下落している場合 

ウ 実地棚卸数量が帳簿数量に満たない場合 

エ 有形固定資産を定額法で減価償却する場合 
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問題 05-44 AD180167                                □□□□ 

 ROE（Return On Enquity）を説明したものはどれか 

 

ア 経営資本に対する利益の比率である。主たる経営活動に運用されている資本の効率を表し、本来の

経営活動の収益性を示す 

イ 自己資本に対する利益の比率である。株主持分に対する収益力の指標であり、株主持分の運用効率

を示し、配当能力の目安にもなる 

ウ 総資産に対する利益の比率である。企業の経営活動に投下された資本の運用効率を示す 

エ 投下資本に対する利益の比率である。企業全体、個別投資プロジェクト、事業部などの投資効率を

判断するための指標となる 

 

問題 05-45 AD200265                                □□□□ 

 商品 Aを先入先出法で評価した場合、当月末の在庫の評価額は何円か。 

 

日付 商品 Aの取引内容 個数（個） 単価（円） 

1 繰越在庫 10 100 

4 購入 40 120 

5 払出し 30  

7 購入 30 140 

10 購入 10 110 

30 払出し 30  

 

ア 3,300  イ 3,400  ウ 3,600  エ 3,900 

 

問題 05-46 AD200263                                □□□□ 

 キャッシュフロー計算書において、財務活動によるキャッシュフローに該当するものはどれか。 

 

ア 株式の発行による収入  イ 商品の仕入による支出 

ウ 損害賠償金の支払による支出  エ 有形固定資産の売却による収入 

 

問題 05-47 AD210166                                □□□□ 

移動平均法による材料の払出単価の計算方法はどれか。 

 

ア 購入した各材料単価の平均を払出単価とする。 

イ 購入する都度、材料ごとの購入価格を記録し、最も早く購入した材料の購入単価を期中の払出単価

とする。 

ウ 購入する都度、そのときの残高とその材料の購入金額を加算し、それを残量と購入量の合計数量で

割り、払出単価とする。 

エ その期の最後に購入した材料の単価を期中の払出単価とする。 
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問題 05-48 IP210210                                □□□□ 

キャッシュフローの増加要因となるものはどれか。 

 

ア 受取手形や売掛金などの売上債権の増加 

イ 器具や備品などの投資金額の増加 

ウ 製品在庫などの棚卸資産の増加 

エ 短期や長期の借入金の増加 

 

問題 05-49 AD130167                                □□□□ 

 販売価格が 14 万円の製品を製造する案として表のとおりの A 案と B 案がある。月あたりの販売数量

が 600個の場合、A案と B案の評価として、適切な記述はどれか 

案 月当たり固定費 変動費単価 

A 1,500万円 9万円/個 

B 2,500万円 7万円/個 

 

ア A案の方が利益が多い   イ B案の方が利益が多い 

ウ A案と B案の利益は等しい  エ A案、B案ともに利益が出ない 

 

 

問題 05-50 IP210213                                □□□□ 

 損益計算資料から求められる損益分岐点となる売上高は何百万円か。 

[損益計算資料] 単位 百万円 

売上高 400 

 材料費（変動費） 140 

 外注費（変動費） 100 

 製造固定費 100 

粗利益  60 

販売固定費  20 

営業利益  40 

 

ア 160   イ 250   ウ 300   エ 360 

 

問題 05-51 IP210116                                □□□□ 

損益計算書を説明したものはどれか。 

 

ア 一会計期間における経営成績を表示したもの 

イ 一会計期間における現金収支の状況を表示したもの 

ウ 企業の一定時点における財務状態を表示したもの 

エ 純資産の部の変動額を計算し表示したもの 
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問題 05-52 IP210114                                □□□□ 

売価が 20万円の新商品を売り出して、8,000万円を売り上げた。固定費は 4,000万円であり、利益は

2,000万円のマイナスであった。利益をマイナスにしないためには、あと何個以上売る必要があるか。 

 

ア 100   イ 200   ウ 400   エ 800 

 

問題 05-53 IP210218                                □□□□ 

企業会計を財務会計と管理会計に分類したとき、管理会計の特徴を表したものはどれか。 

 

ア 一会計期間ごとに決算を行い、貸借対照表や損益計算書などの財務諸表の作成が強制される 

イ 企業の経営者が、株主や債権者などの企業外部の利害関係者に対して会計報告を行う 

ウ 財務諸表規則や企業会計原則、各種会計基準などの会計法規に準拠した会計処理を行う必要がある 

エ 部門、製品、地域別などの予算統制、利益管理、業務評価など、経営判断のための内部報告書を作

成する 

 

問題 05-54 AD180166                                □□□□ 

 販売価格が 12 万円の製品を製造するのに、表のような案 A と案 B がある。販売数量によって、どち

らの案が有利かが決まる。案 Aと案 Bにおいて、有利さが逆転する月間販売数量は何個か 

 

 月当たり固定費 変動費単価 

案 A 1,000万円 7万円/個 

案 B 2,000万円 5万円/個 

 

ア 400   イ 500   ウ 600   エ 700 

 

問題 05-55 IP220105                                □□□□ 

次の損益計算書から求められる営業利益は何百万円か。 

 

単位 百万円 

売上高 7,500 

売上原価 6,000 

販売費及び一般管理費 1,000 

営業外収益 160 

営業外費用 110 

特別利益 20 

特別損失 10 

法人税等 260 

 

ア 300  イ 500  ウ 550  エ 1,500 
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問題 05-56 IP220106                                □□□□ 

企業の売上高、固定費及び変動費が分かっているとき、損益分岐点比率、損益分岐点売上高及び

変動比率は、それぞれ次の式で求めることができる。これらの式から言える適切な記述はどれか。 

 

  損益分岐点比率 = 損益分岐点売上高 ÷ 売上高 

  損益分岐点売上高 = 固定費 ÷ (1 － 変動費率) 

  変動費率 = 変動費 ÷ 売上高  

 

ア 売上に占める固定費が大きいほど、損益分岐点比率は低くなり、利益が増加する。 

イ 損益分岐点比率が高いほど、売上に対する利益は多くなる。 

ウ 損益分岐点比率が低いほど、売上に対する利益は多くなる。 

エ 変動費率が高くなれば、損益分岐比率は低くなり、利益も低下する。 

 

問題 05-57 IP220110                                □□□□ 

親会社が、子会社を含めた企業集団の決算日における資産と負債、純資産を対比して示すことに

よって、企業集団の財務状態を表す連結財務諸表はどれか。 

 

ア 連結株主資本等変動計算書  イ 連結キャッシュフロー計算書 

ウ 連結損益計算書   エ 連結貸借対照表 

 

問題 05-58 IP220119                                □□□□ 

企業の経営状況を外部に公開することを何というか。 

 

ア 株式公開   イ 企業格付け 

ウ コンプライアンス  エ ディスクロージャ 
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問題 06-01 AD180180                                □□□□ 

 図は、企業と労働者の雇用関係を表している。企業 Bと労働者 Cの関係はどれか 

 

企業A 企業B

労働者C

“契約”

“関係”雇用関係

 

 

ア “契約”が請負契約で、企業 Aが受託者、企業 Bが委託者であるとき、企業 Bと労働者 Cとの間には、

指揮命令関係が生じる 

イ “契約”が出向にかかわる契約で、企業 A が企業 B に労働者 C を出向させたとき、企業 B と労働者 C

との間には指揮命令関係が生じる 

ウ “契約”が労働者派遣契約で、企業 A が派遣元、企業 Bが派遣先であるとき、企業 Bと労働者 C の間

にも、雇用関係が生じる 

エ “契約”が労働者派遣契約で、企業 A が派遣元、企業 Bが派遣先であるとき、企業 Bに労働者 C が出

向しているといえる 

 

問題 06-02 AD120176                                □□□□ 

A社の営業部では、新たに部門システムを構築するために開発プロジェクトを組織し、ソフトハウ

スの B社と派遣契約を結び、派遣社員にプログラム開発要員として参加してもらうことになった。派

遣契約に関する記述のうち、適切なものはどれか 

 

ア A社には、派遣社員が作成したプログラムの瑕疵を修正するよう B社に要求する権利がある 

イ A社には、派遣社員の作業に関する指揮命令権がない 

ウ A社には、派遣社員の氏名及び作業日を B社に報告する義務がある 

エ 著作権に関する契約上の取り決めが特にない場合、派遣社員が作成したプログラムの著作権は A

社に帰属しない 

 

問題 06-03 AD190179                                □□□□ 

 A 社がシステム開発を行うに当たり、外部業者 B 社を利用する場合の契約に関する記述のうち、適切

なものはどれか 

 

ア 委任契約では B 社に成果物の完成責任がないので、A 社が B 社の従業員に対して直接指揮命令権を

行使する 

イ 請負契約によるシステム開発では、特に契約に定めのない限り開発されたプログラムの著作権は B

社に帰属する 

ウ 請負契約、派遣契約によらず、いずれの場合のシステム開発でも、B 社にはシステムの完成責任が

ある 

エ 派遣契約では、開発されたプログラムに重大な欠陥が生じた場合、B 社に瑕疵（かし）担保責任が

ある 



 64 

問題 06-04 AD130180                                □□□□ 

労働者派遣事業法に基づく、派遣先企業と労働者との関係（図の太線部分）はどれか 

派遣元企業派遣元企業

労働者労働者

派遣先企業派遣先企業

 

ア 請負契約関係  イ 雇用関係  ウ 指揮命令関係  エ 労働者派遣契約関係 

 

問題 06-05 AD170178                                □□□□ 

 購入したソフトウェアの取扱いに関する記述のうち、著作権法上適切なものはどれか 

 

ア 営利を目的としなければ、学校その他の教育機関に限り、ソフトウェアの複製に法律上の制限事項

はない 

イ 自分のもっているコンピュータに合わせるなどの目的で、改良を加えることは、認められている 

ウ 特に使用契約に規定がない場合は、他人に売った後も複製したソフトウェアを使い続けることは認

められている 

エ 複製をとることは、一切認められていない 

 

問題 06-06 AD140279                                □□□□ 

ボリュームライセンス契約に関する記述のうち、適切なものはどれか 

 

ア 企業などソフトウェアの大量購入者向けに、マスタを提供して、インストールの許諾数をあらか

じめ取り決める契約 

イ 使用場所を限定した契約であり、特定の施設の中であれば台数や人数に制限なく使用が許される

契約 

ウ 標準の仕様許諾条件を求め、その範囲内で一定量のパッケージの包装を解いたときに、権利者と

購入者との間に使用許諾契約が成立したとみなす契約 

エ ユーザ側が使用を許諾する量的条件を示し、ソフトウェアメーカがそれを記載した契約 

 

問題 06-07 AD160277 AD150179                           □□□□ 

Web ページを作成する際、著作権者に確認せずに行った著作物利用のうち、著作権法に照らして、

適切なものはどれか 

 

ア カーテン生地のカタログに掲載された図柄が、著名デザイナ製作のもので、背景に最適だったの

で、スキャナで取り込んで、色を変更して活用した 

イ 車の販売台数を説明するために、通商白書の統計データをそのまま使って図表化し、Webページ

に記載した 

ウ 最新情報を提供するために、新聞の写真をスキャナで取り込んで活用した 

エ 雑誌のイラストを加工して、Webページ上の自社広告に活用した 
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問題 06-08 AD170179 AD200178                           □□□□ 

 派遣契約に基づいて就労している派遣社員に対する派遣先企業の対応のうち、適切なものはどれか。

ここで、特別な就業規則の契約は行っていないものとする 

 

ア 営業情報システムのメンテナンスを担当させている派遣社員から、直接に有給休暇の申請があり、

業務に差し障りがないと判断して、承認した 

イ グループウェアのメンテナンスを行うために、自社社員と同様に作業を直接指示した 

ウ 生産管理システムのデータ入力を指示したところ、入力ミスによって、欠陥製品ができたので、派

遣元企業に対して製造物責任を追及した 

エ 販売管理システムのデータ処理が定時に終了しなかったので、自社社員と同様の残業を行うよう指

示した 

 

問題 06-09 AD170177                                □□□□ 

 開発されたプログラムの著作権の帰属に関する規定が契約に定められていないとき、著作権の原始的

な帰属はどのようになるか 

 

ア 請負の場合は発注先に、派遣の場合は派遣先に帰属する 

イ 請負の場合は発注先に、派遣の場合は派遣された社員に帰属する 

ウ 請負の場合は発注元に、派遣の場合は派遣先に帰属する 

エ 請負の場合は発注元に、派遣の場合は派遣元に帰属する 

 

問題 06-10 AD180179 AD160177                           □□□□ 

インターネットを利用した Webページの知的財産権に関する記述のうち、適切なものはどれか 

 

ア Webページの情報は、利用者からの閲覧要求があった時点で初めてサーバからクライアントへ送

られる仕組みになっているので、著作権上の”送信”とはいえない 

イ 雑誌のグラビアをイメージスキャナで取り込み、Webページに掲載する行為は、社会通念上認め

られない行為であるが、現行法上は著作権法違反にはならない 

ウ 他人の著作物をあるテーマに基づいて収集している Webページから、ある特定のコンテンツを抜

き取って利用する場合、その Webページの製作者の許諾を得ていれば著作権法違反にはならない 

エ マルチメディアの素材集（画像データやイラストなど）をソフトウェア販売店で購入し、自社の

Web ページ作成時に利用しても、使用許諾書の範囲内で使用していれば、著作権法違反にはなら

ない 

 

問題 06-11 AD180278                                □□□□ 

 労働者の就労に関して、雇用関係とは別の指揮命令系統に従うことになるのはどれか 

 

ア 移籍出向   イ 請負 

ウ パートタイム  エ 派遣 
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問題 06-12 AD190278                                □□□□ 

 不正競争防止法で保護されるものはどれか。 

 

ア 特許権を取得した発明 

イ 頒布されている独自のシステム開発手順書 

ウ 秘密として管理している事業活動用の非公開の顧客名簿 

エ 秘密としての管理を行っていない、自社システムを開発するために重要な設計書 

 

問題 06-13 AD150278                                □□□□ 

A 社で雇用しているオペレータの Q 氏を、B 社に派遣することになった。労働派遣法上、適切なも

のはどれか 

 

ア A社は、Q氏が退職して B社に雇用されることを禁止できる 

イ B社は、Q氏を指名して派遣を要請できる 

ウ Q氏の派遣契約期間は、最長 4年間である 

エ Q氏は、B社の定められた指揮命令者の下で労働に従事する 

 

問題 06-14 AD190277                                □□□□ 

 A 社は顧客管理システムの開発を、情報システム子会社である B 社に委託し、B 社は要件定義を行っ

た上で、設計・プログラミング・テストまでを協力会社である C 社に委託した。C 社では優秀な D 社員

にその作業を担当させた。このとき、開発したプログラムの著作権はどこに帰属するか。ここで、関係

者の間には、著作権の帰属に関する特段の取決めはないものとする。 

 

ア A社  イ B社  ウ C社  エ D社員 

 

問題 06-15 AD170279                               □□□□ 

 請負契約の下で、自己の雇用する労働者を契約先の事務所などで働かせる場合の記述のうち、適切な

ものはどれか 

 

ア 雇用主が自らの指揮命令の下に当該労働者を業務に従事させる 

イ 当該労働者の勤務時間、出退勤時刻などの労働時間は、契約先が指示する 

ウ 当該労働者は、契約先で働く期間は本来の雇用主だけでなく、契約先との間に雇用関係が生じる 

エ 当該労働者は、契約先の指揮命令を受けて仕事を行う 

 

問題 06-16 AD150276                                □□□□ 

著作権法による保護の対象となるものはどれか 

 

ア ソースプログラムそのもの  イ データ通信のプロトコル 

ウ プログラムに組み込まれたアイデア エ プログラムのアルゴリズム 
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問題 06-17 AD190177                                □□□□ 

 コンピュータプログラムなどの著作物に関する記述のうち、適切なものはどれか 

 

ア 共同開発によるプログラムの著作権は、開発費用を負担した割合にしたがって権利が帰属する 

イ 著作権は、プログラムには認められるが、データベースについては認められていない 

ウ 著作権法では、プログラム及びプログラムを作成するためのノウハウを保護の対象としている 

エ 著作物を作成するために用いるプログラム言語や規約は、著作権法による保護の対象外である 

 

問題 06-18 AD150275                                □□□□ 

著作権法に違反しない行為はどれか 

 

ア ある自社製品のパンフレットで使用しているスポーツ選手の写真を、撮影者に無断で、ほかの自

社製品のパンフレットに使用する 

イ 経済白書の統計データをそのまま引用して図表化し、Webページに記載する 

ウ 新聞の写真をスキャナで取り込んで、提案書に記載する 

エ ユーザ団体の研究会のように限られた対象者に対し、雑誌の記事をコピーして配布する 

 

問題 06-19 AD190279                                □□□□ 

 労働者派遣法に基づいた労働者の派遣において、労働者派遣契約関係が存在するのはどの当事者の間

か。 

 

ア 派遣先事業主と派遣労働者   イ 派遣先責任者と派遣労働者 

ウ 派遣元事業主と派遣先事業主   エ 派遣元事業主と派遣労働者 

 

問題 06-20 AD200177                                □□□□ 

 プログラムの著作物について、著作権法上適法である行為はどれか。 

 

ア 海賊版を複製したプログラムと事前に知りながら、業務で使用した。 

イ 業務処理用に購入したプログラムを複製し、社内教育用として各部門に配布した。 

ウ 職務著作のプログラムを、作成した担当者が独断で複製し協力会社に貸与した。 

エ 処理速度を向上するなど、効果的利用のためにプログラムの改変を行った。 

 

問題 06-21 AD170277                                □□□□ 

 A社は、B社と著作物の権利に関する特段の取り決めをせず、A社の要求仕様に基づいて、販売管理シ

ステムのプログラム作成を B社に依頼した。この場合のプログラム著作権の原始的帰属は、どのように

なるか 

 

ア A社、B社で共有する   イ A社と B社が話し合って決定する 

ウ A社に帰属する   エ B社に帰属する 
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問題 06-22 AD170278 AD160178                           □□□□ 

著作権に関する記述のうち、適切なものはどれか 

 

ア 管轄官庁に登録しないと権利が発生しない 

イ 管轄官庁は特許庁である 

ウ 権利の存続期間は 20年である 

エ 著作物を創作した時点で権利が発生する 

 

問題 06-23 AD150277                                □□□□ 

日本において、産業財産権（工業所有権）と総称される四つの権利はどれか 

 

ア 意匠権、実用新案権、商標権、特許権 

イ 意匠権、実用新案権、著作権、特許権 

ウ 意匠権、商標権、著作権、特許権 

エ 実用新案権、商標権、著作権、特許権 

 

問題 06-24 AD200277                                □□□□ 

 著作権法による保護の対象となるものはどれか。 

 

ア ソースプログラムそのもの 

イ データ通信のプロトコル 

ウ プログラムに組み込まれたアイディア 

エ プログラムのアルゴリズム 

 

問題 06-25 AD130277                                □□□□ 

 ソフトウェアの著作権に関する記述のうち、適切なものはどれか 

 

ア 共同開発したソフトウェアの著作権は、契約の有無にかかわらず、開発者間で均等に分割保有しな

ければならない 

イ 従業員が職務上開発したソフトウェアの著作権は、契約などで特に定めない限り、その従業員の所

属する会社にある 

ウ ソフトウェアハウスに開発を委託したソフトウェアの著作権は、契約の有無にかかわらず、常にソ

フトウェアハウスにある 

エ 著作権登録申請によって、著作人格権を含めて著作権を譲渡できる 

 

問題 06-26 AD160278                                □□□□ 

 個人の著作物の保護期間が終了するのは、著作者の死後何年経過したときか 

 

ア 25年    イ 50年    ウ 75年    エ 100年 
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問題 06-27 AD200279                                □□□□ 

 労働者派遣における派遣元の責任はどれか。 

 

ア 派遣先での時間外労働に関する法令上の届出 

イ 派遣労働者に指示する業務遂行状況の管理 

ウ 派遣労働者の業務遂行に必要となる物資の調達 

エ 派遣労働者への休日、休憩時間の適切な付与 

 

問題 06-28 IP210109                                □□□□ 

不正競争防止法の営業秘密に該当するものはどれか。 

 

ア インターネットで公開されている技術情報を印刷し、部外秘と表示してファイリングした資料 

イ 限定された社員の管理下にあり、施錠した書庫に保管している、自社に関する不正取引の記録 

ウ 社外秘としての管理の有無にかかわらず、秘密保持義務を含んだ就業規則に従って勤務する社員が

取り扱う書類 

エ 秘密保持契約を締結した下請け業者に対し、部外秘と表示して開示したシステム設計書 

 

問題 06-29 AD180178                                □□□□ 

 ソフトウェアに対する著作権法による保護範囲に関する記述のうち、適切なものはどれか 

 

ア アプリケーションプログラムは著作権法によって保護されるが、OSなどの基本プログラムは権利の

対価が料金に含まれるので、保護されない 

イ アルゴリズムやプログラム言語は、著作権法によって保護される 

ウ アルゴリズムを記述した文書は著作権法で保護されるが、プログラムは保護されない 

エ ソースプログラムとオブジェクトプログラムの両方とも著作権法によって保護される 

 

問題 06-30 AD200278                                □□□□ 

 不正競争防止法における営業秘密に該当するものはどれか。 

 

ア 会社役員の個人的なスキャンダル情報 

イ “厳秘”の表示をして、広く社内に回覧されている開発中の技術情報 

ウ “社外秘”の表示をして、施錠したロッカーに保管され、公然とは知られていない生産方式に関する

情報 

エ 当該企業の商品を効果的に販売するための方法が記述された市販書籍 

 

問題 06-31 IP210115                                □□□□ 

知的財産権のうち、権利の発生のために申請や登録の手続きを必要としないものはどれか。 

 

ア 意匠権  イ 実用新案権  ウ 著作権  エ 特許権 
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問題 06-32 SD130250 AD190178                           □□□□ 

不正競争防止法が保護する対象はどれか 

 

ア 事業活動に有用な技術又は営業上の秘密として管理されている情報 

イ 自然法則を利用した技術的思想の創作のうち高度なもの 

ウ 著作物を翻訳、翻案して創作された二次的著作物 

エ 法人の発意に基づいて作成されたプログラムの著作物 

 

問題 06-33 AD160179                                □□□□ 

不正競争防止法に照らして違法行為となるものはどれか 

 

ア 4年前に販売された他社製品を模倣した商品を販売する 

イ 市場において広く知られている他社の商品表示と類似の商品表示を用いた新商品を販売する 

ウ 新聞などに発表された生地を無断で自社商品の宣伝に利用する 

エ マンガのキャラクタを無断で私用の Tシャツにコピーする 

 

問題 06-34 AD210177                                □□□□ 

特許権を説明したものはどれか。 

 

ア 産業上利用することができる新規の発明を独占的・排他的に利用できる権利であり、所轄の官庁へ

の出願及び審査に基づいて付与される権利 

イ 事業者が自己の商品を他人の商品と識別するために商品について使用する標識を、独占的・排他的

に使用できる権利 

ウ 新規の美術・工芸・工業製品などで、その形・色・模様・配置などについて加える装飾上の工夫を、

独占的・排他的に使用できる権利 

エ 文芸、学術、美術又は音楽の範囲に属する著作物を、その著作者が独占的・排他的に支配して利益

を受ける権利 

 

問題 06-35 AD130280 AD210179                           □□□□ 

法人で PC100台分のソフトウェア Xのライセンスを購入し、ライセンス分のインストールを実施した。

使用許諾契約を遵守しているものはどれか。 

 

ア PC10台を他部署へ移動させたが、ディスク内のソフトウェア Xは消去せず、移動先でそのまま使用

した。 

イ 新規に PC10 台を購入し、ソフトウェア X をインストールしたが、ライセンスの追加購入はしなか

った。 

ウ ソフトウェア Xが販売停止となったので、ライセンス使用状況の管理を中止し、自由にインストー

ルできるようにした。 

エ ソフトウェア X をインストールした PC の台数ではなく、同時に利用している台数が、購入したラ

イセンス数を超えないようにした。 
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問題 06-36 AD160280                                □□□□ 

 ソフトウェアパッケージのライセンス契約形態のうち、サイトライセンスの説明として、適切なもの

はどれか 

 

ア 特定の企業や団体などにある複数のコンピュータでの使用を一括して認める 

イ 特定のコンピュータ又は一定数のコンピュータでの使用を認める 

ウ 特定のサーバにインストールし、そのクライアントでの使用を認める 

エ 特定のユーザ又は一定数のユーザに使用を認める 

 

問題 06-37 AD180277                                □□□□ 

 会社で PC 又はコンピュータ 1 台分のライセンスとして購入したソフトウェアパッケージの使用方法

に関する記述のうち、適切なものはどれか 

 

ア 購入した PC用プログラムは、法人の所有となるので、社内であればほかの PCに自由に複写して使

用してもよい 

イ 購入したプログラムを LANのサーバにインストールして、複数の端末で使用してもよい 

ウ 購入したプログラムをバージョンアップした場合、不要となった旧バージョンのプログラムは、社

外で使用してもよい 

エ コンピュータを A社製から B社製に変更した場合、変更に必要な範囲であれば、著作権者の許諾な

しにプログラムを改変して使用してもよい 

 

問題 06-38 AD140278 AD210178                           □□□□ 

 フリーソフトウェアに関する記述として、適切なものはどれか 

 

ア 金銭的な諸権利と著作権を放棄したソフトウェア 

イ 定められた無料試用期間の後、継続して利用する場合は、所定の金額を開発者に支払う方式のソフ

トウェア 

ウ 複数のコンピュータにインストールすることを許可した市販のソフトウェア 

エ ライセンスに従って、内容の変更、コピー及び配布が自由にできる無償のソフトウェア 

 

問題 06-39 AD170276                                □□□□ 

 プログラムの著作権に関する記述のうち、著作権法に抵触するおそれのある行為はどれか 

 

ア 会社が、業務として従業員に作成させたプログラムを、就業規則に特段の定めがないので作成者に

無断でコピーし、他社に販売した 

イ 購入プログラムを自社のコンピュータで効果的に活用するために、著作者に無断で、一部を改変し

た 

ウ 購入プログラムを自社のバックアップ用に、著作者に無断でコピーし、保管した 

エ 使用許諾を受けている購入プログラムを、著作者に無断でコピーし、子会社に使用させた 
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問題 06-40 IP210151                                □□□□ 

ソフトウェア開発を請負契約で外部委託するときに、発注側が行わなければならないことはどれか。 

 

ア 契約前の作業着手の指示 

イ 作業者名簿の提出の要求 

ウ 作業場所や使用するコンピュータの手配 

エ 成果物一覧や納期の提示 

 

問題 06-41 AD200179                                □□□□ 

 ボリュームライセンス契約を説明したものはどれか。 

 

ア 企業などソフトウェアの大量購入者向けに、マスタを提供して、インストールできる許諾数をあら

かじめ取り決める契約 

イ 使用場所を限定した契約であり、特定の施設の中であれば台数や人数に制限なく使用が許される契

約 

ウ ソフトウェアをインターネットからダウンロードしたとき画面に表示される契約内容に同意する

と指定することで、使用が許される契約 

エ 標準の仕様許諾条件を定め、その範囲で一定量のパッケージの包装を解いたときに、権利者と購入

者との間に使用許諾契約が自動的に成立したとみなす契約 

 

問題 06-42 AD160180                                □□□□ 

ソフトウェアパッケージに関する記述のうち、適切なものはどれか 

 

ア 購入時の契約には、開発委託契約と異なり、瑕疵担保責任の取り決めは含まれない 

イ 購入者は購入後の改変、複製を自由に実施できる 

ウ 使用許諾契約の場合、使用者は著作権を取得できない 

エ 販売する場合は、著作物として©マークと著作権者名を表示しなければならない 

 

問題 06-43 AD180143                                □□□□ 

 複数の PC にワープロ、表計算などのソフトウェアを導入するときに、システムアドミニストレータ

が考慮すべき点として、適切なものはどれか 

 

ア PC間のデータ互換性や、ライセンスコストを考慮して導入するソフトウェアの標準化を図る 

イ オンラインヘルプの機能があるソフトウェアについては、ベンダのサポート体制を考慮しなくても

良い 

ウ ソフトウェアは使用者の好みがあるので、使用者に自由に選定させる 

エ 無償ソフトウェアであれば、使用者が任意に導入しても良い 
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問題 06-44 IP210221                                □□□□ 

新製品の開発に当たって生み出される様々な成果のうち、著作権法による保護の対象となるもの

はどれか。 

 

ア 機能を実現するために考え出された独創的な発明 

イ 機能を実現するために必要なソフトウェアとして作成されたプログラム 

ウ 新製品の形状、模様、色彩など、斬新な発想で創作されたデザイン 

エ 新製品発表に向けて考え出された新製品のトレードマーク 

 

問題 06-45 IP210223                                □□□□  

労働基準法において、時間外および休日の労働を認めるために既定されていることはどれか。 

 

ア 会社の就業規則が作成されていること 

イ 本人の労働意思が個別に確認されていること 

ウ 労使の協定を書面で締結し、行政官庁に届け出ること 

エ 割増賃金について、支給細目が決まっていること 

 

問題 06-46 IP210252                                □□□□ 

システム開発を外部に委託する場合に行う管理方法として、適切なものはどれか。 

 

ア 委託形態にかかわらず、開発作業の管理責任やリスクはすべて発注元が負うので、発注元が委

託先の従業員に直接指示を出す。 

イ 一括請負であっても、開発プロジェクトのほかの一部を発注元が分担している場合は、発注元

が委託先の従業員に直接指示を出す。 

ウ 一括請負の場合は、成果物を納入するまでの過程については、すべて委託先の責任とリスクで

作業を実施するので、発注元が委託先の従業員に直接指示は出さない。 

エ 人材派遣を受け入れた場合は、派遣者が担当する開発作業のリスクは、派遣元の会社が負うの

で、発注元が派遣者に直接指示は出さない。 

 

問題 06-47 IP220107                                □□□□ 

コンピュータを活用した新しいビジネスモデルを構築した。このビジネスモデルを保護する法律

はどれか。 

 

ア 意匠法 イ 商標法 ウ 著作権法  エ 特許法 
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問題 06-48 IP220125                                □□□□ 

著作者の了解を得ないで次の行為を行った場合、著作権法に照らして適法な行為はどれか。 

 

ア 購入した CDの楽曲を自分の PCにコピーし、PCで毎日聴いている。 

イ 購入した CDの楽曲を自分のホームページからダウンロードできるようにしている。 

ウ 自社製品に関する記事が掲載された雑誌のコピーを顧客に配布している。 

エ 録画したテレビドラマを動画共有サイトにアップロードしている。 
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問題 07-01 AD130156                                □□□□ 

ISO9000シリーズの認定に関する記述のうち、適切なものはどれか 

 

ア 1回認定を取得すると、資格は半永久的に有効である 

イ 製造業を対象にした規格である 

ウ 認定をする審査登録機関は、1国につき 1機関である 

エ 保証するのは、製品の品質ではなく供給者の品質システムである 

 

問題 07-02 AD140179                                □□□□ 

不正アクセス禁止法で規定している、アクセス管理者のとるべき行為に該当するものはどれか 

 

ア コンピュータ室の入退室を厳重に管理する 

イ 使用するソフトウェアの管理台帳を厳密に管理する 

ウ パスワードを厳重に管理する 

エ 日々のデータバックアップ作業を厳重に管理する 

 

問題 07-03 AD170155 AD200155                           □□□□ 

 ISO 9001:2000の認定に関する記述のうち、適切なものはどれか 

 

ア 1回認定されると、資格は半永久的に有効である 

イ サービス産業を含まず、製造業を対象に認定する 

ウ 認定をする審査登録機関は、1国につき 1機関である 

エ “品質マネジメントシステムの国際規格要求事項を満たす組織”を認定する 

 

問題 07-04 AD150159                                □□□□ 

 ISO 14001を ISO 9001と比較した場合の記述のうち、適切なものはどれか 

 

ア ISO 9001が顧客との契約の履行にこたえるものであるのに対して、ISO 14001は環境保全に対する

社会の要求にこたえるものである 

イ ISO 9001に、環境マネジメントの要素の規定を追加したものが ISO 14001 である 

ウ ISO 9001を認証取得していれば、ISO 14001の審査は免除される 

エ ISO 14001には、ISO 9001のような第三者認証機関についての規定がない 

 

問題 07-05 AD150258                                □□□□ 

ネットワークの利用に際して、権限外利用などの行為によって発生する被害に関する対策を取りま

とめたものはどれか 

 

ア OECD情報セキュリティガイドライン    イ コンピュータウィルス対策基準 

ウ コンピュータ不正アクセス対策基準   エ ソフトウェア管理ガイドライン 
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問題 07-06 AD160157                                □□□□ 

ISO 9000シリーズの主たる目的はどれか 

 

ア 顧客満足度の向上を目指した品質マネジメントシステムの規格を提供する 

イ 最新の品質管理メソドロジーとツールを提供する 

ウ ソフトウェア開発工程とアクティビティを提供する 

エ プロジェクトが行うべき品質管理アクティビティを提供する 

 

問題 07-07 AD170255                                □□□□ 

 “JIS Q 9001:2000（ISO 9001:2000）品質マネジメントシステム－要求事項”に規定されている経営者

の責任はどれか 

 

ア 経営者は、品質マネジメントシステムの構築及び実施、改善に対するコミットメントの証拠を示さ

ねばならない 

イ 組織内の部門、階層ごとの品質目標は、経営者が設定しなければならない 

ウ 品質管理の責任は経営者にあるので、権限を委譲することなく、必要なプロセスの確立、実施及び

維持を確実にしなければならない 

エ 不具合又は不満足な状況に陥った場合、それが是正されるまで、経営者は後工程への進行を止めな

ければならない 

 

問題 07-08 AD140158                                □□□□ 

経済産業省「ソフトウェア管理ガイドライン」の要求事項のうち、適切なものはどれか 

 

ア ソフトウェア管理責任者が一括して、ソフトウェアのインストールを行うこと 

イ ソフトウェア使用許諾契約の内容については、そのソフトウェアユーザ全員に周知徹底すること 

ウ ソフトウェアの不正使用を防止する観点から、ソフトウェア管理責任者はフリーウェアの使用を

促進すること 

エ 法人が保有するコンピュータに個人所有のソフトウェアをインストールして業務で使用するこ

とは、資産管理上及び安全上の観点から禁止すること 

 

問題 07-09 AD170254                                □□□□ 

 個人情報保護に関するコンプライアンスプログラムを説明したものはどれか 

 

ア 個人情報保護に取り組むために、事業社内において体系的に統合されたマネジメントシステム 

イ 個人情報保護のために、暗号化や個人認証などを行うアクセス制御プログラム 

ウ 個人情報を処理するサービスが停止したときに、そのサービスを代替手段で継続し、停止したシス

テムを復旧するための計画 

エ 独立した立場の第三者が、個人情報に関係する情報システムを総合的に点検及び評価し、事業者の

長に助言・勧告すると共にフォローアップする一連の活動 
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問題 07-10 AD150280                                □□□□ 

電子計算機使用詐欺罪にあたる行為はどれか 

 

ア 業務に使用しているコンピュータに、虚偽の情報や不正な指令を与え、誤操作を起こさせる 

イ コンピュータに誤ったデータを入力して真実に遭わない電磁的記録を作り出し、不法な利益を得

る 

ウ 他人の IDとパスワードで、ネットワークを通じてコンピュータシステムに不正侵入する 

エ プログラムを操作して、文書性が認められた電磁的記録を不正に作成する 

 

問題 07-11 AD190255 AD210155                           □□□□ 

 JIS Q 9001（ISO9001）に基づく品質マネジメントシステムの運用に関する記述のうち、適切なもの

はどれか。 

 

ア 組織内に幾つかの活動があり、活動内容が部門によって異なっても、品質目標は統一して定めるこ

とが品質確保に効果的である。 

イ 品質マニュアルが現実に守られないケースが多く発生した場合でも、一定期間継続してそのマニュ

アルを使用する。 

ウ 品質マネジメントシステムは国際規格に準じて構築されるので、プロセスの実施状況にかかわらず

現状の品質マネジメントシステムの運用を継続すべきである。 

エ よく吟味されて作成された品質マネジメントシステムでも、運用段階で不都合があった場合は、正

規の手続きを経て変更する。 

 

問題 07-12 AD150259                                □□□□ 

JIS Q 9001 における有効な品質マネジメントシステムの構築に関する記述のうち、適切なものは

どれか 

 

ア 開発者に品質マネジメントシステムの明確化と、詳細な規則の制定を任せる 

イ 開発者の独創性や自主性よりも品質確保を優先する 

ウ 当該組織の規模、活動の種類などに応じ、適切な範囲と詳しさで文書化する 

エ 同業種の他社や他組織で成功した品質マネジメントシステムをそのまま活用することで効率よ

く構築する 

 

問題 07-13 AD180279 AD210180                           □□□□ 

 個人情報保護法の定める個人情報に該当しないものはどれか 

 

ア 営業担当者が保有している個人見込客リスト 

イ 顧客のアンケート結果を統計処理し、年齢別に集約したデータ 

ウ 索引付きのファイルを用いて、手作業で管理されている名刺 

エ 従業員の人事考課情報 
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問題 07-14 AD170280                                □□□□ 

 個人情報取扱事業者が、自社の提供サービスに関して、住所や氏名を記入させるアンケート調査を実

施する場合、個人情報保護法に違反している行為はどれか 

 

ア アンケート実施時に特には言及せずに、回答者へ新製品発表会の招待状を郵送する 

イ アンケートの回答者には特別なプレゼントを用意するなど、回答率を高めるための施策を実施する 

ウ アンケート用紙に、質問表とその回答情報の利用方法を並記しておく 

エ ブラウザの画面でアンケート調査を行う場合も、紙で行う場合と同じ規定を適用する 

 

問題 07-15 AD190280                                □□□□ 

 個人情報保護法の目的はどれか。 

 

ア 個人情報の取扱いで起こる事件・事故を想定し、被害者から加害者に対する損害賠償請求のルール

を定め、弱者である被害者を保護する。 

イ 個人情報の取扱い範囲を厳しく制限することによって、個人の自由な活動や名誉を保証する。 

ウ 個人情報の売買や、それに準ずる行為の細部にわたる保護規則を定め、個人情報関連ビジネスの拡

大・発展を図る。 

エ 個人情報の不適切な取扱いによって、個人の権利利益が侵害されることを未然に防止する。 

 

問題 07-16 AD170256                                □□□□ 

 JIS Q9001:2000（ISO 9001:2000）に基づく品質マネジメントの活動はどれか 

 

ア 潜在的な問題点に対する予防措置は現場レベルで行うものであり、マネジメントレベルには報告し

ていない 

イ 第三者による監査が定期的に行われるので、社内での監査は行っていない 

ウ 品質に関する記録は、関係者間での情報共有化のためにサーバに保管している 

エ プロジェクトが自社社員と協力会社社員から構成されているが、品質方針は自社社員にだけ伝えて

いる 

 

問題 07-17 AD180156                                □□□□ 

 JIS Q 9001（ISO 9001）で内部監査について規定していることはどれか 

 

ア 内部監査は、社内のシステム監査部門又はシステム監査技術者が行う 

イ 内部監査では、品質マネジメントシステムが定められたとおり正しく機能しているかどうかを、予

告することなく不定期に確認する 

ウ 内部監査では、品質マネジメントシステムの効果的な実施と維持、個別製品の実現計画や規格要求

事項への適合を確認する 

エ 内部監査を実施する前提条件として、ISO 9001に基づく品質マネジメントシステムの審査登録が必

要である 
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問題 07-18 AD150158                                □□□□ 

 個人情報の取扱いについて、適切な保護体制を整備している事業者であることを、JIS に準拠して認

定する制度はどれか 

 

ア プライバシーガイドライン制度  イ プライバシーシール制度 

ウ プライバシーマーク制度   エ プライバシーライセンス制度 

 

問題 07-19 AD190154                                □□□□ 

 経済産業省”個人情報の保護に関する法律についての経済産業分野を対象とするガイドライン”の物理

的安全管理措置に該当するものはどれか 

 

ア 個人データの安全管理に関わる従業者の役割及び責任についての教育・訓練を実施する 

イ 個人データの漏えいなどの事故が発生した場合の、代表者などへの報告連絡体制を整備する 

ウ 個人データを取り扱う情報システムへのアクセスの成功と失敗の記録を取得する 

エ 個人データを取り扱う情報システムを、ICカードによる入退室管理を実施している室内に設置する 

 

問題 07-20 AD180254 AD20255                           □□□□ 

 個人情報の取扱いについて、財団法人日本情報処理開発協会が運営し、適切な保護措置を講ずる体制

を整備し運用している事業者を認定する制度はどれか 

 

ア Online Shopping Trustマーク制度 

イ TRUSTeプログラム 

ウ プライバシーシールプログラム 

エ プライバシーマーク制度 

 

問題 07-21 AD190155                                □□□□ 

 “JIS Q 9000:2000（ISO 9000:2000）品質マネジメントシステム-基本及び用語”における第三者監査に

該当するものはどれか 

 

ア 親会社が子会社の品質マネジメントシステムを監査する 

イ 顧客が取引相手の会社の品質マネジメントシステムを監査する 

ウ 自社の品質マネジメントシステムを内部目的のために監査する 

エ 監査機関が依頼を受けた会社の品質マネジメントシステムを監査する 

 

問題 07-22 AD180280                                □□□□ 

 刑法の電磁的記録不正作出罪でいう電磁的記録に含まれないものはどれか 

 

ア ICメモリ   イ テレホンカード 

ウ バーコード   エ 光ディスク 
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問題 07-23 IP210102                                □□□□ 

個人情報保護法において、”個人情報”の対象となるものはどれか。 

 

ア 企業の名称、電話番号、住所など、特定の企業が識別できる情報 

イ 記名方式で取得したアンケートから、回答だけを集計して作成した報告書 

ウ 氏名、生年月日、住所が記入された顧客台帳 

エ 年代別顧客の人数分布と売上金額が表示された表 

 

問題 07-24 AD210154                                □□□□ 

“コンピュータ不正アクセス対策基準”に適合しているものはどれか。 

 

ア 監視効率を向上させるためにすべてのネットワークを相互接続する。 

イ 業務上必要な場合は、利用者 IDを個人間で共有して使用できる。 

ウ システム管理者が、すべての権限をもつ利用者 IDを常に使用できる。 

エ 組織のセキュリティ方針を文書化し、定期的に研修を開催する。 

 

問題 07-25 AD200250                                □□□□ 

 “コンピュータ不正アクセス対策基準”に規定されている利用者 IDに関する記述のうち、適切なものは

どれか。 

 

ア 同一部署内の同じ権限が設定されている利用者は、同一の利用者 IDを使用する。 

イ 複数の利用者 IDをもつ利用者は、すべての利用者 IDに対して同じパスワードを設定し、一定期

間ごとに変更する。 

ウ 利用者 ID の登録抹消は、廃止の届出を受理後、誤って抹消することを防ぐため 1 週間経過後に

行う。 

エ 利用者 IDを設定する場合は、権限を必要最小限のものにし、その利用者 IDを登録する対象機器

も限定する。 

 

問題 07-26 AD200180                                □□□□ 

 e‐文書法を説明したものはどれか。 

 

ア Web サイトの掲示板に個人のプライバシを侵害する書込みがあった場合などの事例に対し、プロバ

イダや掲示板の運営者の責任範囲を定めたもの 

イ 各種法令によって保存が義務付けられている文書について、電子化された文書ファイルでの保存を

可能とするもの 

ウ 商取引に関する情報を標準的な書式で統一して、企業間で電子的に交換するために必要な規約をま

とめたもの 

エ 電子署名とその認証に関する規約を定め、電子署名が手書き署名や押印と同様に通用する法的基盤

を整備し、情報流通の促進を目的としたもの 
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問題 07-27 IP210124                                □□□□ 

不正アクセス禁止法において違法となる行為はどれか。 

 

ア インターネット通信販売の広告において、事業者氏名などの表示義務を怠った。 

イ 音楽用 CDを、無断で複製し販売した。 

ウ 個人情報を含む名簿を、無断で名簿業者などに販売した。 

エ 他人の IDを無断で使用して、インターネットオークションに出品や入札をした。 

 

問題 07-28 IP210211                                □□□□ 

インターネットなどのネットワークを介してコンピュータを利用する場合において、不正アクセス禁

止法で禁止されている行為はどれか。 

 

ア 他人の IDとパスワードを、本人の許可なく、その利用方法を知っている第三者に教えること 

イ 他人の PC操作を盗み見るなどして、他人の IDとパスワードを入手すること 

ウ 本人の了解を得ることなく、他人のメールアドレスを第三者に教えること 

エ 本人の了解を得ることなく、不正に他人のメールアドレスを入手すること 

 

問題 07-29 IP210101                                □□□□ 

コンプライアンス経営を説明したものはどれか。 

 

ア 株主に対して企業活動の正当性を保持するために、経営管理が適切に行われているかどうかを監視

し、点検する。 

イ 株主やそのほかの利害関係者に対して、経営活動の内容、実績に関する説明責任を負う。 

ウ 企業倫理に基づき、ルール、マニュアル、チェックシステムなどを整備し、法令や社会規範を遵守

した企業活動を行う。 

エ 投資家やアナリストに対して、投資判断に必要な正確な経営情報を適時に、かつ継続して提供する。 

 

問題 07-30 AD210163                                □□□□ 

企業経営における、コンプライアンス強化の目的はどれか。 

 

ア 企業存続の危機につながりかねない、経営者や従業員による不祥事の発生を抑制する。 

イ 競合他社に対する差別化の源泉となる経営資源を保有し、競争力を強化する。 

ウ 経営者の権力行使をけん制し、健全な経営を行うことができる仕組みを作る。 

エ 顧客、株主、従業員などの利害関係者の満足度を向上させ、企業の継続した発展を図る。 
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問題 07-31 IP220130                                □□□□ 

不正アクセス禁止法が禁じている行為はどれか。 

 

ア 公序良俗に反する画像などを、自分の日記と一緒にブログ上で公開すること 

イ 大量の電子メールを送信し、他人のメールサーバに障害を起こさせること 

ウ 他人の著作物を、出所などを明示せずに自分のホームページで利用すること 

エ パスワードを使って保護されているサーバに、ネットワーク経由で他人の ID とパスワード

を使ってログインすること 
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問題 08-01 AD150269 AD180168 AD190266                      □□□□ 

1,000万円の機器の見積もりを 4年リースで依頼したところ、リース料の総額は 1,152万円であっ

た。この機器を再リースで使用して、リース料の総額を 1,200万円とする場合、使用月数は何ヶ月か。

ここで、使用期間中は新たな費用は発生しないものとし、再リース時の月額リース料は、当初の月額

リース料の 1/12とする 

 

ア 54   イ 56   ウ 72   エ 76 

 

問題 08-02 AD150267                                □□□□ 

設計用の大判資料のコピーを外部の業者に依頼している。その費用は 1 枚 35 円である。専用の複

写機をリースで導入して社内でコピーする場合、月額リース料 14,000円に加えて 1枚あたり 20円で

すむことがわかった。複写機をリースしたほうが特になるのは、1ヶ月のコピー枚数が平均何枚をこ

えるときか。ここで人件費については考えない 

 

ア 254   イ 300   ウ 400   エ 933 

 

問題 08-03 AD190162                                □□□□ 

 マーケティングミックスを説明したものはどれか 

 

ア 顧客の購買心理プロセスであり、注意、関心、欲求、記憶、行動からなる 

イ 市場細分化の基準であり、人口属性、地理、心理、行動からなる 

ウ 市場のニーズを満たすための手段であり、製品、価格、流通、プロモーションからなる 

エ 製品の投入から撤退までを表すプロセスであり、導入、成長、成熟、衰退からなる 

 

問題 08-04 AD110160                                □□□□ 

 4年のリース期間が終了したパソコンの取扱いについて、適切な記述はどれか 

 

ア 引き続き低料金で再リースできるし、契約によっては購入することもできる 

イ 引き続き利用する場合は、同じリース料で使用できるが、1年ごとの契約となる 

ウ 引き続き利用する場合は、4年のリース契約をすることができるが、リース料は四分の一になる 

エ リース期間終了後は、所有権が移転され利用者のものとなる 

 

問題 08-05 AD170161                                □□□□ 

 コアコンピタンスの説明として、適切なものはどれか 

 

ア 経営活動における基本精神や行動指針 

イ 事業戦略の遂行によって達成すべき到達目標 

ウ 自社を取り巻く環境に関するビジネス上の機会と脅威 

エ 他社との差別化の源泉となる経営資源 
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問題 08-06 AD150245                                □□□□ 

次の条件でコンピュータを導入した場合の、経過年数（横軸）と月々の支払い費用（縦軸）の関係

を表すグラフとして、適切なものはどれか 

[条件] 

(1)コンピュータに関する費用 

当初の 5年間は、コンピュータの購入価格を基にリース料率から算出された金額を、固定の月額

で支払う 

6 年目以降は、コンピュータの購入価格の 1/10 の金額を基にリース料率から算出された金額を、

固定の月額で支払う 

(2)保守に関する費用 

導入当初から保守料を固定の月額で保守業者に支払う 

ア

０
1

支
払
費
用

経過年数

2 3 4 5 6

イ

０
1

支
払
費
用

経過年数

2 3 4 5 6

ウ

０
1

支
払
費
用

経過年数

2 3 4 5 6

エ

０
1

支
払
費
用

経過年数

2 3 4 5 6

 

 

問題 08-07 IP210105                                □□□□ 

情報技術を利用して顧客に関する情報を収集、分析し、長期的視点から顧客と良好な関係を築いて自

社の顧客として囲い込み、収益の拡大を図る手法はどれか。 

 

ア BSC   イ CRM   ウ ERP   エ PPM 

 

問題 08-08 AD180162 AD180226                           □□□□ 

 コアコンピタンス経営を説明したものはどれか 

 

ア 企業内に散在している知識を共有化し、全体の問題解決力を高める経営を行う 

イ 迅速な意思決定のために、組織の階層を出来るだけ尐なくした平型の組織構造によって経営を行う 

ウ 優れた業績を上げている企業との比較分析から、自社の経営革新を行う 

エ 他者にはまねのできない、企業独自のノウハウや技術などの強みを核とした経営 
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問題 08-09 AD180263                                □□□□ 

 SFAを説明したものはどれか 

 

ア 営業活動に ITを活用して営業の効率と品質を高め、売上・利益の増加を目指す方法である 

イ 企業全体の経営資源を有効に総合的に計画、管理し、経営の効率をよくするための手法・概念であ

る 

ウ 小売店の売上と利益を伸ばすことによって、卸売業・メーカが自社との取引拡大につなげるための

小売店の経営活動を支援するシステムである 

エ 消費者向けや企業間の商取引を、インターネットなどの電子的なネットワークを活用して行うこと

である 

 

問題 08-10 AD160274 AD140175                           □□□□ 

SFA（Sales Force Automation）の基本機能の一つである、コンタクト管理について説明している

ものはどれか 

 

ア 営業担当者からの問い合わせに対して迅速に回答することによって、営業効率を高める 

イ 顧客への対応を営業担当者が単独で行うのではなく、営業組織全体で行うことによって受注率を

向上させる 

ウ 顧客訪問日、営業結果などの履歴を管理し、見込客や既存客に対して効果的な営業活動を行う 

エ 個人レベルで蓄積している営業テクニックを洗い出して共有化し、営業部門全体のレベル向上を図

る 

 

問題 08-11 IP210112                                □□□□ 

サプライチェーンマネジメントの効果はどれか。 

 

ア 小売店舗などの商品の販売情報を即時に知ることができる。 

イ 知識や知見をデータベース化し、ビジネス上で効果的に活用できる。 

ウ 調達から製造、物流、販売までの一連のプロセスを改善し、納期、コストの最適化を図ることがで

きる。 

エ 電話、FAX、電子メールなど多様な手段による顧客からの各種問い合わせに対し、即時に対応する

ことができる。 

 

問題 08-12 AD190263                                □□□□ 

 CRMの目的はどれか。 

 

ア 顧客ロイヤルティの獲得と顧客生涯価値の最大化 

イ 在庫不足による販売機会損失の削減 

ウ 製造に必要な資材の発注量と発注時期の決定 

エ 販売時点での商品後との販売情報の把握 
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問題 08-13 AD170260                               □□□□ 

 ジェームズL.ヘスケットによるサービスプロフィットチェーンを示した図のa～dに入るもののうち、

c に該当するものはどれか 

職場の条件 a

b

従業員の
生産性向上

顧客サービス
の向上

c d 売上拡大
 

 

ア 顧客満足度の向上   イ 顧客ロイヤルティの向上 

ウ 従業員の定着率向上  エ 従業員満足度の向上 

 

問題 08-14 AD120263                                □□□□ 

 次の条件で定価 500万円のサーバを導入した。導入後 5年間のリース料と保守費用を合わせた総額は

何万円か。ここで、消費税は考慮しないものとする 

[条件] 

(1) サーバの見積価格は定価の 10％引きとする 

(2) 導入形態は 5年間のリース契約とし、毎月のリース料金は見積価格の 2％である 

(3) 保守費用は導入後 2年目から発生し、毎月の保守費用は定価の 1％である 

 

ア 756   イ 780   ウ 810   エ 840 

 

問題 08-15 AD190137                                □□□□ 

 システム運用をアウトソーシングする利点として、適切なものはどれか 

 

ア いつでも元のように自社の運用に戻すことができる 

イ 自社の情報システム部門を企画や開発などの業務に専念させることができる 

ウ 情報システムの問題点や把握が容易になる 

エ トラブルに対して自社で対応しやすくなる 

 

問題 08-16 IP210222                                □□□□ 

ECサイトに関連するマーケティング施策のうち、マーケティングミックスを構成する 4Pの Place

に関連するものはどれか。 

 

ア ECサイトでの販売に際し、ECサイト専用の商品を開発した。 

イ ECサイトへの来訪者を増加させるために、検索連動型広告を活用した。 

ウ 従来、代理店を通じて販売していた商品の ECサイトでの直販を開始した。 

エ 販売代理店の手数料が不要になったので、ECサイトで直販する商品の価格を下げた。 
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問題 08-17 AD160161                                □□□□ 

ある会社は四つの製品を販売している。その年のそれぞれの売上高、市場占有率、市場成長率を調

べた結果、表のようになった。これにあてはまるプロダクトポートフォリオマトリックス（PPM）は

どれか。ここで、円の大きさ（面積）は売上高を表す 

 

製品 A B C D 

売上高 （億円） 8 10 4 12 

市場占有率(％) 10 1 3 8 

市場成長率(％) 15 2 20 4 

 

ア

０
5 10

5

10

15

20

市
場
成
長
率

市場占有率

イ

０
5 10

5

10

15

20

市
場
成
長
率

市場占有率

ウ

０
5 10

5

10

15

20

市
場
成
長
率

市場占有率

エ

０
5 10

5

10

15

20

市
場
成
長
率

市場占有率  

 

問題 08-18 AD130264                                □□□□ 

部品や資材の調達から製品の生産、流通、販売までの、企業間を含めたモノの流れを適切に計画・

管理し、最適化して、リードタイムの短縮、在庫コストや流通コストの削減などを実現しようとする

考え方はどれか 

 

ア CRM  イ ERP  ウ MRP  エ SCM 

 

問題 08-19 IP210131                                □□□□ 

プロダクトライフサイクルに関する記述のうち、最も適切なものはどれか。 

 

ア 導入期では、キャッシュフローはプラスになる。 

イ 成長期では、製品の特性を改良し、他社との差別化を図る戦略をとる。 

ウ 成熟期では、他社からのマーケット参入が相次ぎ、競争が激しくなる。 

エ 衰退期では、成長性を高めるため広告宣伝費の増大が必要である。 
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問題 08-20 AD190163                                □□□□ 

 CRMを説明したものはどれか 

 

ア 卸売業者・メーカが、小売店の経営活動を支援してその売上と利益を伸ばすことによって、自社と

の取引拡大につなげる方法である。 

イ 企業全体の経営資源を有効かつ総合的に計画・管理し、経営の効率化を図るための手法である 

ウ 企業内のすべての顧客チャネルで情報を共有し、サービスのレベルを引き上げて顧客満足度を高め、

顧客ロイヤルティの最適化に結びつける考え方である 

エ 生産、在庫、購買、販売、物流などのすべての情報をリアルタイムに交換することによって、サプ

ライチェーン全体の効率を大幅に向上させる経営手法である 

 

問題 08-21 AD200260                                □□□□ 

 プロダクトポートフォリオマネジメント（PPM）マトリックスの a、bに入れる語句の適切な組み合わ

せはどれか。 

 

花形 問題児

金の
なる木

負け犬

高い b 低い

高
い

a

低
い

 

 a b 

ア 売上高利益率 市場成長率 

イ 売上高利益率 市場占有率 

ウ 市場成長率 売上高利益率 

エ 市場成長率 市場占有率 

 

問題 08-22 AD160162 AD140264                           □□□□ 

企業経営で用いられるベンチマーキングの説明として、適切なものはどれか 

 

ア 業務のプロセスを再設計し、情報技術を十分に活用して、企業の体質や構造を抜本的に変革する

ことである 

イ 経営目標設定の際のベストプラクティスを求めるために、最強の競合相手又は先進企業と比較し

て、製品、サービス及び実践方法を定性的・定量的に測定することである 

ウ 品質向上のために、あらゆる部門が一体となって品質管理を推進し、自社製品の品質向上度を検

討し、他社競合製品と比較することである 

エ 利益をもたらすことの出来る、他者より優越した自社独自のスキルや技術を選び出すことである 
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問題 08-23 AD190262                                □□□□ 

 図に示すマトリックス表を用いたポートフォリオ類型によって、事業計画や競争優位性の分析を行う

目的はどれか。 

強 弱

高

低

事業の強み（市場シェア）

事
業
の
魅
力
度
（
市
場
成
長
率
）  

ア 目標として設定したプロモーション効果を測定するために、自らの置かれた立場を客観的に評価す

る。 

イ 目標を設定し、資源配分の優先順位を設定するための基礎として、自らの置かれた立場を評価する。 

ウ 目標を設定し、製品の品質を高めることによって、市場での優位性を維持する方策を評価する。 

エ 目標を設定するために、季節変動要因や地域的広がりを加味することによって、市場の変化を客観

的に評価する。 

 

問題 08-24 AD180164                                □□□□ 

 取引先企業の年間購買推定金額と自社との年間取引実績金額をグラフ上にプロットした。今後の経営

方針に関する記述のうち、適切なものはどれか  

a b

c d

多い
年間取引実績金額

年
間
購
買
推
定
金
額

多い

 

 

ア 領域 aの取引先は、大口顧客となる可能性を秘めており、営業を強化する価値がある 

イ 領域 bの取引先は、固定客と見てよく、営業力の投入を最小限に抑えておく方がよい 

ウ 領域 cの取引先は、大口顧客となる可能性は低いが、固定客になる可能性を秘めており、営業を強

化する価値がある 

エ 領域 dの取引先は、一層の取引増加が見込まれ、営業を強化する価値がある 

 

問題 08-25 AD200262                                □□□□ 

 顧客や市場からの様々な情報を取り込み、その情報を多様な目的で迅速に活用することで顧客との密

接な関係を維持し、企業収益の拡大を図る経営手法はどれか。 

 

ア CRM  イ ERP  ウ MRP  エ SCM 
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問題 08-26 IP210119                                □□□□ 

コアコンピタンス経営を説明したものはどれか。 

 

ア 競合企業に対して優位に立つために、既に事業を確立している他社の経営資源を獲得する。 

イ 事業の組合せの最適化を図り、それぞれの事業を単独で運営する場合よりも大きな効果が得られる

ようにする。 

ウ 他社にまねのできない独自のノウハウや技術などに経営資源を集中し、競争優位を確立する。 

エ 他社のベストプラクティス（優れた事例）を参考にして、現状の業務プロセスを抜本的に改善・改

革する。 

 

問題 08-27 AD180262                                □□□□ 

 同業他社とのマーケティング力のポジショニング分析を行った結果を表にまとめた。評価は 1が最も

低く、5が最も高い。自社の位置づけは上から何位か 

 

 重み 自社 A社 B社 C社 

価格 5 3 4 3 2 

製品の品質 3 3 3 2 5 

ブランド力 3 4 2 5 1 

営業力 4 2 4 4 5 

 

ア 1  イ 2  ウ 3  エ 4 

 

問題 08-28 AD190161                                □□□□ 

 プロダクトポートフォリオマネジメント（PPM）における”花形”を説明したものはどれか 

 

ア 市場成長率、市場占有率ともに高い製品である。成長に伴う投資も必要とするので、資金創出効果

は大きいとは限らない 

イ 市場成長率、市場占有率ともに低い製品である。資金創出効果は小さく、資金流出量も尐ない 

ウ 市場成長率は高いが、市場占有率が低い製品である。長期的な将来性を見込むことはできるが、資

金創出効果の大きさは分からない 

エ 市場成長率は低いが、市場占有率は高い製品である。資金創出効果が大きく、企業の支柱となる資

金源である 

 

問題 08-29 IP210104                                □□□□ 

商品市場での過当な競争を避け、まだ顧客のニーズが満たされていない市場のすきま、すなわち小さ

な市場セグメントに焦点を合わせた事業展開で、競争優位を確保しようとする企業戦略はどれか。 

 

ア ニッチ戦略   イ プッシュ戦略 

ウ ブランド戦略  エ プル戦略 
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問題 08-30 AD170261 AD210162                           □□□□ 

 プロダクトライフサイクルにおける成熟期を説明したものはどれか 

 

ア 売上が急激に上昇する時期である。新規参入企業によって競争が激化してくる 

イ 売上と利益が急激に減尐する時期である。市場からの撤退が検討される段階である 

ウ 需要の伸びが鈍化してくる時期である。製品の品質改良、スタイル変更などによって、シェアの維

持、利益の確保が行われる 

エ 先進的な消費者に対し製品を販売する時期である。ブランドの認知度を高める戦略が採られる 

 

問題 08-31 AD100265                                □□□□ 

新製品のコンピュータを導入する際に検討するリース契約、レンタル契約、買取契約に関する記述

で、正しいものはどれか 

 

ア 買い取り契約では、減価償却期間を法定耐用年数よりも短くすることができる 

イ コンピュータのレンタル契約は、最低でも 3年以上で契約する必要がある 

ウ リース契約では、固定資産税を利用者が直接納税する 

エ リース契約とレンタル契約は、いずれも賃貸借契約である 

 

問題 08-32 AD150279                                □□□□ 

会社間の提携形態の一つである OEMに該当するものはどれか 

 

ア 技術提携  イ 資本提携  ウ 生産提携  エ 販売提携 

 

問題 08-33 AD140167                                □□□□ 

購入価格 100 万円のパソコン LAN 一式を、5 年リースで利用したい。リース料率を 2％としたとき

のリース料総額は何万円か。ここで、リース料率とは、購入価格に対する月額リース料の割合である 

 

ア 112   イ 114   ウ 120   エ 124 

 

問題 08-34 AD190261                                □□□□ 

 企業経営で用いられるベンチマーキングを説明したものはどれか。 

 

ア 企業全体の経営資源の配分を有効かつ総合的に計画して管理し、経営の効率向上を図ることである。 

イ 業務のプロセスを再設計し、情報技術を十分に活用して、企業の体質や構造を抜本的に変革するこ

とである。 

ウ 最強の競合相手又は先進企業と比較して、製品、サービス及びオペレーションなどを定性的・定量

的に把握することである。 

エ 利益をもたらすことのできる、他者より優越した自社独自のスキルや技術に経営資源を集中するこ

とである。 
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問題 08-35 AD170162 AD200162                           □□□□ 

 事業を図の a～dに分類した場合、cに該当するものはどれか 

a b

c d

小 大

高

低

市場占有率

市
場
成
長
率

 

 

ア 現在は大きな資金の流入をもたらしているが、同時に将来にわたって資金の投下も必要としている

事業 

イ 現在は資金の主たる供給者の機能を果たしているが、新たに資金を投下すべき事業ではない事業 

ウ 事業として成長させる資金投資は必要性が低く、将来的には撤退を考えざるを得ない事業 

エ 事業としての魅力はあるが、資金投下を必要としており、将来の資金供給者になる可能性のある事

業 

 

問題 08-36 AD200161                                □□□□ 

 導入期、成長期、成熟期、衰退期などの各段階に応じて、製品改良、新品種の追加や製品廃棄を計画

することを表すものはどれか。 

 

ア エクスペリエンスカーブ効果 

イ ビジネスコンティニュイティ計画 

ウ プロダクトポートフォリオマネジメント 

エ プロダクトライフサイクル戦略 

 

問題 08-37 IP210126                                □□□□ 

企業の経営戦略策定に使用される SWOT分析において、外部環境分析の観点はどれか。 

 

ア 機会・脅威   イ 資源・技術 

ウ 市場・顧客   エ 強み・弱み 

 

問題 08-38 IP210216                                □□□□ 

SWOT分析で把握できるものはどれか。 

 

ア 経営環境  イ 事業戦略  ウ 事業目標  エ 事業領域 
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問題 08-39 AD140265                                □□□□ 

 同種の商品を扱う同業他社を表に示す項目で比較検討することとし、分析表を作成した。評価は 5段

階で、5が最も高い。総合的に評価すると自社のポジションは第何位か 

 重み 自社 A社 B社 C社 

価格 5 4 2 4 5 

製品の品質 2 2 3 5 4 

ブランド力 3 3 4 1 3 

営業力 4 4 5 3 2 

販売コスト 1 5 2 2 3 

 

ア 1   イ 2   ウ 3   エ 4 

 

問題 08-40 AD150270                                □□□□ 

ほかの技法では答えが得られにくい、未来予測のような問題に多く用いられ、(1)～(3)の手順に従

って行われる予測技法はどれか 

 

(1) 予測対象にしたがって、複数の専門家を回答者として選定する 

(2) 質問に対する回答結果をフィードバックし、再度質問を行う 

(3) 回答結果を統計的に処理し、確率分布とともに回答結果を出す 

 

ア KJ法  イ クロスセクション法  ウ シナリオライティング法  エ デルファイ法 

 

問題 08-41 IP210208                                □□□□ 

ファブレスを説明したものはどれか。 

 

ア 相手先の商標やブランドで製品を製造し、供給すること 

イ 自社では工場をもたずに製品の企画を行い、ほかの企業に生産委託する企業形態のこと 

ウ 製品の企画から製造、販売までの機能を垂直統合した製造小売業のこと 

エ 製品の設計、試作、製造を一括して生産受託するサービスのこと 

 

問題 08-42 IP210215                                □□□□ 

CRMの導入効果として、最も適切なものはどれか。 

 

ア 売掛金に対する顧客の支払い状況を把握しやすくなる 

イ 顧客が発注してから納品するまでの時間を短縮しやすくなる 

ウ 顧客に対するアプローチ方法を営業部門全体で共有しやすくなる 

エ 顧客のニーズや欲求に対する理解が深まり長期的な関係を築きやすくなる 
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問題 08-43 AD130139  AD210136                           □□□□ 

情報システムのコストを削減するために、情報システムの開発や運用保守にかかわる全部またはほ

とんどの機能を外部の専門企業に委託する形態はどれか 

 

ア アウトソーシング    イ アライアンス   

ウ システムインテグレーション   エ 人材派遣 

 

問題 08-44 IP210227                                □□□□ 

製品やサービスの価値を機能とコストの関係で把握し、体系化された手順によって価値の向上を図

る手法はどれか。 

 

ア 重要成功要因  イ バリューエンジニアリング 

ウ バリューチェーン  エ 付加価値分析 

 

問題 08-45 IP210293-96                              □□□□ 

N 社の営業部では、今年度の販売戦略立案に向けて、前年度の商品売上実績を売上総利益率、商品

回転率及び売上構成比率の視点で分析することにした。ここで、商品回転率は、一定期間の売上高

を平均在庫高で割った値である。  

分析には表計算ソフトを用いることとし、前年度の売上に関する資料を基に図のようなワークシー

トを作成した。ここで、列 I、列 Jの計算式は、セル A2～H11の範囲を、列 B をキーとして降順に

整列した後に入力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 網掛けの部分は、表示していない。 

図 商品別販売分析ワークシート 

 A B C D E F G H I J 

1 商品名 
売上高 

（千円） 

売上 

原価 

（千円） 

売上 

総利益 

（千円） 

売上 

総利益率 

（%） 

平均 

在庫高 

（千円） 

商品 

回転率 

（回） 

売上 

構成比率 

（%） 

売上構成 

比率累計

（%） 

ランク 

2 商品あ 1,730   30.8 120 14.4 14.8   

3 商品い 410   23.4 50 8.2 3.5   

4 商品う 2,630   22.7 220 12.0 22.5   

5 商品え 3,360   30.7 364 9.2 28.8   

6 商品お 310   25.2 29 10.7 2.7   

7 商品か 210   21.0 30 7.0 1.8   

8 商品き 860   28.6 97 8.9 7.4   

9 商品く 610   28.2 40 15.3 5.2   

10 商品け 300   18.7 35 8.6 2.6   

11 商品こ 1,260   22.1 90 14.0 10.8   

12 合計 11,680         
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問 図のセル E2 に入力されている計算式として適切なものはどれか。ここで、計算式では百分率

の処理や端数処理を行わず、セルの表示形式でパーセント表示をしている。 

 

ア C2/B2   イ D2/B2 

ウ D12/B12*B2   エ D2/D12 

 

問 売上の分析に当たっては、売上総利益率と商品回転率がともに高い商品が、販売効率が良く利

益の上がる良い商品と判断される。そこで、販売効率を示す指標と売上高を視覚的に確認するため

に、各商品の売上高、売上総利益率及び商品回転率の関係を次の図のようなバブルチャートにして

表した。この図を分析した内容として、適切なものはどれか。 

5

17

6

8

7

9

10

11

13

12

14

15

16

5

17

6

8

7

9

10

11

13

12

14

15

16

商品こ

商品え

15.0 20.0 25.0 30.0 35.015.0 20.0 25.0 30.0 35.0

商品く

商品か

売り上げ総利益率 （%）

商
品
回
転
率

（回
）

 

ア “商品え”は、薄利多売で利益を上げている商品であり、利益を維持するためには品切れが起

こらないよう商品管理に注意する必要がある。 

イ “商品か”は、売上高は尐ないが最も販売効率が良いので、現状維持でよい。 

ウ “商品く”は、売上高は多くないが、余分な在庫が尐なく、利益が大きいので、売上を増やす

工夫をすれば効率よく利益の増加が図れる。 

エ “商品こ”は、販売数量は尐ないが価格の高い高級商品であり、幅広い顧客層を維持するため

には大切な商品である。 

 

問 N 社では、売上構成比率を基準に商品をランク分けし、ランクに応じた仕入、販売管理の重点

化を図っている。次の条件に従い、図の商品別販売分析ワークシートを用いて商品のランクを求め

るとき、セル J2に入力する計算式はどれか。 

 

〔条件〕  

(1) セル A2～H11の範囲を、列 Bをキーとして降順に整列する。  

(2) セル I2に、セル H2 の値を複写する計算式を入力する。  
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(3) セル I3に、計算式 I2+H3を入力し、セル I4～I11に複写する。  

(4) ランク分けの基準は、表のとおりである。 

ランク 売上構成比率累計による区分 

A 上位 70%以内に入る商品 

B ランク Aではないが上位 90％以内に入る商品 

C ランク A、ランク B以外の商品 

 

ア IF(I2≦0.7,'A',IF(I2≦0.9,'B','C')) 

イ IF(I2≦0.9,'C',IF(I2≦0.7,'A','B')) 

ウ IF(I2≧0.7,'A',IF(I2≧0.9,'B','C')) 

エ IF(I2≧0.9,'C',IF(I2≧0.7,'A','B')) 

 

問 今年度の販売戦略立案に当たり、売上構成比率を売上高上位の商品から順に累計した売上構成

比率累計が 70%以内で、商品回転率が 10回以下の商品を抽出し、商品回転率の改善を図る重点商品

としたい。対象となる商品は何品目あるか。 

 

ア 1  イ 2  ウ 3  エ 4 

 

問題 08-46 IP210110                                □□□□ 

プロダクトポートフォリオマネジメントでは、縦軸に市場成長率、横軸に市場占有率をとったマトリ

ックス図を四つの象限に区分し、製品の市場における位置付けを分析して資源配分を検討する。四つの

象限のうち、市場成長率は低いが市場占有率を高く保っている製品の位置付けはどれか。 

 

ア 金のなる木  イ 花形製品  ウ 負け犬  エ 問題児 

 

問題 08-47 IP210205                                □□□□ 

複数の企業がアライアンスによって連携して活動する際に、軽減が期待できるリスクとして、最も適

切なものはどれか。 

 

ア 事業投資リスク   イ 情報漏えいリスク 

ウ 人材流出リスク   エ 不正リスク 

 

問題 08-48 IP220101                                □□□□ 

他社が開発した先進的な技術と、高い研究開発能力をもった人材を、自社固有の経営資源として

取り込むことが可能な戦略はどれか。 

 

ア M&A     イ R&D 

ウ アライアンス   エ 技術提携 
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問題 08-49 IP220108                                □□□□ 

経営戦略が策定され、その戦略の一つに“営業部門の組織力強化”が掲げられた。この戦略を実

現するための情報システムとして、適切なものはどれか。 

 

ア MRPシステム  イ POSシステム 

ウ SCMシステム  エ SFAシステム 

 

問題 08-50 IP220109                                □□□□ 

“モノ”の流れに着目して企業の活動を購買、製造、出荷物流、販売などの主活動と、人事管理、

技術開発などの支援活動に分けることによって、企業が提供する製品やサービスの付加価値が事業

活動のどの部分で生み出されているかを分析する考え方はどれか。 

 

ア コアコンピタンス   イ バリューチェーン 

ウ プロダクトポートフォリオ  エ プロダクトライフサイクル 

 

問題 08-51 IP220117                                □□□□ 

TOBの説明として、適切なものはどれか。 

 

ア 買付け価格と期間を公表し、不特定多数の株主から株式を買い集めること 

イ 株式の所有を通じて、他企業を支配またはコントロールすること 

ウ 企業が自ら発行した株式を市場の時価で買い入れること 

エ 企業の経営陣が自社株の買取りを実施し、企業の所有権を取得すること 

 

問題 08-52 IP220120                                □□□□ 

消費財メーカにおける BSC(バランススコアカード)で、顧客の視点に関する業績評価指標として、

最も適切なものはどれか。 

 

ア 開発効率   イ キャッシュフロー 

ウ 市場占有率   エ 特許取得件数 

 

問題 08-53 IP220197-100                              □□□□ 

 事業戦略立案に関する次の記述を読んで、問に答えよ。 

 

 健康食品メーカの S社の企画部では、健康菓子事業の戦略立案を進めており、自社の状況を、SWOT

分析での強み、弱み、機会、脅威に分類して認識し、採るべき戦略を検討して二つの方針案を作成

した。 

 S社の状況と方針案の概要は、次のとおりである。 

 

〔S社の状況〕 
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(1) 営業拠点数が他社よりも尐ない。 

(2) 競合する T社の健康菓子事業の撤退が決まった。 

(3) 競合他社よりも高い商品企画力をもっている。 

(4) 健康志向の高まりで、健康食品への関心が高まっている。 

(5) 工場の老朽化が進んでいる。 

(6) 尐子化によって子供の人口が減尐している。 

(7) 食品の安全性に対する消費者の目が厳しくなっている。 

(8) 顧客の会員化によって顧客情報が集まり、富裕層の会員獲得にも成功している。 

 

[方針案の概要] 

方針 1：強みを更に伸ばすために、情報システムを強化する。 

方針 2：自社の事業の拡大を図るために、T社が撤退する事業を買収する。 

    ここ数年の健康菓子の市場シェアは、Q社 25%、R社 16%、S社 12%、T社 10％、その他 37%

である。 

 

問 〔S 社の状況〕を次の図のようなマトリックスで整理する。〔S 社の状況〕の(1)と(2)を a～d

に分類するとき、適切な組み合わせはどれか。 

 

 有利な面 不利な面 

内部環境 a b 

外部環境 c d 

 

 (1)を入れる場所 (2)を入れる場所 

ア b c 

イ b d 

ウ d c 

エ d d 

 

問 〔S社の状況〕の中で、強みに分類されるものとして、適切な組み合わせはどれか。 

 

ア (1)と(5) イ (2)と(4) ウ (3)と(8) エ (6)と(7) 

 

問 方針案 1に沿って、強みを更に伸ばすための方策に関する記述として、適切なものはどれか。 

 

ア 営業拠点数の影響を受けにくいインターネットによる通信販売システムを導入する。 

イ 顧客の購買データを分析して、会員にきめの細かいサービスを提供するために、CRM システム

を構築する。 

ウ 商品の生産工程における安全管理を徹底するために、生産管理システムの刷新を図る。 
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エ 成人向け健康菓子の企画に際して、各地域の人口分布に関する統計データを分析することを目

的として、POSシステムを導入する。 

 

問 方針案 2を進めた場合、〔S社の状況〕の(1)と(5)に対処することができ、T社が占めていた市

場シェアをほぼ確保できる見込みである。市場シェアに基づいて次の表のような戦略を採った場合、

買収後の S社の戦略に関する記述として、適切なものはどれか。 

 

市場シェア 採る戦略 

市場シェアが 1 位の企業 市場全体の規模拡大 

市場シェアが 2 位の企業 自社の強みで他社を攻撃 

市場シェアが 3 位以下だが、特定商品の市場シェア

は 1位の企業 

特定ニーズへの適応 

上記以外 模倣によるコストの節約 

 

ア Q社の人気商品に類似した健康菓子を商品化し、Q社よりも低価格で販売する。 

イ アレルギーに配慮した健康菓子の生産に特化して、高価格、高収益を目指す。 

ウ 広告などによって人々の健康志向を高め、健康菓子の需要そのものを増やす。 

エ 商品企画に関連する部門に資金を投入して、競争力の高い優れた商品を企画し、販売する。 
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問題 09-01 AD190220                                □□□□ 

 データマイニングの説明として、適切なものはどれか。 

 

ア 大量のデータを高速に検索するための並行的アクセス手法 

イ 大量のデータを統計的、数学的手法で分析し、法則や因果関係を見つけ出す技術 

ウ 販売実績や製造実績などの時系列データを大漁に蓄積するデータベースの保存手法 

エ ユーザの利用目的に合わせて、部門別のデータベースを作成する技術  

 

問題 09-02 AD160163                                □□□□ 

データウェアハウスを稼動させたが、一向に利用されない。ヒアリングの結果、利用者のスキルレ

ベルが予想より低いという結論に達した。利用促進のための改善策として、適切なものはどれか 

 

ア 管理職を通じて利用を促進するように通知を出す 

イ データ抽出や分析パターンに応じたテンプレートを標準として用意する 

ウ データをリアルタイムに提供し、データの精度を向上させる 

エ 利用者から要求されていると思われる情報をさらに追加する 

 

問題 09-03 AD130275                                □□□□ 

 製品 A は部品表に示す部品から構成されている。この製品 A を 10 個生産する場合、部品 C の手配数

は何個になるか。ここで、（ ）内の数字は単位所要量であり、部品 Cの在庫は 5個とする 

部品表 

A(1)

B(2) C(1)

D(1) E(1) C(1)
 

 

ア 10   イ 15   ウ 20   エ 25 

 

問題 09-04 IP210204                                □□□□ 

データマイニングとは、データベースに登録されている大量の生データに対し、統計やパターン認識

などの手法を用いることによって、認識されていなかった規則性や関係性を導き出す技術である。デー

タマイニングの応用分野として、最も適切なものはどれか。 

 

ア 顧客に応じた商品の推薦 

イ 生産計画に基づく製造機械の割当て 

ウ 店舗別商品カテゴリ別の売上高の集計 

エ 累積購買金額による優良顧客の抽出 
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問題 09-05 AD160128                                □□□□ 

ERPパッケージの活用の目的として、適切なものはどれか 

 

ア 基幹業務のビジネスプロセスを見直して、経営資源全体をリアルタイムに把握し、その有効利用

を図る 

イ 業務改革の視点で業務プロセスの見直しを行い、新しい業務プロセスを実現する 

ウ 生産管理において、製品の部品所要量を計画し、部品調達を効率よく行う 

エ 他者との受注・発注情報の連携を効率的・効果的に行う 

 

問題 09-06 AD190174                                □□□□ 

 図は、生産管理システムの手法である MRP（資材所要量計画）の計算手順である。図中の a に入る必

要情報はどれか 

大日程計画 総所要量計算
正味所要量計算
（不足分の計算）

発注量計算 手配計画 手配指示

a
 

ア 基準日程（完成時期、リードタイム日数） 

イ 在庫状況（在庫残、注文残、仕掛残） 

ウ 発注方式（ロット編成方法、発注方式、安全在庫） 

エ 部品構成表（最終製品における各部品の構成と所要数） 

 

問題 09-07 AD160174 AD190274 AD210174                      □□□□ 

MRP（Material Requirements Planning）システムを導入すると改善が期待できる場面はどれか 

 

ア 図面情報が電子ファイルと紙媒体の両方で管理されていて、設計変更履歴が正しく把握できない 

イ 製造に必要な資材及びその必要量に関する情報が不正確で、資材の欠品が発生し、生産に支障を

来している 

ウ 設計変更が多くて、生産効率が上がらない 

エ 多品種尐量生産を行っているので、生産設備の導入費用が増加している 

 

問題 09-08 IP210117                                □□□□ 

グループウェア導入の目的として、適切なものはどれか。 

 

ア PC、周辺機器などの機器に組み込んで、ハードウェアの基本的な制御を行う。 

イ 共同作業の場を提供することによって、組織としての業務効率を高める。 

ウ ハードウェアとソフトウェアが一体となったセキュリティ製品の導入によって、企業におけるイン

ターネット利用のセキュリティを強化する。 

エ パッケージ化されたソフトウェア群を導入することによって、システムの開発時間の短縮及び保守

の効率化を図る。 
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問題 09-09 AD150117 AD190116                           □□□□ 

CTI技術を応用したシステムに関する記述として、適切なものはどれか 

 

ア 携帯電話からメールの送受信ができる電子メールシステム 

イ 社外のパソコンから、リモートアクセスポイントに接続して承認ができる決算処理システム 

ウ 販売した製品に関する問い合わせに対応するコールセンタの電話応答システム 

エ ブラウザからインターネット経由で製品の注文ができる受発注システム 

 

問題 09-10 AD180176 AD210175                           □□□□ 

 EDIを説明したものはどれか 

 

ア OSI 基本参照モデルに基づく電子メールサービスの国際規格であり、メッセージの生成・転送・処

理に関する総合的なサービスである。これによって、異機種間の相互接続が可能となる 

イ 通信回線を介して、商取引のためのデータをコンピュータ（端末を含む）間で交換することである。

その際、当事者間で必要となる各種の取決めには、標準的な規約を用いる 

ウ ネットワーク内で伝送されるデータを蓄積したり、データのフォーマットを変換したりするサービ

スなど、付加価値を加えた通信サービスである 

エ 発注情報をデータエントリ端末から入力することによって、本部又は仕入先に送信し、発注を行う

システムである。これによって、発注業務の省力化、物流・在庫管理の効率化を図ることができる 

 

問題 09-11 AD170174 AD200174                           □□□□ 

 ①～③の手順に従って処理を行うものはどれか 

① 今後の一定期間に生産が予定されている製品の種類と数量を基にして、その構成部品についての正

味の発注量と発注時期を設定する。この設定に当たって、引当可能な在庫量と部品構成表、製造/

調達リードタイムを考慮する 

② 次に、設備能力の観点から、これらの製品及びその構成部品の生産が可能であるかどうかを調べる 

③ その結果に基づいて生産指示を行う 

 

ア CIM   イ CRP   ウ JIT   エ MRP 

 

問題 09-12 IP210106                                □□□□ 

SaaSを説明したものはどれか。 

 

ア コンピュータ設備の利用をサービスとして提供し、使用料を課金する。 

イ 情報システム部門の機能の一部を受託し、業務委託料を課金する。 

ウ ソフトウェアの機能を複数の企業にインターネット経由でサービスとして提供し、使用料を課金す

る。 

エ ソフトウェアをダウンロードさせる対価としてライセンス料を課金する。 
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問題 09-13 AD150274                                □□□□ 

取引が行われた時点で販売情報を把握するシステムはどれか 

 

ア ECR  イ EOS  ウ POS  エ QR 

 

問題 09-14 IP210127                                □□□□ 

翌月の製造量は、翌月の販売見込量－当月末の在庫量で算出される。翌月の販売見込量が、当月まで

の 3 か月の販売実績量の移動平均によって設定されるとき、9 月の製造量の算出式を示したものはどれ

か。 

 5月 6月 7月 8月 9 月 

販売実績量 A C E G I 

月末在庫量 B D F H J 

 

ア 
33

HFDGEC 



  イ H

GEC




3
 

ウ 
33

JHFIGE 



  エ J

IGE




3
 

 

問題 09-15 IP210217                                □□□□ 

情報システムのサービスを行っている A 社は、B 社に対して表に示す分担で施設や機器などを提供す

る契約を締結した。A社が提供するサービスの内容として、適切なものはどれか。 

 

対象となる情報資産 A 社 B社 

コンピュータや通信機器を設置する施設 ○  

設置するコンピュータや通信機器 ○  

コンピュータ上で稼動する業務アプリケーション  ○ 

 

 

ア SaaS   イ システム開発の委託 

ウ ハウジングサービス  エ ホスティングサービス 

 

問題 09-16 AD200276                                □□□□ 

 EDI を活用した電子商取引を実施する場合に必要となる取決めには、取引基本規約、業務運用規約、

情報表現規約及び情報伝達規約の四つがある。これらに関する記述のうち、適切なものはどれか。 

 

ア 業務運用規約とは、TCP/IP、JCA手順などの通信方法を定めたものである。 

イ 情報伝達規約とは、通信回線を介した接続方法を定めたものである。 

ウ 情報表現規約とは、システムの運用時間、障害対策などを定めたものである。 

エ 取引基本規約とは、データフォーマットを定めたものである。 
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問題 09-17 AD200176                                □□□□ 

 電子自治体において、G to Bに該当するものはどれか。 

 

ア 自治体の電子決済や電子公文書管理などを行う。 

イ 自治体の利用する物品や資材の電子調達、電子入札を行う。 

ウ 住民基本台帳ネットワークによって、自治体間で住民票データを送受信する。 

エ 住民票や戸籍謄本、個人届、パスポートなどを電子申請する。 

 

問題 09-18 AD190176                                □□□□ 

 構成表の製品 Aを 300個出荷するとき、部品 bの正味所要量は何個か。ここで、A、a、b、cの在庫量

は在庫表のとおりとする。また、ほかの仕掛残、注文残、引当残などはないものとする 

      構成表          単位 個     在庫表    単位 個 

品名 
構成部品  品名 在庫量 

a b c  A 100 

A 3 2   a 100 

a  １ 2  b 300 

     c 400 

 

ア 200  イ 600  ウ 900  エ 1,500 

 

問題 09-19 AD180219                                □□□□ 

 データマイニングを説明したものはどれか 

 

ア 検索効率を高めるために、大規模データベースの一部をあらかじめ用途に合わせて抽出し、データ

の要約化などの加工をしておくこと 

イ 大規模データベースから、統計や推論の手法を使って、意味のある情報を見つけ出すこと 

ウ 大規模データベースにおけるスタースキーマを実装するのに適した、索引ファイルを作成すること 

エ 大規模データベースにおけるメタデータを効率よく管理すること 

 

問題 09-20 AD150265 AD200163                           □□□□ 

ネットワーク上で、一般消費者が買いたい品物とその購入条件を提示し、単一又は複数の売り手が

それに応じる取引形態はどれか 

 

ア BtoB   イ GtoC   ウ 逆オークション   エ バーチャルモール 

 

問題 09-21 AD160176 AD180276 AD200275                      □□□□ 

EC（Electronic Commerce）において、BtoC取引の概念に該当するものはどれか 

 

ア CALS  イ Web-EDI  ウ バーチャルカンパニー  エ バーチャルモール 
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問題 09-22 AD170237 AD150242                           □□□□ 

 システムインテグレーションサービスの説明として、最も適切なものはどれか 

 

ア 複数ベンダ製品を統合し、最適なシステムの設計、製造、テスト、運用・保守などを一括して請け

負うサービス 

イ マルチベンダ環境下の情報システム構築におけるプロジェクト管理を、要員を派遣して引き受ける

サービス 

ウ マルチベンダ環境下の情報システムの運用と保守を一括して請け負い、その窓口を一本化するサー

ビス 

エ ユーザと協力してシステム要件の分析と定義を行うサービス 

 

問題 09-23 AD180118                                □□□□ 

 大量に蓄積されたデータから、ビジネスに有効な情報を統計学的手法などを用いて新たに見つけ出す

プロセスはどれか 

 

ア データウェアハウス    イ データディクショナリ 

ウ データマイニング  エ メタデータ 

 

問題 09-24 AD190112                                □□□□ 

 RFID（Radio Frequency Identification）を利用して実現できることはどれか 

 

ア 家庭から銀行などの金融機関のサービスを利用する 

イ 携帯電話でワンセグ放送のテレビ番組を視聴する 

ウ 携帯電話や携帯音楽プレーヤに音楽データをダウンロードする 

エ 図書館で自動貸出機に書籍をまとめて置くことで一度に貸し出し手続きが進む 

 

問題 09-25 AD160275 AD190276                           □□□□ 

 電子商取引に使用される、企業間でデータ交換を行う仕組みはどれか 

 

ア CA    イ EDI    ウ SET    エ SSL 

 

問題 09-26 IP210206                                □□□□ 

ハウジングサービスについて説明したものはどれか。 

 

ア サービス提供事業者が、インターネット経由で業務ソフトウェアを提供するサービス 

イ サービス提供事業者が、ほかの企業の情報システムに関する企画や開発、運用、管理、保守業務を

行うサービス 

ウ サービス提供事業者が、利用者に自社の建物内に設置したサーバや通信機器を貸し出すサービス 

エ サービス提供事業者が、利用者の通信機器やサーバを自社の建物内に設置し運用するサービス 



 106 

問題 09-27 AD170176                                □□□□ 

 企業間ネットワークで利用されている EDIに関する記述のうち、適切なものはどれか 

 

ア EDI における当事者間の取り決めには、情報伝達規約、情報表現規約、情報運用規約、情報基本規

約の四つがある 

イ EDI の一つとして、注文書をファックスで受け付け、OCR 変換することによって入力処理を効率化

する形態がある 

ウ EDI の標準化は、全国銀行協会連合会が中心となって進めており、その他の業界を統合する活動を

展開している 

エ EDI の利点は、発注済データの修正が容易に行えるので、余剰在庫の減尐、在庫コストの削減が可

能になることである 

 

問題 09-28 AD130222                                □□□□ 

 蓄積された POS データから、「缶ビールを購入する顧客は、スナック菓子を同時に買い求める傾向に

ある」というような、データベースに蓄積された大量のデータを分析して、新たな情報を得ることを表

す用語はどれか 

 

ア データウェアハウス    イ データエンティティ 

ウ データマート  エ データマイニング 

 

問題 09-29 IP210226                                □□□□ 

インターネット広告手法の一つであるアフィリエイトを説明したものはどれか。 

 

ア あらかじめ受信者の許可を得て、興味のある分野の広告を電子メールで送る。 

イ 個人のホームページなどに企業の広告や Webサイトへのリンクを掲載し、誘導実績に応じた報

酬を支払う。 

ウ 自社の Webサイトを検索エンジンの検索結果の上位に表示させる。 

エ 大規模なポータルサイトなどに自社の Web サイトへの入り口となる画像を設置し、誘導する。 

 

問題 09-30 IP210220                                □□□□ 

ICカードと磁気カードの偽造に対する安全性の比較に関する記述のうち、適切なものはどれか。 

 

ア IC カードは、IC チップへの情報の格納や情報の暗号化を行っているので、磁気カードに比べ

て偽造されにくい。 

イ ICカードは、情報の記録に二次元コードを使うので、磁気カードに比べて偽造されにくい。 

ウ 磁気カードは、磁気ストライプに情報を格納しており、ICカードに比べて情報を保護する仕組

みが複雑で偽造されにくい。 

エ 磁気カードは、情報の記録にバーコードを利用しており、ICカードに比べて偽造されにくい。 
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問題 09-31 AD170126                                □□□□ 

 ERPソフトウェアパッケージに関する記述のうち、最も適切なものはどれか 

 

ア 企業のビジネスプロセスの分析が不要なので、比較的容易に導入できる 

イ 導入後のメンテナンスは、システム部門が担当することが望ましい 

ウ 導入に当たっては、ビジネスプロセスの検証・標準化が不可欠である 

エ 日本企業のビジネスプロセスに特化した統合化システムソフトウェアである 

 

問題 09-32 AD190118                                □□□□ 

 情報分析と意思決定を支援する目的で、基幹業務システムからデータを抽出、再構成して構築される

データベースを示す概念はどれか 

 

ア グループウェア  イ データウェアハウス 

ウ ピープルウェア  エ ファームウェア 

 

問題 09-33 AD170274 AD160175 AD130175                      □□□□ 

流通システムをもつチェーンストアと製造会社の間でコンピュータを接続し、最適な生産量の決定

に役立てたい。チェーンストア側で得られる情報のうち、製造会社にとって必要な情報として適切な

ものはどれか 

 

ア 在庫情報と販売時点情報  イ 棚割情報と在庫情報 

ウ 棚割情報と入庫情報    エ 入庫情報と販売時点情報 

 

問題 09-34 IP210228                                □□□□ 

組込みシステムの特徴として、最も適切なものはどれか。 

 

ア 組込みシステムの開発や稼動には、専用の OSを使用する。 

イ 組込みシステムの稼動には、ネットワークへの接続が必要である。 

ウ 組み込みシステムは機器内部の制御用であり、ユーザインターフェイスは不要である。 

エ 組込みシステムは専用化されたハードウェアやソフトウェアから成る。 

 

問題 09-35 IP220122                                □□□□ 

ハウジングサービスを利用することによって得られる効果として、最も適切なものはどれか。 

 

ア 業務アプリケーションの利用、導入、更新に関する費用を低減することができる。 

イ サーバの購入費用や運営負荷、ネットワークに関する費用を低減することができる。 

ウ サーバや社内のコンピュータの OSやオフィスソフトの更新作業を回避することができる。 

エ 自社サーバによるサービス提供に必要なネットワークや施設に関する費用を低減することが

できる。 
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問題 09-36 IP220115                                □□□□ 

組み込みソフトウェアに該当するものはどれか。 

 

ア 工業製品の設計や図面の作成、モデリングなどを行うソフトウェア  

イ 自動車のエンジンに供給する燃料の量を制御するソフトウェア  

ウ ディジタルカメラで撮影した画像の編集を、PCで行うソフトウェア  

エ 表計算ソフトの一つとして、マクロ計算を行うソフトウェア 

 

問題 09-37 IP210123                                □□□□ 

1 個の製品 Aは 3個の部品 B と 2個の部品 C で構成されている。ある期間の生産計画において、製品

A の需要量が 10個であるとき、部品 Bの正味所要量（総所要量から引当可能在庫量を差し引いたもの）

は何個か。ここで、部品 Bの在庫残が 5個あり、ほかの在庫残、仕掛残、注文残、引当残などは考えな

いものとする。 

 

ア 20   イ 25   ウ 30   エ 45 

 

問題 09-38 AD200221                                □□□□ 

 企業の様々な活動を介して得られた大量のデータを整理・統合して蓄積しておき、意思決定支援など

に利用するものはどれか。 

 

ア データアドミニストレーション  イ データウェアハウス 

ウ データディクショナリ   エ データマッピング 

 

問題 09-39 IP210118                                □□□□ 

現在使っているキャッシュカードで、銀行口座からリアルタイムに代金を直接引き落として決済でき

るものはどれか。 

 

ア ETCカード   イ デビットカード 

ウ プリペイドカード  エ ポイントカード 

 

問題 09-40 IP220127                                □□□□ 

ロングテールの考え方を活用したインターネットにおけるビジネスの説明として、適切なものは

どれか。 

 

ア Webサイト上で個人が出品した物品を参加者が入札し、購入する。 

イ インターネット上に複数の仮想商店からなる Webサイトを構築し、出店料を徴収する。 

ウ 販売数が尐ない商品でも Webサイトで売り続けることができる。 

エ 誘導実績に応じた報酬を支払うことを条件に、ほかの Webサイトにリンクを掲載し、自社商品

の購入 Webサイトへの顧客誘導を図る。 
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問題 09-41 AD170116 AD140116                           □□□□ 

コンピュータが PBXと提携して、電話や FAXに対して自動応答をしたり、最適な着信者に振り分けた

りする技術はどれか 

 

ア CTI   イ CODEC   ウ VoIP   エ VPN 

 

問題 09-42 AD170275                                □□□□ 

 店舗で商品を販売した時点で販売情報を記録し、商品売上情報を単品ごとに収集、蓄積、分析するシ

ステムはどれか 

 

ア CAD   イ CIM   ウ EOS   エ POS 

 

問題 09-43 IP220113                                □□□□ 

ASPの説明として、適切なものはどれか。 

 

ア インターネットに接続する通信回線を提供する事業者、又はそのサービス形態 

イ 会員になったユーザが閲覧できる、閉じたコミュニティを形成するインターネットサービス 

ウ サーバ上のアプリケーションソフトウェアを、インターネット経由でユーザに提供する事業者、

又はそのサービス形態 

エ 情報システムをハードウェアやソフトウェアといった製品からの視点ではなく、ユーザが利用

するサービスという視点から構築していこうとする考え方 

 

問題 09-44 AD180237                                □□□□ 

 アウトソーシングサービスのうち、MSP（マネジメントサービスプロバイダ）のサービスはどれか 

 

ア サーバを預かり、インターネットへの接続環境を提供する 

イ 人事・経理・販売・物流などのビジネスプロセスを提供する 

ウ ネットワーク、サーバ、ストレージなどの IT基盤の運用管理業務をネットワークを介して行う 

エ ネットワークを介して標準的なアプリケーションサービスを定額制などの課金方式によって提供

する 
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問題 10-01 AD160263                                □□□□ 

 定性的な評価項目を定量化する方法としてスコアリングモデルがある。4 段階評価のスコアリングモ

デルを用いると、表に示した項目から評価されるシステム全体の目標達成度は何％となるか 

評価項目 重み 判定内容 

省力化効果 5 予定どおりの効果があった 

期間の短縮 8 従来と変わらない 

情報の統合化 12 部分的には改善された 

         4段階評価点  4：予定どおり 3：ほぼ予定どおり 

     2：部分改善 1：変わらず 

ア 50   イ 52   ウ 54   エ 56 

 

問題 10-02 AD190239                                □□□□ 

 システムのコストを表す TCOの意味として、適切なものはどれか 

 

ア 業務システムの開発にかかわる総コスト 

イ システム導入から運用及び維持・管理まで含めた総コスト 

ウ システム導入時の総コスト 

エ 通信・ネットワークシステムの総コスト 

 

問題 10-03 AD170229 AD150132                           □□□□ 

A 社営業部は、4 ヵ月後の実稼動を希望するシステムの開発を情報システム部に依頼したところ、

社内で開発すると実稼動までに 5ヶ月かかるという回答であった。そこで、情報システム部と相談し

た結果、開発の実績がある外部ソフトハウスに開発を依頼することになった。このとき、システムの

品質を維持したまま 4ヶ月で安全に稼動させるために検討してもらう内容として、もっとも適切なも

のはどれか。ここで、開発モデルはウォータフォールモデルとする 

 

ア 外部設計作業の開始と同時に、内部設計・プログラミングの作業を並行して行うことを検討して

もらう 

イ 内部設計書などのドキュメントは、システムの稼動後に後追いで作成することを検討してもらう 

ウ 内部設計・プログラミング・単体テストなどの各工程で、並行作業が可能なように開発要員を投

入することを検討してもらう 

エ 要求定義・外部設計・内部設計の結果について、内部設計終了時点でまとめてレビューすること

を検討してもらう 

 

問題 10-04 AD140145 AD200143                           □□□□ 

 コンピュータシステムのコストを初期コストとランニングコストに分けるとき、初期コストに含まれ

るものはどれか 

 

ア オペレータ費用   イ 設備維持費   ウ ソフトウェア開発費   エ リース機器費 
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問題 10-05 AD160245 AD210141                           □□□□ 

 システムのコストを表す TCOの意味として、適切なものはどれか 

 

ア 企業が初期投資する情報システムの総コスト 

イ システム開発で発生する総コスト 

ウ システム導入から運用・保守・教育までを含む総コスト 

エ システム導入時の総コスト 

 

問題 10-06 AD140138                                □□□□ 

 業務システムの開発においては、顧客と開発者、又は開発者同士の意思疎通を図る上で、対象業務に

使用される言葉の意味や用法を用語集として整理しておくことが有効である。この用語集の取り扱いに

関する記述のうち、適切なものはどれか 

 

ア 開発着手段階から作成、更新する 

イ 開発の最終段階でマニュアル執筆者が作成する 

ウ 小規模なシステムの場合には不要である 

エ 対象業務に関する専門用語だけをまとめる 

 

問題 10-07 AD160140 AD210135                           □□□□ 

大規模なシステム開発におけるユーザ部門の役割に関する記述として、最も適切なものはどれか 

 

ア ユーザ部門の責任者は、導入されたシステムに対して、投資効果については考慮せず、ユーザ部

門が要求する追加機能を開発部門に受け入れさせる努力をする 

イ ユーザ部門は、開発部門によって開発されたシステムを利用する立場であるから、システムの開

発には介入せず、開発部門に一任するのが良い 

ウ ユーザ部門は、システム開発における成果物に対して、業務的観点から内容確認を行うが、プロ

グラムの詳細な設計については開発部門に任せる 

エ ユーザ部門は、積極的にシステム開発に参画し、さまざまな助言をする必要があるので、業務知

識は尐なくてもコンピュータの知識が豊富な人を優先して参画させる 

 

問題 10-08 AD140275 AD190275                           □□□□ 

日本の効率的生産方式として知られている”カンバン方式”の調達方法として、適切なものはどれか 

 

ア 各作業の効率を向上させるため、仕様が統一された各メーカの部品、半製品を調達する 

イ 効率的な部品の調達を行うため、関連会社から部品の調達を行う 

ウ 中間在庫を極力減らすため、生産ラインにおいて、後工程が自工程の生産にあわせて、必要な部

品を前工程から調達する 

エ より品質の高い部品を調達するため、部品の納入に際して指定業者を定め、その業者から競争入

札で部品を調達する 
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問題 10-09 AD180274                                □□□□ 

 セル生産方式の利点が生かせる対象はどれか 

 

ア 生産性を上げるために、大量生産が必要なもの 

イ 製品の仕様が長期間変わらないもの 

ウ 多種類かつフレキシブルな生産が求められるもの 

エ 標準化、単純化、専門家による分業が必要なもの 

 

問題 10-10 AD200273                                □□□□ 

 JIT（Just-in-Time）生産方式に関する記述のうち、適切なものはどれか。 

 

ア 需要変化に対して、サイクルタイムをダイナミックに変化させて生産する。 

イ 必要なときに必要な量を確保するためにロットを大きくして生産する。 

ウ 平準化生産を基本に、各工程を同期させて生産する。 

エ 前工程が後工程に作業指示の内容を書いたかんばんを渡しながら生産する。 

 

問題 10-11 AD160132                                □□□□ 

販売管理の DFDで、製品在庫を表すデータストアはどれか。ここで、図中の各プロセスは在庫引当

処理、受注処理、受注残処理、出荷処理及び発注処理のいずれかを表している 

顧客

①

受注

出荷指示

納品

②

③

仕入先

受注残④
 

 

ア ①    イ ②    ウ ③    エ ④ 

 

問題 10-12 IP210128                                □□□□ 

ジャストインタイム生産方式を説明したものはどれか。 

 

ア 1人又は数人の作業員が、生産の全工程を担当する方式 

イ 顧客からの注文を受けてから、生産を開始する方式 

ウ 生産開始時の計画に基づき、見込み数量を生産する方式 

エ 必要な物を、必要なときに、必要な量だけ生産する方式 
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問題 10-13 AD140139                                □□□□ 

システム開発のプロセスが表の(1)～(7)のように分けられているときに、システム利用部門の代表

者として、システムアドミニストレータが深く関与すべきプロセスはどれか 

 

[プロセス] 

(1) 基本計画 

(2) 外部設計 

(3) 内部設計 

(4) プログラム設計 

(5) プログラム開発 

(6) テスト 

(7) 運用保守 

 

ア (1)、(2)、(3)、(4)    イ (1)、(2)、(6)、(7)    

ウ (1)、(3)、(4)、(6)  エ (1)、(4)、(5)、(7) 

 

問題 10-14 IP210120                                □□□□ 

BPRを説明したものはどれか。 

 

ア 顧客のニーズにきめ細かく対応し、顧客の利便性と満足度を高めるために、企業の情報システムを

再構築すること 

イ 企業の活動を、調達、開発、製造、販売、サービスといった側面からとらえ、情報システムを再構

築すること 

ウ 企業の業務効率や生産性を改善するために、既存の組織やビジネスルールを全面的に見直して、再

構築すること 

エ 企業の戦略を、四つの視点（財務の視点、顧客の視点、業務プロセスの視点、学習と成長の視点）

から再評価し、再構築すること 

 

問題 10-15 AD150228                                □□□□ 

プロトタイピング技法の特徴に関する記述として、適切なものはどれか 

 

ア システム開発の各工程の成果物がそろってから次の工程に入るので、手戻りを尐なくすることが

できる 

イ システム開発の初期段階で、ユーザが外部仕様の確認や問題点の発見ができるので、開発最終段

階の手戻りを尐なくすることができる 

ウ システム開発を独立性の高い部分に分割し、各部分ごとに、設計、プログラム作成、及びテスト

の一連の工程を繰り返すので、開発効率がよい 

エ システム開発を、要求定義、設計、プログラム作成、テストなど、いくつかの工程に分割して進め

るので、工程管理が容易である 
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問題 10-16 AD170129                                □□□□ 

 得意先からの注文がオンライン端末から入力されると、注文の在庫を取り、在庫を引き当て、倉庫に

設置してあるプリンタへ出荷指示書を出力するシステムがある。DFD を使ってこのシステムを記述した

とき、a～dに当てはまる語句の組み合わせとして、適切なものはどれか 

 

a d
受注
登録

注文

注文

cb 在庫
引当

在庫

在庫 引当

 

 

 a b c d 

ア 端末 注文 登録済注文 プリンタ 

イ 端末 登録指示 引当指示 プリンタ 

ウ 得意先 注文 登録済注文 倉庫 

エ 得意先 登録指示 引当指示 倉庫 

 

問題 10-17 AD200228                                □□□□ 

 プロトタイピングモデルの特徴として、適切なものはどれか。 

 

ア 開発初期段階での試作を通して、ユーザインタフェースの確定や、応答性などの性能確認を行い、

後続段階での仕様変更による手戻りのリスクを減尐させる。 

イ 開発プロセスをくり返しながら改良していく成長型モデルの一種である。各繰返しで、開発コス

トや品質などからリスクを評価し、リスクが最小となるプロセスをとる。 

ウ 短期間でシステム開発工程を一通り行って部分的に機能を完成させ、この作業を繰り返し、段階

的にシステム全体を仕上げる。 

エ 要求分析、システム設計、製造、テストの順に実行され、大規模システムの開発に向いている。 

 

問題 10-18 AD170230 AD160131                           □□□□ 

ソフトウェア開発手法の一つであるプロトタイピングの特徴の記述として、適切なものはどれか 

 

ア 基本計画、外部設計、内部設計、プログラム設計、プログラミング、テストの順に工程を進めて

いくので、全体を見渡すことができ、スケジュールの決定や資源配分が容易に出来る 

イ システム開発の早い段階で試作品を作成するので、ユーザ部門と開発部門との認識のずれや曖昧

さを取り除くことができる 

ウ ソフトウェアを仕様変更の可能性があるものとないものに分類し、仕様変更の可能性があるもの

については、作成、見直し、変更のプロセスを繰り返す 

エ 大規模アプリケーションを独立性の高い部分に分割し、その部分ごとに設計、プログラミング、

テストの工程を繰り返し、徐々にその開発範囲を広げていく 
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問題 10-19 AD170232 AD160133                           □□□□ 

社員がどの部門に所属しているかを表す E-R 図として、適切なものはどれか。ここで、図の*は関

連における多を表す 

社員社員 所属所属 部門部門
＊ １

社員社員 部門部門所属所属

社員社員 所属所属

所属所属 部門部門社員社員

部門部門

＊

＊

＊

１

１

１
ア

イ

ウ

エ

 

 

問題 10-20 AD140233                                □□□□ 

ウォータフォールモデル、スパイラルモデル、プロトタイピングとそれぞれの特徴の組み合わせと

して適切なものはどれか 

 

[特徴] 

a 開発初期段階での試作を通して、ユーザインタフェースの確定や、応答性などの性能確認を行い、

後続段階での仕様変更による手戻りのリスクを防ぐ 

b 開発プロセスを繰り返しながら改良していく成長型モデル。各繰り返しで、開発コストや品質な

どからリスクを評価し、リスクが最小となるプロセスをとる 

c 要求分析、設計、プログラミング、テストの順に逐次実行される一連の段階的工程からなり、作

業の見積もりや管理が容易である 

 

   ウォータフォールモデル  スパイラルモデル  プロトタイピング 

ア       a           b          c 

イ       b           c          a 

ウ       c           a          b 

エ       c           b          a 

 

問題 10-21 AD200128                                □□□□ 

 ウォータフォールモデルでシステムを開発する場合に、開発期間の短縮に効果が期待できる方法とし

て、適切なものはどれか。 

 

ア 外部設計作業の開始と同時に、内部設計及びプログラミングの作業を平行して行う。 

イ 内部設計書などのドキュメントは、システムの稼動後に後追いで作成する。 

ウ 内部設計、プログラミング、単体テストなどの各工程の中で、並行作業を可能とするために開発要

員を追加する。 

エ 要求定義、外部設計及び内部設計の結果について、内部設計終了時点でまとめてレビューする。 
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問題 10-22 AD170128 AD190226                           □□□□ 

 プロトタイピング開発手法の特徴として、適切なものはどれか 

 

ア システム開発の初期段階で試作品を作成して、利用者の要求を明確にすることによって、仕様を評

価・確定し開発を推進する 

イ データ処理やシステム操作を手続きの流れとしてとらえるのではなく、”もの”及びその関係として

とらえて設計し、開発を推進する 

ウ 部分的な機能の開発から始めて、順次、機能の拡張・改善を繰り返して利用者の要求に対処しなが

ら開発を推進する 

エ 要求定義からテストまでの各作業工程を明確に区切り、上位工程から順次、レビューと検証を行い

ながら開発を推進する 

 

問題 10-23 AD150134 AD180231                           □□□□ 

データモデルの表記が次の表記法に従うとき、E-R図の解釈に関する記述の適切なものはどれか 

[表記法] 

（上）エンティティ Aのデータ 1個に対して、エンティテ

ィ Bのデータは n個（n≧0）対応し、また、エンティティ

B のデータ 1 個に対して、エンティティ A のデータが 1 個

対応する 

（下）エンティティ Aのデータ 1個に対して、エンティテ

ィ B のデータが n 個（n≧0）対応し、またエンティティ B

のデータ 1個に対して、エンティティ Aのデータが m個（m≧0）対応する 

 

[E-R図] 

発注明細発注明細 発注発注 納品納品 納品明細納品明細

商品商品 仕入先仕入先

 

 

ア 同一の商品は一つの仕入先から仕入れている 

イ 発注明細と納品明細は 1対 1で対応している 

ウ 一つの発注で複数種類の商品を発注することはない 

エ 一つの発注で複数の仕入先に発注することはない 

 

問題 10-24 IP210138                                □□□□ 

ソフトウェア開発プロセスを”要件定義”、”システム設計”、”プログラミング”、”テスト”の各工程に区

切って、この順に進める手法の長所はどれか。 

 

ア 開発工程のどの時点でも、ソフトウェアの仕様変更に柔軟に対応できる。 

イ 開発の進捗状況の把握が容易である。 

ウ 上流工程におけるレビューの工数が尐なくて済む。 

エ 利用者が、開発の早い時期にソフトウェアを試用できる。 

AA BB

AA BB
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問題 10-25 AD190228                                □□□□ 

 E-R図が示すものはどれか 

 

ア エンティティ間の関連 

イ エンティティの型とインスタンスの関連 

ウ データとプロセスの関連 

エ プロセス間の関連 

 

問題 10-26 AD140235                                □□□□ 

ある中学校において生徒がどのクラスに所属しているかを表す E-R図として、適切なものはどれか。

ここで、1  1は 1対 1を、1  ＊は 1対多を、＊  ＊は多対多をあらわす 

 

ア 生徒 1----1 クラス   イ 生徒 1----＊クラス   

ウ 生徒＊----1 クラス   エ 生徒＊----＊クラス 

 

問題 10-27 AD170130 AD190128                           □□□□ 

 E-R図に関する記述として、適切なものはどれか 

 

ア オブジェクト指向モデルを表現する図である 

イ 時間や行動などに応じて、状態が変化する状況を表現する図である 

ウ 対象世界を実体と関連の二つの概念で表現する図である 

エ データの流れに着目して、業務を視覚的にわかりやすく表現する図である 

 

問題 10-28 AD150230                                □□□□ 

システムの分析・設計で用いられる DFDによって記述されるものはどれか 

 

ア データ入力画面の項目レイアウト   イ データの流れ   

ウ データベースの物理構造  エ プログラムの処理手順 

 

問題 10-29 AD160232                                □□□□ 

 図に示す売上管理システムの DFDの中で、Aに該当する項目として適切なものはどれか 

受注システム
売上
計算

A

売上情報受注情報 売上台帳
の作成

 

 

ア 売上ファイル   イ 受注ファイル   ウ 単価ファイル   エ 入金ファイル 
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問題 10-30 AD160231                                □□□□ 

 ソフトウェア開発のプロセスモデルのうち、開発サイクルごとにリスクを最小にしながら、開発サイ

クルを繰り返すことによって、システムの完成度をたかめていくプロセスモデルはどれか 

 

ア インクリメンタルモデル  イ ウォータモデルモデル 

ウ スパイラルモデル   エ プロトタイピングモデル 

 

問題 10-31 AD170231                                □□□□ 

 DFDのデータフローの書き方に関する説明として、適切なものはどれか 

 

ア 1個のプロセスから流れ出るデータフローは、1本となるようにする 

イ 異なるプロセスから流れ出るデータフローは、同一のプロセスに流入させないようにする 

ウ ファイル間のデータのやり取りは、ファイル同士をデータフローで結合する 

エ プロセス間のデータフローには、流れている情報が分かるような名前をつける 

 

問題 10-32 AD180131                                □□□□ 

 次のユースケース図の説明はどれか 

 

注文処理

注文変更処理

注文取消処理

注文管理システム

注文担当者 在庫管理システム
 

 

ア 在庫管理システムは人ではないので、アクターは注文担当者だけである 

イ システム化の対象には、注文管理システムと在庫管理システムが含まれる 

ウ 注文管理システムはシステム境界の中にあり、注文担当者と在庫管理システムはシステム境界の外

にある 

エ ユースケースは四つあり、各ユースケース名は、注文管理システム、注文処理、注文変更処理、注

文取消処理である 

 

問題 10-33 AD190227                                □□□□ 

 DFDの説明はどれか 

 

ア 業務などの処理手順を流れ図記号を用いて視覚的に表現したもの 

イ システムの状態がどのように推移していくかを視覚的に表現したもの 

ウ 実体及び実体間の関連という概念を用いてデータの構造を視覚的に表現したもの 

エ 適用業務をデータの流れに注目して視覚的に表現したもの 
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問題 10-34 AD190124                                □□□□ 

 Java Servletの説明として、適切なものはどれか 

 

ア Javaで開発されたプログラムであり、クライアントの要求に応じて Webアプリケーションサーバ上

で実行される 

イ Javaで開発されたプログラムであり、サーバからダウンロードして実行される 

ウ Javaで開発されたプログラムをアプリケーションの部品として取り扱うための規約である 

エ Javaで開発されたプログラムを実行するインタプリタであり、バイトコードと呼ばれる中間コード

を実行する機能を持つ 

 

問題 10-35 IP210125                                □□□□ 

システム開発における要件定義プロセスを説明したものはどれか。 

 

ア 新たに構築する業務、システムの仕様、及びシステム化の範囲と機能を明確にし、それらをシステ

ム取得者側の利害関係者間で合意する。 

イ 経営事業の目的、目標を達成するために必要なシステムの要求事項をまとめ、そのシステム化の方

針と実現計画を策定する。 

ウ システム要件とソフトウェア要件を定義し、システム方式とソフトウェア方式を設計して、システ

ム及びソフトウェア製品を構築する。 

エ ソフトウェア要件どおりにソフトウェアが実現されていることやシステム要件どおりにシステム

が実現されていることをテストする。 

 

問題 10-36 AD200223                                □□□□ 

 Javaの説明として、適切なものはどれか。 

 

ア 1970 年代に開発されたインタプリタ型のオブジェクト指向言語であり、エディタやデバッガな

どの統合開発環境や OSの機能などを含む。 

イ C にクラスやインヘリタンスといったオブジェクト指向の概念を取り入れたものであり、C との

上位互換をもつ。 

ウ Webで用いられるマーク付け言語であり、タグによって文書の構造を記述する。テキストや動画

などを関連付けたハイパテキストが作成できる。 

エ オブジェクト指向言語の一つであり、ブラウザで動作するアプレットが作成できる。 

 

問題 10-37 AD180230                                □□□□ 

 システム開発の早い段階で、利用者が眼に見える形で要求を確認できるように試作品を作成する開発

モデルはどれか 

 

ア ウォータフォールモデル  イ エクストリームプログラミング 

ウ スパイラルモデル   エ プロトタイピング 
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問題 10-38 IP210248                                □□□□ 

システム開発における、エラーを検出した時期とその不具合の修正にかかる対応費用の関係を最

も適切に示したグラフはどれか。 

設計　製造　テスト　運用

ア イ

ウ
エ

対
応
費
用

対
応
費
用

対
応
費
用

対
応
費
用

設計　製造　テスト　運用設計　製造　テスト　運用

設計　製造　テスト　運用

 
 

問題 10-39 AD150229                                □□□□ 

システム開発を、基本計画、外部設計、内部設計、プログラム設計、プログラム開発、テスト、運

用・保守の工程順に実行するウォータフォールモデルにおいて、工程終了の成果物として要求仕様書

を作成する工程はどれか 

 

ア 基本計画   イ 外部設計   ウ 内部設計   エ プログラム設計 

 

問題 10-40 IP220118                                □□□□ 

業務要件の定義に関する記述として、適切なものはどれか。 

 

ア システム開発を実施するに当たって、開発に必要な体制、資源を定義する。 

イ システム戦略に基づいてシステムの全体像を定義する。 

ウ 求められるシステムを構成するソフトウェアの動作や処理内容を定義する。 

エ 利用者のニーズを考慮して、システム化対象業務の業務手順や関連する組織における責任、権

限などを定義する。 

 

問題 10-41 AD210126                                □□□□ 

プロトタイピングに関する記述として、適切なものはどれか。 

 

ア 開発工程ごとに確認を行い、工程の後戻りはしないことが原則である。 

イ 開発者間の意思伝達が確実に行われるので、大規模開発に向いている。 

ウ システム開発の早い段階から、試作品を作成して、利用者の確認を得ながら開発を進める。 

エ プログラムモジュールを部品化し、再利用することが主な目的である。 
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問題 10-42 IP210247                                □□□□ 

オブジェクト指向設計の特徴はどれか。 

 

ア オブジェクト指向設計によってプログラムの再利用性や生産性が向上することはない。 

イ オブジェクトに外部からメッセージを送れば機能するので、利用に際してその内部構造や動作

原理の詳細を知る必要はない。 

ウ 個々のオブジェクトは細分化して設計するので、大規模なソフトウェア開発には使用されない。 

エ プログラムは処理手順に従って設計され、データの集合はできるだけプログラムと関連付けな

い。 

 

問題 10-43 IP220112                                □□□□ 

ソフトウェアライフサイクルの主プロセスを、企画、要件定義、開発、運用、保守に分け、企画

プロセスでシステム化計画の立案を行うとき、そこで実施する作業として、適切なものはどれか。 

 

ア 対象業務の業務内容やルール、制約などの業務要件を明らかにする。 

イ 対象業務を確認・分析し、業務機能をモデル化する。 

ウ 対象システムの機能及び能力、セキュリティなどのシステム要件を明らかにする。 

エ 対象システムをテストするためのテスト仕様書を作成する。 

 

問題 10-44 AD200122                                □□□□ 

 JavaScriptの特徴として、適切なものはどれか。 

 

ア HTMLファイル内に直接プログラムを記述し、ブラウザで実行する。 

イ Webサーバ上で実行され、一度実行されるとメモリに常駐するので高速処理が可能である。 

ウ コンパイルしてから実行する。 

エ ダウンロードした場合は、ユーザ側のファイルを読み書きできない。 

 

問題 10-45 AD210127                                □□□□ 

システムの分析・設計において、DFDによって記述されるものはどれか。 

 

ア データベース入力画面の項目レイアウト イ データの流れ 

ウ データベースの物理構造   エ プログラムの処理手順 

 

問題 10-46 IP210214                                □□□□ 

業務で利用するデータの構造を分析し、抽出したエンティティとエンティティ間の関係を E-R図など

で整理する手法はどれか。 

 

ア データクリーニング   イ データクレンジング 

ウ データマイニング   エ データモデリング 
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問題 10-47 AD160234                                □□□□ 

 システム開発において、UMLで用いられる図式はどれか 

 

ア DFD   イ E-R図   ウ クラス図   エ 流れ図 

 

問題 10-48 AD210120                                □□□□ 

 Javaアプレットに関する記述のうち、最も適切なものはどれか。 

 

ア クライアントにアドインとして組み込んで実行する。 

イ サーバからダウンロードしてクライアントで実行する。 

ウ サーバ側にある HTML文書と連携しながら処理を行う。 

エ ソースプログラムは、コンパイルせずに実行できる。 

 

問題 10-49 AD150164 AD160262                           □□□□ 

 情報システム化計画を立案するときに考慮すべき事項はどれか 

 

ア 運用を考えて、できるだけ自社の社員で開発するよう検討を進める 

イ 失敗を避けるため、同業他社を調査し、同じシステムにする 

ウ 情報化の構想、運用マニュアル及び障害対策を具体的に示す 

エ 情報システムの有効性及び投資効果を明確にする 

 

問題 10-50 AD200137                                □□□□ 

 ソフトウェア開発の生産性に関する記述のうち、適切なものはどれか。 

 

ア 開発工程の早期に欠陥が発見できれば、欠陥の修正に要する工数は尐なくて済み生産性は高まる。 

イ 開発チームと利用部門のコミュニケーションの善しあしは、生産性に無関係である。 

ウ 高水準言語を使用しても、アセンブリ言語を使用しても、開発の生産性は同等である。 

エ 採用する見積もり手法が適性であれば、生産性は向上する。 

 

問題 10-51 AD180140 AD150246 AD200141                      □□□□ 

パソコン、サーバ、ネットワーク機器などの導入から運用管理までの総費用を表す用語はどれか 

 

ア TCO  イ TCP  ウ TPC  エ TQC 

 

問題 10-52 IP220129                                □□□□ 

業務の流れを、図式的に記述することができるのはどれか。 

 

ア E-R図   イ UML 

ウ 親和図法   エ ロジックツリー 
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問題 10-53 IP220137                                □□□□ 

ソフトウェア開発とその取引の適正化に向けて、それらのベースとなる作業項目を一つ一つ定義

し、標準化したものはどれか。 

 

ア SLCP   イ WBS 

ウ オブジェクト指向  エ データ中心アプローチ 

 

問題 10-54 AD180255                                □□□□ 

 “共通フレーム 98（SLCP-JCF98）”が規定する内容はどれか 

 

ア システム開発に関わる成果物と、プロセスの品質、納期、生産性についての具体的な評価方法 

イ ソフトウェア開発及び取引に関わる契約書の内容、様式、文章表現についての記載方法 

ウ ソフトウェアを中心としたシステムの開発及び取引を可視化できる、契約者双方の共通の枠組み 

エ パッケージ開発に有効なプロジェクト管理（スケジュール管理、工程管理など）の管理レベル 

 

問題 10-55 AD180221                                □□□□ 

 小さいアプリケーションプログラムを意味し、コンパイル済みのオブジェクトコードがサーバに格納

されていて、クライアントからの要求によってクライアントへ転送されて実行されるプログラムはどれ

か 

 

ア アプレット  イ サーブレット 

ウ スクリプト  エ スレッド 

 

問題 10-56 IP210111                                □□□□ 

業務プロセスのモデルを説明したものはどれか。 

 

ア システム開発でプログラム作成に必要なデータ、機能などを記載したもの 

イ システム開発を外部委託するときの提案依頼に必要な条件を明示したもの 

ウ システム化の対象となるビジネスの活動やデータの流れを明示したもの 

エ システムの開発、運用、保守に必要な組織、資源などを記載したもの 

 

問題 10-57 IP220114                                □□□□ 

業務プロセスの分析時に作成する DFDの説明として、適切なものはどれか。 

 

ア 業務で扱う各種のデータと、それらの相互関係を示す。 

イ 業務で扱う各種のデータを、集合から要素へと階層的に詳細化して示す。 

ウ 業務を構成する処理と、その間で受け渡されるデータの流れを示す。 

エ 業務を構成する処理の内容を、概要から詳細へと階層的に示す。 
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問題 10-58 AD190222                                □□□□ 

 Javaのプログラムにおいて、よく使われる機能などを部品化し、再利用できるようにコンポーネント

化するための仕様はどれか。 

 

ア JavaBeans     イ JavaScript 

ウ Javaアプリケーション   エ Javaアプレット 

 

問題 10-59 AD190127                                □□□□ 

 要求分析から実装までの開発プロセスを繰り返しながら、システムを構築していくソフトウェア開発

手法はどれか 

 

ア ウォータフォールモデル  イ スパイラルモデル 

ウ プロトタイピングモデル  エ リレーショナルモデル 

 

問題 10-60 IP210225                                □□□□ 

ソフトウェアライフサイクルプロセスにおいて、システム化計画の立案で行うべき作業はどれか。 

 

ア 経営要求、課題の確認 イ システム要件の定義 

ウ 導入の費用対効果の予測 エ ベンダ企業の評価基準の作成 

 

問題 10-61 IP210229                                □□□□ 

現行システムの使用を開始してから 10年が経過し、その間に業務内容も変化してきた。そこで、

全面的に現行システムを開発しなおすことになった。開発者が、システム要求の分析と、それに基

づく要求定義を行う場合、開発者のシステム利用部門とのかかわり方として、適切なものはどれか。 

 

ア 客観的に対象業務を分析するために、システム利用部門とかかわることは避ける。 

イ システム要件は、システム利用部門と共同でレビューを行う。 

ウ システム利用部門の意見は参考であり、システム要件は開発者が決定する。 

エ システム利用部門の作成した現行システムの操作マニュアルを基に、要求される機能を決定す

る。 

 

問題 10-62 IP210233                                □□□□ 

ソフトウェア詳細設計書に関する記述として、適切なものはどれか。 

 

ア ソフトウェア詳細設計書には、システム結合テストのためのテスト仕様が含まれる。 

イ ソフトウェア詳細設計書に基づいてプログラミングが実施される。 

ウ ソフトウェア詳細設計書は、システム要件定義の終了を契機として作成が開始される。 

エ ソフトウェア詳細設計書は、将来のメンテナンス用として、単体テストが完了した後で完成さ

せる。 
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問題 10-63 IP210237                                □□□□ 

ソフトウェア要件として明確に規定すべきものはどれか。 

 

ア 開発環境のディスク容量 イ システム化目標 

ウ データ定義   エ データベースの最上位レベルの設計 

 

問題 10-64 IP210219                                □□□□ 

要件定義プロセスに含まれる作業はどれか。 

 

ア システム化計画の作成と承認 

イ システム詳細設計の実施 

ウ システム投資効果とシステム化費用の予測 

エ システム利用者のニーズの整理 

 

問題 10-65 IP210232                                □□□□ 

あるシステムの開発において、システムを 24 時間連続稼動させることになった。稼働時間につ

いて利用部門と取決めを行う工程はどれか。 

 

ア システム結合テスト  イ システムテスト 

ウ システム要件定義  エ ソフトウェア方式設計 

 

問題 10-66 IP210289-92                               □□□□ 

S 社の販売管理業務は、受注処理、出荷処理及び請求処理で構成されており、業務効率の向上を

目的として販売管理システムを利用している。  

販売管理業務の概要と販売管理システムの概要は、次のとおりである。 

 

〔販売管理業務の概要〕  

(1) 受注処理では、営業担当者が顧客から注文依頼を受けると、受注データを販売管理システム

に登録する。注文には、通常注文と優先注文の二つの種別がある。  

(2) 出荷処理では、受注データを基に在庫引当を行う。通常注文は在庫数の 70%まで引当可能であ

り、優先注文は在庫数まで引当可能である。在庫引当ができた分は、倉庫担当者が納品書を作成し

て出荷作業を行う。在庫引当ができなかった分は、次の入荷を待ってから出荷する。  

(3) 請求処理では、毎月 20日を請求締め日として、その翌日に経理担当者が出荷済データから顧

客ごとに請求書を作成して送付する。 

 

〔販売管理システムの概要〕  

販売管理システムでは、受注処理、出荷処理、請求処理の結果が、それぞれ、受注管理ファイル、

出荷管理ファイル、請求管理ファイルに登録される。  
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問 S社の販売管理業務を DFDで表すとき、次の図の a、bに入る適切な字句の組合せはどれか。 

請求書注文依頼

顧
客

a

b
顧
客

 

注 網掛けの部分は、表示していない。 

 

 a b 

ア 営業担当者 受注処理 

イ 出荷管理ファイル 倉庫担当者 

ウ 受注管理ファイル 出荷処理 

エ 受注処理 受注管理ファイル 

 

問 出荷処理において，引当数の求め方を流れ図で表すとき，次の図の c，d に入る適切な字句の

組合せはどれか。 

在庫数を
引当数とする

Yes

開始

注文数を
引当数とする

終了

c

d
Yes Yes

No

No

No

 

 注 網掛けの部分は、表示していない。 

 

 c d 

ア 通常注文か 注文数≦在庫数の 70% 

イ 通常注文か 注文数＞在庫数の 70% 

ウ 優先注文か 注文数≦在庫数の 70% 

エ 優先注文か 注文数＞在庫数の 70% 

 

問 ある日の商品 T の注文状況が次の表のとおりであったとき、11:00 の注文に対して引当可能な
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数量は幾つか。ここで、この日の仕入はなく、前日の業務終了時の在庫数は 100とする。 

 

注文時刻 注文種別 注文数 

10:00 通常注文 80 

10:30 優先注文 10 

11:00 通常注文 40 

 

ア 7  イ 10  ウ 14  エ 20 

 

問 請求処理において、顧客 P 社との取引が次の表のとおりであったとき、e に入る請求金額は幾

らか。 

 

日付 処理 金額（円） 

10/18 受注 20,000 

10/21 請求 250,000 

10/30 出荷 20,000 

11/3 受注 30,000 

11/5 受注 40,000 

11/6 出荷 30,000 

11/10 受注 35,000 

11/15 出荷 40,000 

11/20 受注 50,000 

11/21 請求  

11/25 出荷 35,000 

 

ア 70,000 イ 90,000 ウ 105,000 エ 155,000 

 

 e 
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問題 11-01 AD160134                                □□□□ 

 A 社では優良顧客の層について調査することになった。優良顧客とは、最近購入実績があり、かつ購

入回数が多い人とする。優良顧客の絞込みを行うために、最近の 1ヶ月、2ヶ月、3ヶ月、・・・につい

て、期間ごとに購入回数ごとの顧客数を数え、顧客購入分析表を作成することにした。優良顧客の層別

顧客数を求めるのに適切な顧客購入分析表はどれか 

 

550 650 ・・・

700 850 ・・・

： ： ：

最近1ヶ月

最近2ヶ月

：

10 9 ・・・
回数

月

550 650 ・・・

700 850 ・・・

： ： ：

最近1ヶ月

最近2ヶ月

：

10 9 ・・・
回数

月 最近2ヶ月

最近2ヶ月

最近1ヶ月

：

月

9

10

9

：

850

700

650

：

回数顧客数（人）

最近2ヶ月

最近2ヶ月

最近1ヶ月

：

月

9

10

9

：

850

700

650

：

回数顧客数（人）

最近1ヶ月

最近2ヶ月

：

最近1ヶ月

：

月

550

700

：

650

：

10

9

：

顧客数（人）回数

最近1ヶ月

最近2ヶ月

：

最近1ヶ月

：

月

550

700

：

650

：

10

9

：

顧客数（人）回数

10

9

：

10

：

回数

550

650

：

700

：

最近1ヶ月

最近2ヶ月

：

顧客数（人）月

10

9

：

10

：

回数

550

650

：

700

：

最近1ヶ月

最近2ヶ月

：

顧客数（人）月

顧客購入分析表（人） 顧客購入分析表

顧客購入分析表顧客購入分析表

ア

ウ エ

イ

 

 

問題 11-02 AD170133                                □□□□ 

 アプリケーションが表示するエラーメッセージを検討するときの留意事項として、適切なものはどれ

か 

 

ア エラーへの対処方法は省略し、エラー内容、事実だけを表示すべきである 

イ システム開発者がエラーの原因を究明するために必要な情報だけを表示すべきである 

ウ 短いほど良いので、略号やエラーコードをそのまま使用して表示すべきである 

エ 利用者が何をすべきかを、簡明かつ正確に表示すべきである 

 

問題 11-03 AD170140 AD200138                           □□□□ 

 ニューメリックチェックの説明として、適切なものはどれか 

 

ア 一定の規則に従ってデータから検査文字を算出し、データにその検査文字を付加することによって、

入力データをチェックする 

イ 数値として扱う必要のあるデータに、文字などの数値として扱えないものが含まれていないかどう

かをチェックする 

ウ 販売数と在庫数と仕入れ数の関係など、対となる項目の間に矛盾がないかどうかをチェックする 

エ マスタファイル作成時の入力データ中に同一キーのレコードが複数個あるかどうかをチェックす

る 

 



 129 

問題 11-04 AD170258 AD150260                           □□□□ 

2次元コードシンボルに関する記述のうち適切なものはどれか 

 

ア 1次元バーコードと同様に、情報は横方向だけに読み取る 

イ エラー訂正はできないが、エラー検出が可能となる 

ウ 同じ面積であれば、1次元バーコードに比べて多くの情報を記録できる 

エ マトリックス式は、水平・垂直方向に情報を持つので、読取り許容角度が狭い 

 

問題 11-05 AD170233 AD190229 AD210128                      □□□□ 

 次の方式によって求められるチェックディジットを付加した結果はどれか。ここで、データを 7394、

重み付け定数を 1234、基数を 11とする 

[方式] 

(1) データと重み付け定数の各桁の積を求め、その和を求める 

(2) 和を基数で割って、余りを求める 

(3) 基数から余りを減じ、その結果の 1の位をチェックディジットとしてデータの末尾に付加する 

 

ア 73940   イ 73941   ウ 73944   エ 73947 

 

問題 11-06 AD180160                                □□□□ 

 小さな領域に多くの情報を詰め込むことができ、読取り時にコードの一部が読めなくてもデータを正

しく読み出せるようなエラー訂正機能を持つコードはどれか 

 

ア ISBNコード   イ ITFコード   ウ QRコード   エ 全銀協コード 

 

問題 11-07 AD160235                                □□□□ 

 取引先ごとの売掛金の上限額と現在までの売掛金の合計値が、取引先マスタファイルに登録されてい

る。このとき、新たな注文による取引を、売掛金の上限値の点から受け付けてよいかどうかを調べるこ

とを何と呼ぶか 

 

ア シーケンスチェック   イ 重複チェック 

ウ フォーマットチェック  エ リミットチェック 

 

問題 11-08 AD180139                                □□□□ 

 コード設計において、検査文字を採用する目的はどれか 

 

ア コードの入力誤りや読取り誤りを検出する 

イ コードの入力時間を短縮する 

ウ 入力されたコードの重複を検出する 

エ 入力されたコードの文字種を検査する 
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問題 11-09 AD180132                                □□□□ 

 業務システムのコードの設計あるいは運用に関する記述として、適切なものはどれか 

 

ア コードの実際の付番は、コードの処理方法に詳しいシステム設計担当者が行うべきである 

イ コードの属性とけた数は、コンピュータの内部処理効率に重点を置いて設計すべきである 

ウ コードの入力ミスが業務に重大な影響を及ぼすと判断されるときは、検査文字（チェックディジッ

トなど）を採用すべきである 

エ コードの保守方法（追加、廃止、変更など）については、運用テストの段階で決めるべきである 

 

問題 11-10 AD160258                                □□□□ 

 小さな領域に多くの情報を詰め込むことができ、読取り時にコードの一部が読めなくてもデータを正

しく読み出せるようなエラー訂正機能をもつコードはどれか 

 

ア 2次元コード   イ ISBNコード   ウ Unicode   エ 全銀協コード 

 

問題 11-11 AD200230                                □□□□ 

 出力帳票の設計方針のうち、最も適切なものはどれか。 

 

ア 数値項目と文字項目は、それぞれ上下又は左右に分けてひとめとめにする。 

イ 帳票に統一性をもたせるために、タイトルの位置、データ項目の配置などに関する設計上のルー

ルを決めておく。 

ウ データ項目は、数値項目も文字項目も右詰めで印字する。 

エ プログラムの分かりやすさや保守性を考慮して、データ項目を配置する。 

 

問題 11-12 AD160137 AD1902031 AD210132                     □□□□ 

モジュールの内部構造を考慮することなく、仕様書どおりに機能するかどうかをテストする手法は

どれか 

 

ア トップダウンテスト   イ ブラックボックステスト  

ウ ボトムアップテスト  エ ホワイトボックステスト 

 

問題 11-13 AD170134 AD140136                           □□□□ 

既存のシステムのある機能を修正したところ、今まで正常に動作していた機能で異常終了した。不

十分であったと考えられるテストはどれか 

 

ア エンドユーザが本稼動前に運用して確認するテスト 

イ システム要件に定められている機能が、すべて含まれているかどうかを検証するテスト 

ウ 退行していないことを確認するテスト 

エ 量的な負荷をかけてシステムが業務に耐えられるかどうかを確認するテスト 
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問題 11-14 AD190130                                □□□□ 

 入力画面の設計方針のうち、最も適切なものはどれか 

 

ア 誤った入力に対しては、誤りの理由とその後の処理ができない旨のエラーメッセージを表示し、プ

ログラムの処理を終了するようにする 

イ 画面上に説明が多いと煩雑に感じるので、説明が必要な入力項目についてはヘルプ機能を用意し、

画面は簡素にする 

ウ 入力項目は、入力原票のレイアウトに関わらず、プログラムでの処理順に並べ替え、上から下、左

から右に配置する 

エ 入力データの登録・更新や中断などの操作はユーザがよく利用して習熟しているので、入力の確認

を省略し、操作性を向上するようにする 

 

問題 11-15 AD180133                                □□□□ 

 データの検査方法として、適切なものはどれか 

 

ア 検査数字による検査では、数字項目に 1けたを追加し、ほかのけたの数字を使用して一定の計算を

行い、計算値が追加した値を超えないことを検査する 

イ バランスチェックでは、仕訳データの借方と貸方のように、最終的な合計が一致すべきデータを

別々に集計して、両者が一致することを検査する 

ウ フォーマットチェックでは、必ず入力しなければならない項目が漏れなく入力されているかどうか

を検査する 

エ リミットチェックでは、ファイル中のデータの最大値又は最小値を検査する 

 

問題 11-16 AD190126                                □□□□ 

 外部設計及び内部設計の説明のうち、適切なものはどれか 

 

ア 外部設計ではシステムを幾つかのプログラムに分割し、内部設計ではプログラムごとの DFDを作成

する 

イ 外部設計ではデータ項目を洗い出して論理データ構造を決定し、内部設計では物理データ構造、デ

ータの処理方式やチェック方式などを決定する 

ウ 外部設計と内部設計の遂行順序は、基本計画におけるユーザの要求に基づいて決定される 

エ 外部設計はコンピュータ側から見たシステム設計であり、内部設計はユーザ側から見たシステム設

計である 

 

問題 11-17 AD200229                                □□□□ 

 取扱商品を管理するために、商品にコードを割り当てたい。先頭から 3けたを英大文字、後半 3けた

には数字を使用した 6けたのコードにするとき、最大で何種類の商品を管理することができるか。 

 

ア 2,340  イ 18,576  ウ 999,999  エ 17,576,000 
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問題 11-18 AD180233                                □□□□ 

 システム内で注文番号が一意でなければならないとき、次の注文データが入力された場合、今までの

注文データが格納されている注文マスタファイルを調べて、一意であることを確認するチェック方式は

どれか 

    注文データ 

注文番号 

（文字） 

注文日 

（年月日） 

商品コード 

（文字） 

数量 

（数値） 

顧客コード 

（文字） 

 

ア 重複チェック  イ フォーマットチェック 

ウ リミットチェック  エ 論理チェック 

 

問題 11-19 AD200231                                □□□□ 

 食品卸業の A社は、インターネット経由で 1,000社を超える取引先から注文を受け付けている。取り

扱っている商品は数多く、それらを分類した品目も多岐にわたり、取引先によって注文する商品は異な

る。ただし、各取引先が注文する品目の日々の変更は尐ない。 

 現在開発中の次期食材受注システムでは、取引先が短時間で商品を指定でき、かつ品目の変更にも即

応できるようにしたい。最も適切な方法はどれか。 

 

ア 取引先が、A社から配布された商品コード表を見て、商品コードを直接入力する。 

イ 取引先が、あらかじめ A社にカスタマイズしてもらった商品一覧を表示し、その中から商品を選

択する。 

ウ 取引先が、商品名や品目名などで検索することによって商品一覧を表示し、その中から商品を選

択する。 

エ 取引先が、必要に応じて自社でカスタマイズした商品一覧を表示し、その中から商品を選択する。 

 

問題 11-20 IP210147                                □□□□ 

システム開発の外部設計において行う作業はどれか。 

 

ア 画面・帳票レイアウトの設計   イ 性能要件の確定 

ウ 物理データの設計    エ プログラムの設計 

 

問題 11-21 AD190140                                □□□□ 

本稼動前に、システムが正常に稼動するかどうかを確認するために、ユーザ部門と情報システム部

門が合同で運用テストを実施することになった。ユーザ部門が優先して確認すべき事項はどれか 

 

ア オンライン処理、バッチ処理などが、運用手順どおりに稼動すること 

イ 決められた業務手順どおりに、システムが稼動すること 

ウ すべてのアプリケーションプログラムが仕様書どおりに機能すること 

エ 目標どおりのパフォーマンスが得られること 
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問題 11-22 AD180161                                □□□□ 

 例に示す標準 JANコード（13けた）で、3～7けた目（下線部）は何を表しているか 

 

  例）4934567890124 

 

ア 国コード    イ 商品アイテムコード   

ウ 商品メーカコード   エ チェックディジット 

 

問題 11-23 AD170132                                □□□□ 

 GUI画面での入力方式として、選択候補一覧から選択する方式を採用した方が適切な場合はどれか 

 

ア 項目単位のチェックや修正が必要な場合 

イ 入力データの種類が尐なく、データの内容が固定している場合 

ウ 入力データのとりうる値が多数ある場合 

エ 文章のような多量のデータを入力する場合 

 

問題 11-24 AD190131                                □□□□ 

 GUI 画面の設計において、キーボードの操作に慣れているユーザと、慣れていないユーザのどちらに

も、操作効率のよいユーザインタフェースを実現するための留意点のうち、最も適切なものはどれか 

 

ア キーボードから入力させる項目を最小にして、できる限り一覧からマウスで選択させるようにする 

イ 使用頻度の高い操作に対しては、マウスとキーボードの両方のインタフェースを用意する 

ウ 使用頻度の高い操作は、マウスをダブルクリックして実行できるようにする 

エ 入力原票の形式にとらわれずに、必須項目など重要なものは 1箇所に集めて配置し、入力漏れがな

いようにする 

 

問題 11-25 AD200233                                □□□□ 

 GUI画面での入力方法として、候補一覧から選択する方式を採用するのが適切な場合はどれか。 

 

ア 入力データがあらかじめ決められた数種の値だけの場合 

イ 入力データのとり得る値が多数ある場合 

ウ 入力データの編集が必要な場合 

エ 文章のような、一定の値とならないデータを入力する場合 

 

問題 11-26 AD170156                                □□□□ 

 オブジェクト指向技術の標準化段階 OMGが制定した、オブジェクト指向による分散処理環境を実現す

るためのオブジェクト管理プラットフォームの参照モデルはどれか 

 

ア COM   イ CORBA   ウ DCOM   エ OLE 
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問題 11-27 AD210125                                □□□□ 

外部設計及び内部設計の説明のうち、適切なものはどれか。 

 

ア 外部設計ではシステムを幾つかのプログラムに分割し、内部設計ではプログラムごとに DFDを作成

する。 

イ 外部設計ではデータ項目を洗い出して論理データ構造を決定し、内部設計では物理データ構造、デ

ータ処理方式やチェック方式などを決定する。 

ウ 外部設計と内部設計の遂行順序は、基本計画における利用者の要求に基づいて決定される。 

エ 外部設計はコンピュータ側からみたシステム設計であり、内部設計は利用者側から見たシステム設

計である。 

 

問題 11-28 AD190157                                □□□□ 

 JANコードの特徴はどれか 

 

ア エラー検出用のチェックディジットをもっている 

イ 都道府県コードをもっている 

ウ 標準 7けたのほかに短縮６けたのコードがある 

エ メーカが製造段階でコードを商品に印刷するインストアマーキング方式がある 

 

問題 11-29 AD160139                                □□□□ 

新しい業務システムの運用テストの開始に当たって、改版した業務手順書を配布したところ、わか

りにくいとのクレームが多発した。原因として考えられることはどれか 

 

ア 業務の体系と流れについて、改善点を記述した 

イ 業務の流れに沿って、システムに障害が発生したときの業務的な対処法を記述した 

ウ システムの機能について、プログラム設計書に記載した項目をそのまま詳細に記述した 

エ 従来の業務手順書でわかりにくかった部分を修正するとともに、変更履歴を１箇所にまとめて記

述した 

 

問題 11-30 AD200131                                □□□□ 

プログラムのテストに関する記述のうち、適切なものはどれか。 

 

ア 内部構造のテストにはブラックボックステストを用い、外部仕様のテストにはホワイトボックス

テストを用いる。 

イ プログラムに残っているエラーの個数は、既に見つかったエラーの個数とは無関係である。 

ウ プログラムの完全性を証明することがテストの目的であり、エラーは全て検出できるという仮説

の下にテスト計画を立てるべきである。 

エ プログラムのテストでは、正常なケースで正しく動作するかどうかだけではなく、誤った入力が

あった場合にも意図した動作をするかどうかを調べる必要がある。 
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問題 11-31 AD180232                                □□□□ 

 コード設計の作業の中で、最初に行うべき作業はどれか 

 

ア コード化作業とコード表作成 

イ コード化対象の選定 

ウ コードファイルの作成 

エ 使用期間とデータ量の予測 

 

問題 11-32 AD190129                                □□□□ 

 入力データのチェック方式の一つであるリミットチェックの説明はどれか 

 

ア データがある範囲にあるかどうかを検査する。 

イ データが一定の順序であるかどうかを検査する 

ウ データが論理的に正しいかどうかを検査する 

エ データのコードと表中に登録されたコードとを照合する 

 

問題 11-33 AD180258                                □□□□ 

 QRコード（JIS X 0510）の特徴はどれか 

 

ア ASCIIコード 128文字すべてをあらわすことができるバーコード 

イ 位置検出用パターンを検索して 360度のどの方向からも読取り可能とした 2次元コード 

ウ 小型化が可能で最小セルサイズ 9×9を実現している 2次元コード 

エ ダンボールなどに印刷され、標準物流コードとして利用されているバーコード 

 

問題 11-34 AD190230                                □□□□ 

 システム開発における設計作業のうち、外部設計工程で行うものはどれか 

 

ア サブシステムをプログラム単位まで分割したときのプログラム間のデータの流れの設計 

イ システムで使用するデータの識別や分類・配列を容易にするためのコードの設計 

ウ ハードウェアの特性を生かしたファイルやデータベースの物理的な決定 

エ プログラムのテスト計画やテストケースの設計 

 

問題 11-35 AD190259                                □□□□ 

 JANコードの特徴はどれか。 

 

ア 13桁の標準バージョンと 8桁の短縮バージョンがある。 

イ JISに制定され日本だけで通用するコード体系である。 

ウ 商品の価格を示す 5桁のコードがある。 

エ チェックディジットを持たないコード体系である。 
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問題 11-36 AD200232                                □□□□ 

 入力画面で選択肢のデフォルト値（既定値）を決定する際の考え方のうち、適切なものはどれか。 

 

ア 業務要件に基づいて決定したものなので、値を変更しない方がよい。 

イ 直前の利用者が指定した値をデフォルト値にすると、常に効率が良い。 

ウ デフォルトの値の表示位置は入力画面の左上にした方が入力効率が良い。 

エ 頻繁に使用される値がある場合は、それをデフォルト値とする。 

 

問題 11-37 AD210158 AD190260                           □□□□ 

QRコードの特徴はどれか。 

 

ア 3個の検出用シンボルで、回転角度と読取り方向が認識できる。 

イ 最大で英数字なら 128 文字、漢字なら 64文字を表すことができる。 

ウ バイナリ形式を除いた文字をコードで表現することができる。 

エ プログラム言語であり、携帯電話で実行できる。 

 

問題 11-38 AD210176                                □□□□ 

ディジタルディバイドを説明したものはどれか。 

 

ア PCなどの情報通信機器の利用方法が分からなかったり、情報通信機器を所有していなかったりして、

情報の入手が困難な人々のことである。 

イ 高齢者や障害者の情報通信の利用面での困難が、社会的・経済的格差につながらないように、だれ

もが情報通信を利活用できるように整備された環境のことである。 

ウ 情報通信機器やソフトウェア、情報サービスなどを、高齢者・障害者を含むすべての人が利用可能

であるか、利用しやすくなっているかの度合いのことである。 

エ 情報リテラシの有無や IT の利用環境の相違などによって生じる、社会的又は経済的格差のことで

ある。 

 

問題 11-39 AD200175                                 □□□□ 

 アクセシビリティを説明したものはどれか。 

 

ア 住民基本台帳の情報をコンピュータネットワークで管理することによって、住民サービスの向上

と行政事務処理の合理化を図ること 

イ 仕様の異なるコンピュータ間で、ネットワークなどを通じてそれぞれが管理するデータベースに

相互アクセスするなどの相互運用性のこと 

ウ 製品や食料品など、生産段階から最終消費段階又は廃棄段階までの全工程について、履歴の追跡

が可能であること 

エ ソフトウェアや情報サービス、Webサイトなどを、高齢者や障害者を含むだれもが利用可能であ

ること 
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問題 11-40 AD200257                                □□□□ 

 QRコードの特徴はどれか。 

 

ア 位置検出要素パターン（切り出しシンボル）によって、読取り方向が分かる。 

イ 同じ情報量ならば 1次元バーコードより広いスペースが必要である。 

ウ 数字、英字だけを取り扱える。 

エ バーコードを積み重ねたスタック型バーコード方式でできている。 

 

問題 11-41 AD200258                                □□□□ 

 標準物流シンボル（JIS X 0502）として、段ボールなど集合包装用に利用されているバーコードシン

ボルはどれか。 

 

ア ISBN  イ ITF   ウ JAN   エ OCR-B 

 

問題 11-42 AD170235                                □□□□ 

 結合テスト工程のテスト項目未消化件数と不良摘出数をグラフ化したところ、下図のようになった。

このとき対策として適切なものはどれか 

 

テスト経過時間→

←
件
数

テスト項目未消化件数
実績
予想

不良摘出数累計
実績
予想

テスト経過時間→

←
件
数

テスト項目未消化件数
実績
予想

不良摘出数累計
実績
予想

テスト経過時間→

←
件
数

テスト項目未消化件数
実績
予想

不良摘出数累計
実績
予想

 

テスト工程品質管理図 

 

ア テスト環境が悪いので、テスト環境の改善を検討する 

イ 投入マンパワーが不足しているので、増員を手配する 

ウ 特に対策検討の必要はない。このままテストを継続する 

エ 品質が悪いので、前工程のテスト項目と結果を見直す 

 

問題 11-43 AD190132                                □□□□ 

ボトムアップテストにおいて、被テストモジュールの上位モジュールの機能を代行するものはどれ

か 

 

ア シミュレータ  イ スタブ 

ウ デバッガ   エ ドライバ 
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問題 11-44 AD200133                                □□□□ 

ホワイトボックステストのテストデータを作成するときの注目点として、適切なものはどれか。 

 

ア 同値分割法を適用して得られた同値クラスごとの境界値 

イ プログラムのアルゴリズムなどの内部構造 

ウ プログラムの機能 

エ プログラムの入力と出力の関係 

 

問題 11-45 AD190232                                □□□□ 

ある販売会社では、本社に接続したサーバのデータを自社ネットワークを介して、全国の事業所に

提供するアプリケーションを開発している。システムテストを本社内の LAN 環境で行うとき、この環

境下のテストでは検証することが困難な項目はどれか。ここで、自社ネットワークとは、本社及び各

事業所内の LANと、本社と各事業所とを接続する通信回線から構成されている。 

 

ア アプリケーションプログラムの処理時間 

イ 応答時間 

ウ サーバが過負荷時の画面の動作 

エ サーバの処理能力 

 

問題 11-46 IP210108                                □□□□ 

POS システムなどで商品を一意に識別するために、バーコードとして商品に印刷されたコードはどれ

か。 

 

ア JAN  イ JAS  ウ JIS  エ QR 

 

問題 11-47 AD210129                                □□□□ 

入力画面の設計方針として、適切なものはどれか。 

 

ア 画面の操作性を向上させるために、関連する入力項目は隣接するように配置する。 

イ 初心者でも操作が容易になるように、コマンド入力方式を採用する。 

ウ 入力の誤りに対するエラーメッセージは、”入力が誤っています”に統一する。 

エ 利用者の操作が容易になるように、入力画面には詳細な使用方法を表示する。 

 

問題 11-48 AD200243 AD170242                           □□□□ 

 ソフトウェアの保守に当たり、修正や変更がほかの部分に影響していないことを確認するテストはど

れか。 

 

ア 性能テスト  イ 退行テスト 

ウ 負荷テスト  エ 例外処理テスト 
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問題 11-49 AD180134                                □□□□ 

 ブラックボックステストにおけるテストケースの設計方法はどれか 

 

ア プログラム仕様書の作成又はコーディングが発生した段階で、仕様書やソースリストを見て、テス

トケースを作成する 

イ プログラムの機能仕様やインタフェース仕様に基づき、テストケースを設計する 

ウ プログラムの全ての条件判定で、真と偽をそれぞれ 1回以上実行させることを基準に、テストケー

スを設計する 

エ プログラムの処理手順、すなわちロジック経路に基づき、テストケースを設計する 

 

問題 11-50 AD170234 AD160136                           □□□□ 

テスト工程におけるテスト作業の順序を次に示す 

    単体テスト→結合テスト→システムテスト→運用テスト 

マニュアル作成やテストデータなどを考慮した場合、ユーザ部門の要員が参画するのはどの段階か

らか 

 

ア 運用テスト  イ 結合テスト  ウ システムテスト  エ 単体テスト 

 

 

問題 11-51 AD190233                                □□□□ 

プログラムテストの管理図において、図のようにすべての線が横ばい状態になった。この状況から

推測できることとして、適切なものはどれか。 

時間

テ
ス
ト
項
目
数

検出バグ数

未消化テスト項目数

未解決バグ数

バ
グ
数

 

ア 解決困難なバグに直面しており、その後のテストが進んでいない。 

イ テスト項目の消化実績が上がっており、バグの発生がなくなった。 

ウ バグが多発し、テスト項目の消化実績が上がらなくなった。 

エ バグ発生とテスト項目消火の比率が一致し、未解決バグがなくなった。 

 

問題 11-52 IP220124                                 □□□□ 

JANコード中にデータとして組み込まれている情報はどれか。 

 

ア 商品の製造会社  イ 商品の製造日 

ウ 商品の流通経路  エ 商品のロット番号 
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問題 11-53 AD160238                                □□□□ 

 システムテストを実施するときに、どの仕様書に対応させてテストケースを作成すべきか 

 

ア 基本計画工程で作成した要求仕様書 

イ 外部設計工程で作成した外部設計書 

ウ 内部設計工程で作成した内部設計書 

エ プログラム設計工程で作成したプログラム設計書 

 

問題 11-54 AD180235                                □□□□ 

四つのサブシステム（ア～エ）から成るシステムを開発している。次のグラフは、それぞれのサブ

システムのテスト工程で発見されたバグの累積数を表したものである。最も高品質と考えられるサブ

システムはどれか。 

なお、発見されたバグはすべて除去済みであり、各サブシステムの開発規模、開発時間、要員数は、

ほぼ同じである 

時間

バ
グ
累
積
数

ア
イ

ウ

エ

 

 

問題 11-55 AD160138 AD130138                           □□□□ 

テスト工程での品質状況を判断するための管理項目として、テスト項目消化件数と累積バグ件数と

の相関がある。品質が安定しつつあることを表しているグラフはどれか 

テスト実施時間

エ
ラ
ー
累
積
数

テスト実施時間

エ
ラ
ー
累
積
数

テスト実施時間

エ
ラ
ー
累
積
数

テスト実施時間

エ
ラ
ー
累
積
数

ア イ ウ エ

  

 

問題 11-56 IP210145                                □□□□ 

既に稼動中のシステムに機能を追加するために、プログラムの一部を変更した。本番稼動してよいか

どうかを判断するために、稼動中のシステムに影響を与えることなくテストを行う環境として、最も適

切なものはどれか。 

 

ア プログラミング環境   イ ほかのシステム用のテスト環境 

ウ 本番環境    エ 本番環境と同等のテスト環境 
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問題 11-57 AD200132                                □□□□ 

次の特徴をもつ結合テストの手法はどれか。 

 

[特徴] 

・ システム開発の当初から、プログラミングと結合テストの並行作業が可能である。 

・ ドライバを必要とする。 

・ スタブは不要である。 

 

ア サンドイッチテスト   イ トップダウンテスト 

ウ ビッグバンテスト   エ ボトムアップテスト 

 

問題 11-58 AD200236 AD180135                           □□□□ 

 テスト時間と検出したエラー累積数の関係を示すグラフは、信頼度成長曲線で近似できることが多い。

この信頼度成長曲線とは、どのようなグラフか。 

 

テスト時間

エ
ラ
ー
累
積
数

テスト時間

エ
ラ
ー
累
積
数

テスト時間

エ
ラ
ー
累
積
数

テスト時間

エ
ラ
ー
累
積
数

ア イ

ウ エ

 

 

問題 11-59 AD160221                                □□□□ 

 プログラムの制御構造のうち、while-do型の繰り返し構造はどれか 

条件

処理

条件

処理

条件

処理
条件

処理処理

ア イ

ウ エ
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問題 11-60 AD190133                                □□□□ 

既存のシステムのある機能を修正し、テストしてから本稼動したところ、今まで正常に動作してい

た機能を実行するとエラーが発生するようになった。不十分であったと考えられるテストはどれか 

 

ア システムに障害が発生した際に、データベースの値などを回復する機能が正しく動作することを

確認するテスト 

イ システムに量的な負荷をかけても業務に支障がないことを確認するテスト 

ウ システムの修正によって、ほかの正常だった部分に悪影響が生じていないことを確認するテスト 

エ システムの本稼動前に、エンドユーザが運用して確認するテスト 

 

問題 11-61 IP220140                                 □□□□ 

表計算ソフトを利用して、次の 3種類のワークシートを作成した。それぞれのワークシートをプ

ログラムと考えるとき、これらのワークシートの動作を確認するテストのうち、結合テストに相当

するものはどれか。 

 

(1) 4～9月の各月の売上をすべて入力すると、その合計を計算するワークシート"上半期" 

(2) 10～3月の各月の売上をすべて入力すると、その合計を計算するワークシート"下半期" 

(3) ワークシート"上半期"の売上合計とワークシート"下半期"の売上合計を加えて年間の売上合計

を自動計算し、月別のグラフを表示するワークシート"年間" 

 

ア ワークシート"上半期"、ワークシート"下半期"のいずれにおいても、1 カ月分の売上を入力し

なかった場合には、各ワークシート上で売上合計がエラーになることを入力する。 

イ ワークシート"上半期"に 4～9月の各月の売上を、ワークシート"下半期"に 10～3月の各月の

売上を入力し、それぞれのワークシート内で半期の売上合計が正しく計算されることをテスト

する。 

ウ ワークシート"上半期"の売上合計とワークシート"下半期"の売上合計が、ワークシート"年間"

に正しく反映されることをテストする。 

エ ワークシート"上半期"の売上合計とワークシート"下半期"の売上合計を手計算することによ

って合算し、別途主計算で算出した年間の売上合計と一致することをテストする。 

 

問題 11-62 IP210153                                □□□□ 

プログラムテストに関する記述として、適切なものはどれか。 

 

ア ソフトウェアの品質は、設計段階で向上させるよりもテスト段階で保証した方がよい。 

イ テスト完了後のプログラムを修正した場合、修正部分を確認するテストデータを確認済みのテスト

データに追加して再テストを行う方がよい。 

ウ テストの目的はプログラムが正常に稼動することの確認なので、プログラムにエラーを起こさせる

テストデータは含めない方がよい。 

エ プログラムの作成者が、テストケースを設計してテストをする方がよい。 
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問題 11-63 AD160237                                □□□□ 

 入力データと出力結果の関係だけに注目してテストデータを作成し、プログラムの機能をテストする

手法はどれか 

 

ア トップダウンテスト   イ ブラックボックステスト 

ウ ボトムアップテスト   エ ホワイトボックステスト 

 

問題 11-64 IP210224                                 □□□□ 

PC やインターネットなどの IT を利用する能力や機会の違いによって、経済的又は社会的な格差

が生じることを何というか。 

 

ア アクセシビリティ  イ ダイバーシティ 

ウ ディジタルディバイド エ ディジタルデモクラシー 

 

問題 11-65 AD210131                                □□□□ 

次の順序でテストを実施するとき、システムの要求仕様に照らしたマニュアル検証やテストケース設

計などを考慮した場合、どの段階から利用部門の要員に参加してもらうのが望ましいか。 

 

単体テスト→結合テスト→システムテスト→運用テスト 

 

ア 単体テスト   イ 結合テスト 

ウ システムテスト  エ 運用テスト 

 

問題 11-66 IP210143                                □□□□ 

発注したソフトウェアが納品されたときに確認する項目として、適切なものはどれか。 

 

ア 委託先から提出された費用見積りの内容が妥当であること 

イ 作業報告書の記述から作業が遅れなく進捗していること 

ウ 仕様書に記載した機能が実装されていること 

エ 品質管理の計画が立案されていること 

 

問題 11-67 AD210133                                □□□□ 

デザインレビューを実施する目的として、最も適切なものはどれか。 

 

ア 経営トップ、利用者、開発委託予定企業のリーダなど、システムに関連する多くの人々の参加を得

て、広く意見を聞くため 

イ システム開発の作業方法を確認し、目的とするシステムが構築できるかどうかを評価するため 

ウ 設計の工程ごとに設計品質の評価を行い、各工程が終了したかどうかを判断するため 

エ プログラミング工程に進む直前に、システムの最終的な設計書が完成したかどうかを確認するため 
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問題 11-68 IP210142                                □□□□ 

入力と出力だけに着目して様々な入力に対して仕様書どおりの出力が得られているかどうかを確認

していく、システムの内部設計とは無関係に外部から見た機能について検証するテスト方法はどれか。 

 

ア 運用テスト    イ 結合テスト 

ウ ブラックボックステスト  エ ホワイトボックステスト 

 

問題 11-69 AD200235                                □□□□ 

 システム開発におけるテストでは、小さな単位から大きな単位へ、テストを積み上げていく方法が採

られることが多い。このとき、テストの適切な実施順序はどれか。 

 

ア システムテスト → 結合テスト → 単体テスト 

イ システムテスト → 単体テスト → 結合テスト 

ウ 単体テスト → 結合テスト → システムテスト 

エ 単体テスト → システムテスト → 結合テスト 

 

問題 11-70 IP210250                                □□□□ 

あるシステムの開発において、単体テスト、結合テスト、システムテスト、運用テストの順にテ

ストを実施することにした。システムテストのテストケースの作成者として適切な者はだれか。 

 

ア 外部設計の担当者  イ 内部設計の担当者 

ウ プログラム開発の担当者 エ 利用部門の担当者 

 

問題 11-71 AD200234                                □□□□ 

 ホワイトボックステストの説明として、適切なものはどれか。 

 

ア 外部仕様に基づいてテストデータを作成する。 

イ 同値分割の技法を使用してテストデータを作成する。 

ウ 内部構造に基づいてテストデータを作成する。 

エ 入力と出力の関係からテストデータを作成する。 

 

問題 11-72 IP210149                                □□□□ 

プログラミングの説明として、適切なものはどれか。 

 

ア 個々のプログラムを結合し、ソフトウェアが要求どおり動作するかを検証する。 

イ ソフトウェアを階層構造に基づいて機能分割する。 

ウ プログラム言語の文法に従って処理手順などを記述し、その処理手順などに誤りがないかを検証す

る。 

エ プログラムの処理手順を図式化する。 



 145 

問題 11-73 AD210168                                □□□□ 

図の使い方のうち、適切なものはどれか。 

 

ア CPUの価格と性能の関係を示すために特性要因図を使う。 

イ 休日のシステム障害時の電話連絡の順序を示すためにガントチャートを使う。 

ウ 製品の品質悪化の原因を把握するためにアローダイアグラムを使う。 

エ 物品購入の手続を示すためにフローチャートを使う。 

 

問題 10-74 AD180256                                □□□□ 

 CORBAを説明したものはどれか 

 

ア ORB（Object Request Broker）同士を相互に接続するためのプロトコル 

イ オブジェクト指向の概念と手続指向の性質をもつ言語使用とライブラリ 

ウ 分散オブジェクト環境で、オブジェクト間の通信をつかさどるソフトウェア 

エ 分散オブジェクト環境で、オブジェクト同士が通信するための共通仕様 

 

問題 11-75 IP220147                                 □□□□ 

プログラムの単体テストに関する記述のうち、適切なものはどれか。 

 

ア 作成したプログラムごとのテストは行わず、複数のプログラムを組み合わせ、一括してテスト

する。 

イ テスト仕様は、システム要件を定義する際に作成する。 

ウ テストデータは、システムの利用者が作成する。 

エ ロジックの網羅性も含めてプログラムをテストする。 

 

問題 11-76 AD180177                                □□□□ 

 情報バリアフリーに該当するものはどれか 

 

ア 音声や手書き文字などの限られた手段でしか入力できない場合でも、情報機器を活用することがで

きる環境 

イ 携帯電話や自動車電話のように、利用者が移動しながら通信端末を利用することができる環境 

ウ 情報通信手段の活用によって、通勤時の時間的・精神的なロスのない勤務形態を実現できる環境 

エ モバイルコンピューティング、ホームネットワークなどによって、個人がシームレスにコンピュー

タを利用できる環境 
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問題 11-77 AD170257 AD190156                           □□□□ 

 CORBAの説明はどれか 

 

ア Javaを用いた開発において、商品化されたプログラムを作成するための技術仕様である 

イ エンドユーザがデータベースにアクセスして問題点や解決策を得るオンライン分析型アプリケー

ション機能である 

ウ グループでの作業を支援するための電子メール、電子掲示板、ワークフロー機能などから成る統合

ソフトである 

エ 分散システム環境で、オブジェクト同士がメッセージを交換するための共通仕様である 

 

問題 11-78 IP220134                                 □□□□ 

ソフトウェア結合テストに関して説明したものはどれか。 

 

ア 関連する業務処理を行っているシステムを結合して、正常に稼働することを確認する。 

イ すべての命令や分岐条件などを網羅するホワイトボックステストによってプログラムが仕様

書どおりに動作することを確認する。 

ウ プログラマが検証ツールやチェックリストを利用して、プログラムがコーディング基準に従っ

て作成されていることを確認する。 

エ プログラム間のインタフェースが整合していることを確認する。 

 

問題 11-79 IP220149                                 □□□□ 

ソフトウェアの受け入れに関する記述として、適切なものはどれか。 

 

ア 受入れでは、そのソフトウェア開発者の支援などの関与があってはならない。 

イ 受入れでは、そのソフトウェアの開発で用いた詳細設計書に基づいて、取得者がレビュー及び

テストする。 

ウ 受入れは、そのソフトウェアの開発者が主体的に行う。 

エ 受入れは、そのソフトウェアの取得者が行い、開発者は受入れを支援する。 

 

問題 11-80 AD180234                                □□□□ 

 ソフトウェアのテスト方法のうち、ソフトウェア保守のために行った変更によって、影響を受けない

はずの箇所に影響を及ぼしていないかどうかを確認する目的で行うものはどれか 

 

ア 運用テスト  イ 結合テスト 

ウ システムテスト エ リグレッションテスト 
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問題 12-01 AD180146                                □□□□ 

 作業の予定と実績を表現するのに適している図表はどれか 

 

ア SDチャート     イ 円交差チャート    

ウ ガントチャート    エ デシジョンツリー 

 

問題 12-02 AD200169                                □□□□ 

 ガントチャートを説明したものはどれか。 

 

ア 作業別に作業内容とその実施期間を棒状に図示したものであり、作業の予定や実績を示す場合に

効果的である。 

イ 散点グラフにプロットされた要素の、比較的短期間での座標上の移動変化を示す場合に効果的で

ある。 

ウ 複数の属性項目の値を線で結び、その値のバランスを評価する場合に効果的である。 

エ 棒グラフと折れ線グラフを組み合わせ、管理上の優先度を明示する場合に効果的である。 

 

問題 12-03 AD190235                                □□□□ 

 工程管理図表に関する記述のうち、ガントチャートの特徴はどれか。 

 

ア 工程管理上の重要ポイントの把握に適しており、個人の進捗管理などに用いられる。 

イ 個々の作業の順序関係、所要日数、余裕日数などが把握できる。 

ウ 作業開始と作業終了の予定と実績や、作業中の項目などが把握できる。 

エ 作業の出来高の時間的な推移を表現するのに適しており、費用管理と進捗管理が同時に行える。 

 

問題 12-04 IP210150                                □□□□ 

時間を横軸にし、タスクを縦軸にとって所要期間に比例した長さで表した工程管理図はどれか。 

 

ア E-R図    イ アローダイアグラム 

ウ ガントチャート   エ 状態遷移図 

 

問題 12-05 AD170136 AD120217                           □□□□ 

GUIを活用したソフトウェアの開発規模を見積もるときに適用しやすいといわれている、ファンク

ションポイント法に関する記述として、適切なものはどれか 

 

ア 開発するプログラムのステップ数を基に、開発規模を見積もる方法 

イ 開発プロジェクトで必要な作業をブレークダウンしながら、各作業の工程を見積もる方法 

ウ 外部入出力や内部論理ファイルの数と開発の難易度などから、システムの開発規模を見積もる方

法 

エ 過去の類似例を探し、その実績を参考に見積もる方法 
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問題 12-06 AD190136                                □□□□ 

 システム変更に際して、保有する 3,000本のプログラムのうちで修正対象となるプログラムは全体の

30％であることが分かった。修正に必要な工数は何人月になるか。ここで、1 日に 1 人のプログラマが

修正できるプログラム本数は 0.25本とする。プログラマは 1ヶ月あたり 20日間作業するものとする 

 

ア 11.25 イ 180  ウ 225  エ 600 

 

問題 12-07 AD200135                                □□□□ 

 ソフトウェア開発において WBS（Work Breakdown Structure）を使用する目的として、適切なものは

どれか。 

 

ア 開発の所要日数と費用がトレードオフの関係にある場合に、総費用の最適化を図る。 

イ 作業の順序関係を明確にして、重点管理すべきクリティカルパスを把握する。 

ウ 作業の日数を横棒（バー）で表して、作業の開始や終了時点、現時点の進捗を明確にする。 

エ 作業を階層に分解して、管理可能な大きさに細分化する。 

 

問題 12-08 AD190236                                □□□□ 

 あるシステムを開発するために工数を見積もったところ 150人月であった。現在までの投入工数は 60

人月で、完了率はシステム全体の 3割となっており、進捗に遅れが出ている。今後とも同じ生産性が続

くとすると、このシステム開発を完了させるには、見積もり工数を何人月分超過するか。 

 

ア 50  イ 90  ウ 105  エ 140 

 

問題 12-09 AD190237                                □□□□ 

 ソフトウェアの開発規模をファンクションポイント法で見積もる場合の要素の一つはどれか。 

 

ア 開発者の能力レベル    イ 開発ソフトウェアの総ステップ数 

ウ 開発ソフトウェアの入出力数   エ 開発で使用する言語 

 

問題 12-10 AD150242                                □□□□ 

あるプロジェクトの工数配分は表のとおりである。基本設計からプログラム設計までは計画どおり

終了した。プログラミング段階に入り3,000本のプログラムのうち1,200本が完了したところである。

現在のプロジェクト全体の進捗度は何％か 

 

基本設計 詳細設計 プログラム設計 プログラミング テスト 

0.08 0.16 0.20 0.25 0.31 

 

ア 40   イ 44   ウ 54   エ 59 
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問題 12-11 AD160141                                □□□□ 

災害対策のためのバックアップデータの取扱いとして、適切な記述はどれか 

 

ア バックアップテープは、いつでもバックアップ可能にするため、サーバに装てんしたままにして

おくことが望ましい 

イ バックアップテープは、磁力低下によって内容が消滅するので、定期的に磁石で磁化する必要が

ある 

ウ バックアップテープは、バックアップ対象の装置の破損と同時に破損しないように、別の場所に

保管しておくことが望ましい 

エ バックアップテープは、バックアップテープの存在とバックアップの内容がすぐにわかるように、

サーバの近くに保存する 

 

問題 12-12 AD150257 AD200154                           □□□□ 

リスク分析に関する記述のうち、適切なものはどれか 

 

ア 考えられるすべてのリスクに対処することは、時間と費用がかかりすぎるので、損失額と発生確

率を予測し、リスクの大きさにしたがって優先順位を付けるべきである 

イ リスク分析によって評価されたリスクに対し、すべての対策が完了しないうちに、繰り返しリス

ク分析を実施することは避けるべきである 

ウ リスク分析は、将来の損失を防ぐことが目的であるから、過去の類似プロジェクトで蓄積された

データを参照することは避けるべきである 

エ リスク分析は、リスクの発生による損失額を知ることが目的であり、その損失額に応じて対策の

費用を決定すべきである 

 

問題 12-13 AD180153                                □□□□ 

 火災に対して、コンピュータ室に消火設備を設置することは、どのリスク対策に当たるか 

 

ア リスク移転   イ リスク回避   ウ リスク軽減   エ リスク保有 

 

問題 12-14 AD170142                                □□□□ 

 X 社の新システムは、顧客管理システム、受発注管理システム及びコールセンタシステムをそれぞれ

別の拠点で稼動させ、これらをネットワークで接続し、障害時には相互に補完することにしている。ま

た、運用はそれぞれの拠点で実施している。このシステムの最も大きなメリットはどれか 

 

ア 運用を統合でき、運用要員を削減できる 

イ 災害などに対する危険分散を図ることができる 

ウ ソフトウェアのバージョン管理を容易にすることができる 

エ バックアップファイルを一元管理できる 
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問題 12-15 AD160156                                □□□□ 

リスクマネジメントにおいて、データの破壊やシステムの可用性が損なわれることで発生する直接

的損失はどれか 

 

ア 業務形態の変更によるシステムの再開発費用とデータベースの移行費用 

イ システムが復旧するまでの間、代替の手段にかかる費用 

ウ システム防御の実現可能性の検討にかかる費用 

エ データの破壊によって失った信頼を回復するためにかかる費用 

 

問題 12-16 AD160240                                □□□□ 

 表は、1 人で行うプログラム開発の開始時点での計画表である。6 月 1 日に作業を開始したが、6 月

16 日終了時点で、コーディング作業の 25％しか終了しなかった。6 月 16 日終了時点で残っている作業

は全体の工程の約何％か。ここで、開発は土日を除く週 5日間に行う。 

 

チェックポイント 計画工数 完了予定日 

仕様書作成 2日 6月 2日（火） 

プログラム設計 5日 6月 9日（火） 

テスト計画 1日 6月 10日（水） 

コーディング 4日 6月 16日（火） 

コンパイル 2日 6月 18日（木） 

テスト 3日 6月 23日（火） 

 

ア 30   イ 47   ウ 52   エ 53 

 

問題 12-17 AD170173 AD140173 AD200272                      □□□□ 

 表は、あるイベントの準備作業 A～E と標準担当者人数及び所要日数の関係を示している。この表に

したがって準備時間を 35 日前に開始したが、ほかの作業との関係で、最初の 20 日間は、1 人しか担当

させられない事態となった。イベントの開催に間に合うように残りの準備作業を行うためには、1 日あ

たり最低何人の担当者を確保する必要があるか。ここで、準備作業はマニュアル化されており、だれで

も担当でき、並行して作業ができるものとする 

 

準備作業 担当者人数 所要日数 

A 2 5 

B 2 5 

C 3 10 

D 2 5 

E 5 10 

 

ア 4   イ 5   ウ 6   エ 7 



 151 

問題 12-18 AD190152                                □□□□ 

 リスク管理体制に関する記述のうち、適切なものはどれか 

 

ア リスク管理担当役員に、権限と機能を集中させ、リスクの発見・識別から評価に至るまですべての

リスク管理を実施させる 

イ リスク管理には機密管理が含まれるので、リスク管理の専門部門以外の部門はリスク管理に関与す

べきではない 

ウ リスク処理は、保険、経営資源管理に関係するので、専任のリスク管理部門としては、財務部門が

行うべきである 

エ リスク対策の実施は、権限と機能を持つ各部門にゆだね、全体管理は経営層に直結したリスク管理

部門が行う 

 

問題 12-19 AD200136                                □□□□ 

 100 本のプログラムの単体テストの進捗管理を、作業の完了度合と作業ごとの工数比率に基づいて行

いたい。表は単体テストの作業内容、工数比率及び現在までに作業が完了したプログラム本数を示して

いる。現在の単体テストの進捗率は何%か。ここで、仕掛中の作業はないものとする。 

 

作業の内容 工数比率（%） 
作業が完了した 

プログラム本数 

テストデータ設計 20 100 

テストデータ作成 20 100 

テスト実施 20 70 

テスト結果検証 40 50 

 

ア 20  イ 26  ウ 74  エ 80 

 

問題 12-20 AD180137                                □□□□ 

 全部で 100画面から構成されるシステムの画面作成作業において、小規模かつ単純な画面が 30、中規

模かつ普通の画面が 40、大規模かつ普通の画面が 20、大規模かつ複雑な画面が 10である場合の工数を、

表の標準作業日数を用いて標準タスク法で見積もると何人日になるか。ここで、全部の画面のレビュー

に 5人日、作業の管理にはレビューを含めた作業工程の 20%を要するものとする 

 

画面当たりの標準

作業日数（人日） 

複雑度 

単純 普通 複雑 

規模 

小 0.4 0.6 0.8 

中 0.6 0.9 1.0 

大 0.8 1.0 1.2 

 

ア 80   イ 85   ウ 101   エ 102  
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問題 12-21 IP210148                                □□□□ 

あるシステムの設計工程における設計書作成の予定所要工数、及び現在の各設計書の進捗率は表のと

おりである。予定通りの所要工数で完了まで進むものとして、すべての設計書の完了を 100％としたと

き、現在の全体の進捗率（％）は幾らか。 

 

 予定所要工数（時間） 現在の進捗率（％） 

外部設計書 500 100 

内部設計書 700 50 

プログラム設計書 900 30 

 

ア 40   イ 47   ウ 53   エ 60 

 

問題 12-22 IP210236                                □□□□ 

図は、リスクシミュレーションを基に、あるプロジェクトの見積りコストに対して最終的にその

額に収まる確率を示したものである。現在、プロジェクトの予算として 4,000万円を用意している。

実際のコストが見積りコストを上回ってしまう確率を 20%まで引き下げるためには、予備として、

あとおよそ何万円用意することが妥当か。 
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ア 1,000 イ 2,000 ウ 4,800 エ 9,000 

 

問題 12-23 AD180154 AD160256                           □□□□ 

 情報システムの災害時対応計画の策定における留意点はどれか 

 

ア 火災や地震などの災害が発生した場合、要員はコンピュータへの被害の拡大防止を最優先して行動

するよう計画する 

イ 災害時対応計画はリスク分析の結果に基づいて策定し、組織体の長が承認する 

ウ データのバックアップは、災害時対応計画の検討対象ではなく、日常の運用業務で計画する 

エ 予測しがたい事態を対象とするので、具体的な対策指示書の作成は避ける 
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問題 12-24 IP210141                                □□□□ 

ファンクションポイント法に関する記述はどれか。 

 

ア ソフトウェアのもつ機能の数を基に、その規模を見積もる手法 

イ プログラムの行数やファイルサイズなどを基に、ソフトウェアの規模を見積もる手法 

ウ 見積担当者の経験から楽観値や悲観値を割り出してソフトウェアの規模を見積もる手法 

エ 予想されるプログラム行数にエンジニアの能力や要求の信頼性などの補正係数を掛け合わせて開

発工数や期間、要員や生産性を見積もる手法 

 

問題 12-25 AD140239                                □□□□ 

ソフトウェア開発において、価格が 1,500万円のツールを導入したところ、開発期間を当初予定の

6 ヶ月から 4ヶ月に短縮できた。ツールの投資効果として、ツールも含めた全体の開発費用は何万円

低減できたか。ここで、開発に要した要員数は 10人であり、要員の原価は 100万円/人月とする。ま

た、ツールはこの開発だけで使用するものとする 

 

ア 500   イ 2,000   ウ 2,500   エ 4,000 

 

問題 12-26 AD170253                                □□□□ 

 リスク管理体制に関する記述のうち、適切なものはどれか 

 

ア リスク管理担当役員に、権限と機能を集中させ、リスクの発見・識別から評価に至るまですべての

リスク管理を実施させる 

イ リスク管理には機密管理が含まれるので、リスク管理の専門部門以外の部門はリスク管理に関与す

べきではない 

ウ リスク処理は、保険、経営資源管理に関係するので、専任のリスク管理部門としては、財務部門が

行う 

エ リスク対策の実施は、権限と機能をもつ各部門にゆだね、全社管理は経営層に直結したリスク管理

部門が行う 

 

問題 12-27 AD200238                                □□□□ 

 現時点における設計書作成の作業実績工数及び進捗率は表のとおりである。これまでどおりの生産性

で完了まで進められるとすると、すべての設計書を完成させるために今後必要な工数は何人日か。 

 

 作業実績工数（人日） 現在の進捗率（％） 

外部設計書 500 100 

内部設計書 350 70 

プログラム設計書 270 30 

 

ア 150  イ 630  ウ 780  エ 1,120 
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問題 12-28 IP210133                                □□□□ 

事業者の基幹となる業務で使用しているシステムにおける障害対策の考え方のうち、最も適切なもの

はどれか。 

 

ア 障害が発生した際に短時間で復旧できると判断した場合は、混乱を避けるために復旧してから関連

部門へ連絡する手順にすべきである。 

イ 障害が発生した際には短時間で業務を再開させることが最も重要なので、システムを再起動して業

務を再開させてから障害原因を究明する手順にすべきである。 

ウ 障害が発生した際の対処方法は状況によって異なるので、定められた対応手順よりも、現場での判

断を最優先にすると規定すべきである。 

エ 障害の発生は避けられないものと考えて、一部の障害によってシステム全体が停止したり、業務が

再開できなくなったりしないような対策を準備すべきである。 

 

問題 12-29 AD190253                                □□□□ 

 セキュリティ状況の把握、リスク分析、セキュリティ対策の計画、セキュリティ対策の実施のプロセ

スにおいて、リスク分析で得られる結果はどれか。 

 

ア 洗い出した脆弱性 

イ 組み込まれたセキュリティコントロール 

ウ セキュリティ仕様 

エ 損失の大きさ 

 

問題 12-30 AD210152                                □□□□ 

データの破壊やシステムの可用性が損なわれることによって発生する費用のうち、リスクマネジメン

トにおいて直接的損失に分類されるものはどれか。 

 

ア システムが復旧するまでの代替処理にかかる費用 

イ データの破壊によって失った信用を回復するためにかかる費用 

ウ データベースの二重化とバックアップシステムの構築にかかる費用 

エ 不正アクセス防止策の実現可能性の検討にかかる費用 

 

問題 12-31 IP210103                                □□□□ 

システム開発に関する RFP（Request For Proposal）の提示元及び提示先として、適切なものはどれ

か。 

 

ア 情報システム部門から CIOに提示する。 

イ 情報システム部門からベンダに提示する。 

ウ 情報システム部門から利用部門に提示する。 

エ ベンダから CIOに提示する。 
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問題 12-32 AD150140                                □□□□ 

 作業量が等しい 50 項目の作業を、10 日間で完了する計画を立てた。現在 5 日目が終了した時点で完

了したのは 20 項目である。進捗の遅れを、現在完了した作業項目が本来終わっていなければならない

日との差で表すとすると、遅れは何日か 

 

ア 1   イ 2   ウ 3   エ 4 

 

問題 12-33 IP210132                                □□□□ 

システム開発プロジェクトにおけるリスク管理として、適切なものはどれか。 

 

ア リスク管理は、要件定義が完了した時点から実施する。 

イ リスク管理を行う範囲には、スキル不足など個人に依存するものは含まない。 

ウ リスクに対しては発生の予防と、発生による被害を最小限にする対策を行う。 

エ リスクの発生は予防措置を徹底することで防止でき、その場合は事後対策が不要になる。 

 

問題 02-34 IP210239                                □□□□ 

プログラムの開発作業で担当者 A～Dの 4人の工程ごとの生産性が表のとおりのとき、4人同時に

見積りステップ数が 12kステップのプログラム開発を開始した場合に、最初に開発を完了するのは

だれか。 

 

担当者 設計 プログラミング テスト 

A 3 3 6 

B 4 4 4 

C 6 4 2 

D 3 4 5 

 

ア A  イ B  ウ C  エ D 

 

問題 12-35 IP210134                                □□□□ 

プロジェクトを立ち上げるときに、最初に行うことはどれか。 

 

ア 進捗管理    イ スケジュール立案 

ウ プロジェクト目標の明確化  エ 予算立案 

 

問題 12-36 IP210136                                □□□□ 

プロジェクト管理においてマイルストーンに分類されるものはどれか。 

 

ア 結合テスト工程   イ コーディング作業 

ウ 設計レビュー開始日   エ 保守作業 

単位 kステップ/月 
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問題 12-37 IP210243                                □□□□ 

新しい業務ソフトウェアの開発が完了し、実環境へ導入することになった。当該ソフトウェアの

導入時に必要な作業として、適切なものはどれか。 

 

ア 業務実施状況監視やバッチ処理投入などに必要な運用コストの見積り 

イ ディスク容量など、必要なハードウェア資源の確保 

ウ 当該ソフトウェアで実現する機能の決定 

エ 当該ソフトウェアの開発工数の見積り 

 

問題 12-38 AD150239 AD210134                           □□□□ 

開発作業の順序や相互関係を表すのに用いられる図はどれか 

 

ア WBS（Work Breakdown Structure）の構造木 

イ アローダイアグラム 

ウ ガントチャート 

エ マイルストーンチャート 

 

問題 12-39 IP210230                                □□□□ 

ある作業を６人のグループで開始し、3 ヶ月経過した時点で全体の 50%が完了していた。残り 2

ヶ月で完了させるためには何名の増員が必要か。ここで、途中から増員するメンバの作業効率は最

初から作業している要員の 70％とし、最初の 6人のグループの作業効率は残り 2ヶ月も変わらない

ものとする。 

 

ア 1  イ 3  ウ 4  エ 5 

 

問題 12-40 IP210234                                □□□□ 

プロジェクトを管理する上で、プロジェクトマネージャが考慮すべき制約条件の組合せとして、

適切なものはどれか。 

 

ア 対象範囲、納期、予算 イ 対象範囲、納期、リスク 

ウ 対象範囲、予算、リスク エ 納期、予算、リスク 

 

問題 12-41 IP210241                                □□□□ 

プロジェクト立上げ時に、プロジェクトの活動を総合的に管理及び調整するために、プロジェク

ト憲章を定める。プロジェクト憲章に盛り込むべき内容として、適切なものはどれか。 

 

ア スケジュール  イ 体制 

ウ 品質マネジメント計画 エ プロジェクトの目的 
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問題 12-42 IP210244                                □□□□ 

ソフトウェア開発における仕様変更の手順の要素を“変更内容の評価”、“変更の指示”、“変更の

反映”、“変更要求の受付”としたとき、手順の Aに該当するものはどれか。 

  

 

ア 変更内容の評価  イ 変更の指示 

ウ 変更の反映   エ 変更要求の受付 

 

問題 12-43 IP210245                                □□□□ 

情報システムの安定稼動を妨げる様々な脅威への事前対策に関する説明のうち、適切なものはど

れか。 

 

ア 外部からの不正侵入が完全に阻止できれば、不正アクセスへの事前対策としては問題ない。 

イ 自然災害に対しては予測が困難なので、人的災害に絞って事前対策を講じる。 

ウ すべてのデータをバックアップしておけば、ほかの事前対策は不要となる。 

エ 予想損失額や対策コストとのトレードオフを考慮して、必要な事前対策を講じる。 

 

問題 12-44 AD190257                                □□□□ 

 ソフトウェア開発工程を評価・改善するに当たって使用できる成熟度モデルはどれか。 

 

ア CMMI イ MBNQA ウ SLA  エ SLCP 

 

問題 12-45 AD170137                                □□□□ 

 システム構築に際して、システム開発を外部に委託することにした。このときに配慮すべき事項と

して、適切なものはどれか 

 

ア 受入検査を簡単に済ませるため、信頼できる委託先に発注する 

イ 開発の進捗状況を自社でも把握することで、問題点を早期に発見して対処する 

ウ 業務に精通した委託先に業務仕様の決定も含め一括して任せる 

エ 信頼できる委託先でも、担当者の作業にいたるまで詳細な指示をする 

 

問題 12-46 IP210251                                □□□□ 

プロジェクトのスケジュールを短縮する方法について説明したものはどれか。 

 

ア ウォータフォール型のシステム開発をスパイラル型に変更する。 

イ クリティカルパスの期間を厳守するために、クリティカルパスにない作業の順序を変更する。 

ウ 順番に行うように計画した作業を並行して行うように変更する。 

エ プロジェクトの全期間で、メンバの作業負荷をできるだけ一定になるように調整する。 
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問題 12-47 IP220104                                □□□□ 

B社は図のような流れで情報システムを調達した。aに当てはまるものはどれか。 

 

B社　（経営層） B社（IT部門） ベンダ企業

経営戦略策定
事業戦略策定

調達先選定基準承認 調達先選定基準策定

システム要求事項策定

作成・配布a 受領a

提案内容の比較評価・
調達先選定

選定調達先承認

選定調達先と契約締結 B社と契約締結

提案書作成

 

 

ア NDA  イ RFI  ウ RFP  エ SLA 

 

問題 12-48 IP220133                                □□□□ 

ある開発プロジェクトでソフトウェア結合テストを終了し、システムの機能を確認するシステム

テストを行っている。このシステムテストで、あるプログラムに不良が多発しているとの報告があ

った。プロジェクトマネージャが最初に行うべきこととして、最も適切なものはどれか。 

 

ア システムテストを中断し、ソフトウェア結合テストからやり直す。 

イ テストの進捗に遅れが出ないようにするために、問題のあるプログラムのテスト要員を増やす。 

ウ 問題のあるプログラムの品質を再評価し、システムテストへの影響を把握する。 

エ 問題のあるプログラムをテスト対象から外し、プログラムを再作成する。 

 

問題 12-49 IP220136                                □□□□ 

合意済みのシステム要件に対し、機能追加となる変更依頼を顧客から受けた。このときの受託側

の対応として、適切なものはどれか。 

 

ア 運用設計担当者が、変更を行うかどうかを判断する。 

イ 決定権を持つ会議や責任者が、変更を行うかどうかを判断する。 

ウ 当該顧客の営業担当者が、変更を行うかどうかを判断する。 

エ 変更に係るソフトウェアの開発担当者が主体となって、変更を行うかどうかを判断する。 

 

 



 159 

問題 12-50 IP220144                                □□□□ 

プロジェクトにおける開発予算に関する記述のうち、最も適切なものはどれか。 

 

ア 開発計画は総開発予算に基づき作成するものなので、個々の作業ごとの見積もりを積算して計

画してはならない。 

イ 開発予算と実績の差異を監視し、必要に応じて計画変更を行う。 

ウ 開発予算は直接資材調達に対するもので、プロジェクトに参加する社員の人件費は含めない。 

エ 類似プロジェクトの有無に関わらず、ファンクションポイント法を用いて詳細な見積もりを行

う。 

 

問題 12-51 IP220146                                □□□□ 

プロジェクトマネージャが行うプロジェクト関係者とのコミュニケーションに関する記述のう

ち、最も適切なものはどれか。 

 

ア どのような報告をいつ、だれに対してどのような方法で行うか、プロジェクトの開始時点で決

めておく。 

イ 発注者にプロジェクトの進捗報告を行うときは、開発担当者が作成した進捗報告をそのまま使

用する。 

ウ プロジェクトチームのメンバとのコミュニケーションは、連絡の迅速性を重視して口頭で行う。 

エ プロジェクトの規模にかかわらず、定期的にプロジェクト内外の関係者全員を集めた進捗状況

確認の会議を開催する。 

 

問題 12-52 IP220189-92                              □□□□ 

 在庫管理システムの開発計画に関する次の記述を読んで、問に答えよ。 

 

 S さんは、在庫管理システム（以下、システムという）を構築するプロジェクトに参加すること

になった。 

 システム開発計画は、プロジェクトにおける成果物及び完了基準を明確にした上で、作業分割、

作業内容定義、作業順序設定、作業期間見積もり、スケジュール作成の五つのステップに分けて順

に実施される。 

 

(1) 作業分割では、WBS（Work Breakdown Structure）を用いて、成果物の作成作業を細分化する。

WBSは、全体の作業を分割し、その構成要素を階層構造として整理したものである。 

(2) 作業内容定義では、分割した各作業の成果物と工数を定義する。 

(3) 作業順序設定では、作業間の前後関係を決定する。 

(4) 作業期間見積りでは、作業の工数を要員数で割ることで、作業期間を求める。 

(5) スケジュール作成では、各作業期間を元に開始日と終了日を決定する。 

 

Sさんは、先輩の指導の下で、図に示す WBSによるシステムの作業分割を実施した。 

 



 160 

システム
要件定義

サブシステム
1

サブシステム
2
�

ソフトウェア
方式設計

ソフトウェア
詳細設計

ソフトウェア
インタフェース詳細設計

データベースの
詳細設計

画面
一覧

画面
フロー

画面
レイアウト

画面
入出力項目

帳票
一覧

帳票
レイアウト

画面設計 帳票設計

システム

…

…

…

…

…
 

注 網掛けの部分は、表示していない。 

図 WBSによるシステムの作業分割 

 

問 S さんは、作業分割の図において、システム要件定義などのシステム開発作業全体にかかわる

ものをサブシステム 1．2．…と同じ階層に記載するようにと、先輩から指示を受けた。図のシステ

ム要件定義と同じ階層に記載すべき作業として、適切なものはどれか。 

 

ア システム監査 

イ システム結合 

ウ ソフトウェア結合 

エ ソフトウェアコード作成及びテスト 

 

問 作業分割の図では、最初の段階でシステム開発作業全体にかかわるものとするサブシステムに

着目して分割している。S さんが図のサブシステムごとに、次の段階で行った作業分割の説明とし

て、適切なものはどれか。 

 

ア 開発の工程別に作業分割した。 

イ システム要件定義の項目ごとに作業分割した。 

ウ ソフトウェアごとに作業分割した。 

エ モジュールごとに作業分割した。 

 

問 作業内容定義では、作業分割で作成した WBSを基に、担当、工数を加えた表を作成した。次の

表はその一部を示したものである。画面設計での作業 5の作業間には次の図に示す順序関係がある

とき、画面設計のクリティカルパスの作業日数はどれか。図では、作業の流れを矢印で、作業名を
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矢印の上又は下に示している。 

 

作業 1 作業 2 作業 3 作業 4 作業 5 成果物 担当 工数 

サブ 

システム 

1 

ソフトウェア 

詳細設計 

ソフトウェア 

インターフェース 

詳細設計 

画面設計 

画面一覧 画面一覧表 田中 4 

画面フロー 画面フロー図 田中 6 

画面レイアウト 画面レイアウト図 鈴木 3 

画面入出力項目 画面入出力項目定義書 鈴木 2 

帳票設計 

帳票一覧 帳票一覧表 佐藤 5 

帳票レイアウト 帳票レイアウト図 
佐藤 

田中 
10 

注 同じ名字の担当はいない。 

 

画面フロー

画面レイアウト 画面入出力項目

画面一覧

 

 

ア 5  イ 9  ウ 10  エ 15 

 

問 S さんは、作業期間見積りを行い、作業期間を基に作業の開始日と終了日を決定し、スケジュ

ールの作成を行った。次の表はスケジュールの一部を示したものである。スケジュールを見た先輩

から誤りを指摘された。S さんが受けた指摘として、適切なものはどれか。次の図は 6 月のカレン

ダであり、土日は作業を行わないものとする。 

 

作業 1 作業 2 作業 3 作業 4 作業 5 成果物 担当 工数 
作業 

開始日 終了日 

サブ 

システ

ム 

1 

ソフトウ

ェア 

詳細設計 

ソフトウェア 

インターフェ

ース 

詳細設計 

画面設

計 

画面一覧 画面一覧表 田中 4 6月 3日  

画面フロー 画面フロー図 田中 6 6月 9日  

画面レイアウト 画面レイアウト図 鈴木 3 6月 9日  

画面入出力項目 画面入出力項目定義書 鈴木 2 6月 12日  

帳票設

計 

帳票一覧 帳票一覧表 佐藤 5 6月 6日  

帳票レイアウト 帳票レイアウト図 
佐藤 

田中 
10 6月 13日 6月 19日 

注 同じ名字の担当はいない。網掛けの部分は、表示していない。 

 

6 月 

日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4 5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 
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15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30      

 

ア 帳票レイアウトの工数は 10なので、終了日は 6月 26日である。 

イ 帳票レイアウトの作業は、田中さんの前作業が重なるので終了日を 6月 19日に設定できない。 

ウ 帳票レイアウトの作業は、担当が 2 名割り当てられているので、終了日を 6 月 18 日に設定す

ることができる。 

エ 帳票レイアウトの作業は、他の作業と比較して工数が多いので、作業期間を長めに見積もる必

要がある。 
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問題 13-01 AD180113                                □□□□ 

 コンピュータシステムの信頼性に関する記述のうち、適切なものはどれか 

 

ア システムの遠隔保守は、MTBFを長くし、稼働率を向上させる 

イ システムの稼働率は、MTTRと MTBFを長くすることで向上する 

ウ システムの構成が複雑なほど、MTBFは長くなる 

エ システムの予防保守は、MTBFを長くするために行う 

 

問題 13-02 AD190138                                □□□□ 

オンラインシステムの性能監視における注意事項のうち、適切なものはどれか 

 

ア OSやネットワークなどの複数の測定項目を定常的に監視する 

イ オンライン時間帯に性能を測定することはサービスレベルの低下につながるので、測定はオフラ

イン時間帯に行う 

ウ 性能データのうちの一定期間内の最大値だけに着目し、管理の限界を逸脱しているかどうかを確

認する 

エ 性能を測定する間隔は短いほど良い 

 

問題 13-03 AD190215                                □□□□ 

PCと 2台の装置 A,Bで構成されるシステムを考えるとき、そのシステム全体の稼働率を表す式が 

1－（1－装置 Aの稼働率）×（1－装置 Bの稼働率） 

となるものはどれか。ここで、PCの故障は考慮しないものとする。 

 

ア データ入出力用端末（装置 A）が、通信回線（装置 B）を経由して PCに接続されている。 

イ データ入力専用端末（装置 A）とデータ参照専用端末（装置 B）とが PC に接続されている。 

ウ データ入力用の装置として、内臓 FD装置（装置 A）に加え、外付け FD装置（装置 B）が PCに接

続されている。 

エ データ入力用の内臓 FD装置（装置 A）に加え、データベース用の磁気ディスク装置（装置 B）が

PCに接続されている。 

 

問題 13-04 IP210231                                □□□□ 

サービスデスクがシステムの使用者から障害の連絡を受けた際の対応として、インシデント管理

の観点から適切なものはどれか。 

 

ア 再発防止を目的とした根本的解決を、復旧に優先して実施する。 

イ システム利用者の業務の継続を優先し、既知の回避策があれば、まずそれを伝える。 

ウ 障害対処の進捗状況の報告は、連絡を受けた先だけに対して行う。 

エ 障害の程度や内容を判断し、適切な連絡先を紹介する。 
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問題 13-05 AD170238 AD150146 AD190141 AD210140                 □□□□ 

 各支店に分散配置されている多数のサーバを、情報システム部門のサーバに統合することとなった。

各支店のシステムアドミニストレータが配慮すべき点として、適切なものはどれか 

 

ア 運用時間帯の自由度がなくなるなど、業務運用に支障が生じないように、現場及び情報システム部

門との調整を十分に行う 

イ 各支店のサーバの増強・追加やバージョンアップは不要になるが、運用が複雑になるので、各支店

の要員を強化する 

ウ 障害時の復旧が不可能になってしまうので、その回復方法を利用部門と十分に検討する 

エ 利用部門のシステム運用負荷が増大するので、運用ツールを整備して、運用の自動化を図る 

 

問題 13-06 IP210139                                □□□□ 

ITサービスにおいて、合意したサービス時間中に実際にサービスをどれくらい利用できるかを表す用

語はどれか。 

 

ア 応答性  イ 可用性  ウ 完全性  エ 機密性 

 

問題 13-07 AD170141                                □□□□ 

 入力データの管理に関する記述として、適切なものはどれか 

 

ア システム運用管理部門がマスタファイルに反映された入力データを修正する場合は、システム運用

管理部門長の判断に従う 

イ システム運用管理部門は、入力されたデータのチェックを完了した時点で、入力原票を保管する 

ウ 入力データが記録された磁気媒体の保管、機密保護、不正使用防止は、システム運用管理部門が行

う 

エ 入力データの搬送を外部業者に委託する場合は、受取時の確認がしやすいようにデータの内容を送

付伝票に明記する 

 

問題 13-08 AD160146                                □□□□ 

コンピュータシステムの保守方法のうち、最も適切なものはどれか 

 

ア システムの安定稼動を考慮して、長期の保守計画を立て、システムに異常が見られなくても定期

的に保守を行う 

イ 定期保守の直前であれば、障害が発生してもシステムを停止せずに運用を継続するための対策を

立てて、定期保守のサイクルを守る 

ウ 保守契約を締結するとき、保守の方法・時期などの契約内容については、経験豊かな契約先の専

門家の意見にしたがって決定する。 

エ 保守作業は、システムの設置場所でユーザ立会いの下に行うことが大切であり、分散システムで

あっても遠隔保守は出来るだけ避け、現地保守を行う 
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問題 13-09 AD180144                                □□□□ 

 プログラムの保守に関する記述のうち、適切なものはどれか 

 

ア 数世代前までのソースプログラムを確認して、最も修正作業の効率が良いと思われるプログラムを

選んで修正する 

イ 単純なプログラムはソースを見れば論理が分かるので、修正履歴を残さなくてもよい 

ウ プログラムの保守作業は、修正依頼者がテスト環境での受入テストで内容確認をした時点で終了と

なる 

エ 本稼動中のライブラリのプログラムは直接修正せず、テスト用のライブラリにコピーしてから修正

作業を行う 

 

問題 13-10 AD160246 AD180244                           □□□□ 

 全国に分散しているシステムの保守に関する記述のうち、適切なものはどれか 

 

ア 故障発生時に遠隔保守を実施することによって、MTTRは長くなる 

イ 故障発生時に行う臨時保守によって、MTTRは短くなる 

ウ 保守センタを 1箇所集中から分散配置に変えることによって、MTTRは短くなる 

エ 予防保守を実施することによって、MTTRは短くなる 

 

問題 13-11 AD160214                                □□□□ 

 信頼性に関する記述として、適切なものはどれか 

 

ア MTBFと MTTRを長くすれば、装置の稼働率は高くなる 

イ MTBFを長くし、MTTRを短くすれば、装置の稼働率は高くなる 

ウ MTBFを長くすれば、MTTRは短くなる 

エ MTTRを短くすれば、MTBFは長くなる 

 

問題 13-12 AD140249                                □□□□ 

システムの保守に関する記述のうち、適切なものはどれか 

 

ア システムの設計・開発とは異なり、システムを保守するためには、システムの知識に頼らずマニ

ュアルに従った作業をすることが重要である 

イ システムの保守に当たっては、ユーザからの改善要求やシステムトラブルに適切に対応すること

が重要であるが、正確な対応記録を残すことも重要である 

ウ システムの保守を効率よく行うためには、システム部門が中心となって計画を進めて、ユーザ部

門の参画をできるだけ減らすことが望ましい 

エ ユーザ部門からのシステムに対する改善要求を、システム部門の限られた人員で効率よく処理す

るためには、簡単で実施しやすいものから対応するのがよい 
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問題 13-13 AD190240                                □□□□ 

システムの信頼性を表す MTBFの説明として、適切なものはどれか。 

 

ア ある期間内に発生したシステム障害の平均時間を示す。 

イ ある期間内に発生したシステムダウンの平均時間を示す。 

ウ 故障が発生したときから修復完了までの 1故障当たりの平均復旧時間を示す。 

エ 故障の復旧から次の故障が発生するまでの平均時間を示す。 

 

問題 13-14 AD160145                                □□□□ 

ハードウェア管理台帳の作成を命じられた Mさんは、次のような一覧表を用いた管理方式を提案し

た。 

 

管理番号 製品名 製造番号 購入日 購入価格 

     

     

・パソコン購入時は、周辺装置を含めた一式を単位として台帳に登録する 

・周辺装置を単独で購入したときは、周辺装置ごとに台帳に登録する 

・管理対象となる機器には、管理番号を記入したラベルをはる 

この方式では、周辺装置を含む全ての機器が管理台帳と照合できなくなる可能性がある。Mさんへ

のアドバイスとして、適切なものはどれか 

 

ア 機器にはられたラベルが別の機器にはり替えられるような不正を判別できなくなるので、管理番

号だけではなく台帳の項目全てをラベルに記入してはるのがよい 

イ 購入日が同じ機器の識別ができなくなる。したがって、台帳に登録できなくなるので、購入日欄

の書式を決めて識別するのが良い 

ウ 周辺装置とパソコンをセットで購入すると、周辺装置の有無の確認ができなくなる可能性がある。

周辺装置も個別に管理できるように管理番号を付与するのが良い 

エ 同一製品名の機器を追加購入すると識別できなくなるので、所在を示す欄を追加して識別するの

が良い 

 

問題 13-15 IP210140                                □□□□ 

システムの運用管理におけるインシデント管理の目的として、適切なものはどれか。 

 

ア IT資産の構成要素を把握し、例外使用をしないように管理する。 

イ サービスの中断時間を最小限に抑えて速やかに回復し、サービスの品質を維持する。 

ウ ソフトウェア、ハードウェアからなる ITサービスの実装変更を確実に実施する。 

エ 利用者に対する唯一の窓口として、どのような問合せにも対応することによってサービスを確実に

提供する。 
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問題 13-16 AD200114                                □□□□ 

システムの信頼性の指標である MTBF及び MTTRに関する記述のうち、適切なものはどれか。 

 

ア 遠隔保守は MTBFを短くし、システムの稼働率を高くする。 

イ 機能分散したシステムでは、縮退運転を行うことによって MTTRは短くなる。 

ウ システムを構成する機器を直列に接続すると、全体の MTBFは長くなる。 

エ 予防保守は MTBFを長くし、システムの稼働率を高くする。 

 

問題 13-17 AD140244                                □□□□ 

 A 部門では、部門内で共用するデータベースをサーバ上にもつ部門内クライアントサーバシステムを

構築中である。その一環として、このデータベースのハードディスク障害時の対策を検討している。障

害が発生したときも、中断することなく業務を続行できる方策はどれか 

 

ア 共通データベースの格納場所を複数のハードディスクに分散させる 

イ サーバのディスクを二重化し、通常稼動時は同時に二つのディスクに書き込む 

ウ サーバの予備機を設置し、OSとアプリケーションソフトを本番機と同じ構成にして、本番機が故障

した場合にすぐに引き継げる状態にしておく 

エ 夜間にディスク内のファイルを磁気テープにバックアップする 

 

問題 13-18 AD190254                                □□□□ 

 機密データの漏えいを検知することを目的とした対策はどれか。 

 

ア 機密データにアクセスできる利用者を限定し、パスワード管理を徹底させる。 

イ 機密データに対する利用者のアクセスログを取り、定期的にチェックする。 

ウ 機密データの取扱マニュアルを作成し、利用者に対して教育を行う。 

エ 機密データのバックアップを取得し、その媒体を安全性の高い場所に保管する。 

 

問題 13-19 AD130142 AD160242 AD190139                      □□□□ 

情報システム部門が構築した基幹業務システムで使用しているパソコンが、障害内容を画面に表示

して、突然動作しなくなった。このような事態に対する利用者の最初の行動として、適切なものはど

れか 

 

ア 画面に表示された障害内容によって、自分で対応できる単純な障害か、情報システム部門へ依頼

すべき障害かを判断する 

イ 基幹業務システムのクライアントとしてパソコンを使っている人たちに障害が発生したことを

連絡し、実行中の処理を中断させる 

ウ 情報システム部門へ障害内容を電子メールで連絡する 

エ 電源スイッチかリセットボタンを押して、パソコンを再起動する 
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問題 13-20 AD170241 AD150248                           □□□□ 

電源の瞬断に対処したり、停電時にシステムを終了させるのに必要な時間だけ電源供給することを

目的とした装置はどれか 

 

ア AVR   イ CVCF   ウ UPS   エ 自家発電装置 

 

問題 13-21 AD160153                                □□□□ 

人事情報を含む社員情報データベースの維持に当たり、留意すべき項目のうち、適切なものはどれ

か 

 

ア 社員情報は常に最新の状態の維持が不可欠であるので、各部署で管理者を決め、部員の項目の更

新を一任する 

イ 社員情報を人事判断に使う目的から、管理職であれば全社員のすべての項目を参照できるように

する 

ウ 社員のプライバシーにかかわる情報も含まれるので、権限を設定して検索できる項目を限定する 

エ 社内プロジェクトで社員情報を参照する場合には、関係する部署の社員であれば全ての社員情報

を検索できるようにする 

 

問題 13-22 AD190248                                □□□□ 

 外部からの給電の瞬断対策はどれか。 

 

ア UPSの設置   イ 自家発電装置の設置 

ウ 分電盤の二重化  エ 変圧器の二重化 

 

問題 13-23 AD190143 AD210142                           □□□□ 

 アプリケーションシステムの更新作業に関して、適切なものはどれか 

 

ア アプリケーションの変更内容は、障害原因などを究明する際にも役立つので必ず記録する 

イ 変更依頼の優先度調査に時間がかかるので、到着順に変更作業を行う 

ウ 変更作業の影響範囲の予測が難しいので、常に全社員に変更点を連絡する 

エ 本稼働環境へのリリースは、利用者に影響がないように必ず深夜に行う 

 

問題 13-24 AD170243                                □□□□ 

 システム運用部門におけるアプリケーションシステムの変更作業に関して、最も適切なものはどれか 

 

ア 変更依頼の優先度調査に時間がかかるので、到着順に変更作業を行う 

イ 変更作業の影響範囲の予測が難しいので、常に全社員に連絡する 

ウ 変更作業の内容は、障害原因などを究明する際に重要なので必ず記録する 

エ 変更作業は、利用者に影響がないように必ず深夜に行う 
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問題 13-25 AD140149                                □□□□ 

 システム運用に関する記述のうち、最も適切なものはどれか 

 

ア システム運用に関する問題や障害は、実際に発生してみないと分からない場合が多いので、事前の

対策よりも、発生したとときに対策を立てる方がよい 

イ システム運用を円滑に行うためには、オペレータの権限を強化し、障害時の対応判断をオペレータ

に任せることが望ましい 

ウ システム運用を効率的かつ効果的に行うためには、開発部門や利用部門の参加を求めるよりも、運

用部門だけで運用テストを行う方がよい 

エ システム稼動後でも変更が発生する可能性があるので、変更管理基準をあらかじめ定めておくこと

が望ましい 

 

問題 13-26 AD200144                                □□□□ 

 社内システムにおける利用者 IDの管理として、適切なものはどれか。 

 

ア システム資源の節約のために個人別の IDよりも共用の IDを推奨する。 

イ 退職者の IDは本人から削除申請があるまで残しておく。 

ウ 登録されている IDや利用者の権限などを定期的に点検する。 

エ 利用者が異動になった場合、従来のアクセス権限に加えて新しいアクセス権限を付与する。 

 

問題 13-27 AD170163                                □□□□ 

 社内情報システム運営に関してサービスレベルアグリーメント（SLA）という考え方がある。SLAに関

する記述のうち、適切なものはどれか 

 

ア 外部協力会社との新しい運用サービスの契約形態であり、機密情報漏洩に関する規定など、詳細な

項目を契約に盛り込むことによって、企業機密を保護するためのものである 

イ 経営から見た情報システム部門の評価指標であり、年度計画における情報システム部門の目標達成

数値である。例えば、開発予算、開発生産性、トラブル件数などが盛り込まれる 

ウ 情報システム部門要員が企業と取り交わす合意書であり、労働環境が複雑である情報システム要員

に対して、適用する賃金体系、勤務時間やトラブルなどの緊急時の対応方法を規定したものである 

エ 利用部門と情報システム部門が取り交わす契約事項であり、課金項目、問合せ受付時間、オンライ

ンシステム障害時の復旧項目などの項目が盛り込まれる。契約事項が実行されなかった場合の罰則

規定も盛り込まれることがある 

 

問題 13-28 IP210235                                □□□□ 

SLAに含めることが適切な項目はどれか。 

 

ア サーバの性能  イ サービス提供時間帯 

ウ システムの運用コスト エ 新規サービスの追加手順 
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問題 13-29 AD150113                                □□□□ 

 現用系に障害が発生したとき、待機系で実行していた処理を中断し、代わりに、現用系で実行してい

た業務システムを起動することによって、システム全体の可用性を向上させるシステム構成はどれか 

 

ア コールドスタンバイシステム  イ タンデムシステム 

ウ デュアルシステム   エ ホットスタンバイシステム 

 

問題 13-30 IP210242                                □□□□ 

ITサービスマネジメントを説明したものはどれか。 

 

ア ITに関するサービスを提供する企業が、顧客の要求事項を満たすために、運営管理されたサー

ビスを効果的に提供すること 

イ ITに関する新製品や新サービス、新制度について、事業活動として実現する可能性を検証する

こと 

ウ ITを活用して、組織の中にある過去の経験から得られた知識を整理・管理し、社員が共有する

ことによって効率的にサービスを提供すること 

エ 企業が販売している IT に関するサービスについて、市場占有率と業界成長率を図に表し、そ

の位置関係からサービスの在り方について戦略を立てること 

 

問題 13-31 AD170216                                □□□□ 

 システムを構成する機器の故障率λ(t)と、利用し始めてからの経過時間 t との関係をグラフにする

と、一般に図のような傾向の曲線になる。磨耗故障の期間に故障率の増加する度合いが最も高いと予想

される機器はどれか 

初期故障

λ (t)

偶発故障 磨耗故障

t

 

ア CPU   イ 磁気ディスク   ウ ネットワークカード   エ メモリ 

 

問題 13-32 IP210238                                □□□□ 

ソフトウェア保守に含まれるものはどれか。 

 

ア 工程内に開発が終わらないことが分かり、あらかじめ開発要員を増員する。 

イ 障害を引き起こす可能性のあるプログラムを見つけ、あらかじめ修正する。 

ウ 取り扱うデータ量が増えてきたので、あらかじめディスクを容量の大きなものに変更する。 

エ 要求仕様からプログラムの開発量を、あらかじめ予測する。 
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問題 13-33 IP220143                                □□□□ 

業務用サーバの停電対策として導入予定の自家発電設備は、停電を感知してから安定した電源供

給が得られるまでに 1分かかる。その 1分間のサーバ用電源を確保するために必要な装置はどれか。 

 

ア A/Dコンバータ   イ RAID 

ウ UPS     エ ファイアウォール 

 

問題 13-34 AD200216                                □□□□ 

 信頼性工学において用いられるバスタブ曲線の Y軸の指標はどれか。 

Y

軸

時間0
 

 

ア 故障率  イ 信頼度  ウ 平均故障間隔 エ 平均修理時間 

 

問題 13-35 AD180142                                □□□□ 

 システムの運用・管理の観点から、システムのライフサイクルの終わりと判断するには不適切なもの

はどれか 

 

ア 新しいバージョンのプログラムを利用できないことが多くなり、利用者の不満が高まってきた 

イ 機能の追加や修正を何度も繰り返したことによってプログラムが複雑になり、メンテナンス作業が

大きな負担になってきた 

ウ 故障が増えて、メンテナンスパーツの入手に時間がかかり、修復時間もかかるようになってきた 

エ 不正なアクセス、プログラムデータの破壊、パスワードの盗難などが起きるようになってきた 

 

問題 13-36 AD200267                                □□□□ 

 現場改善の 5Sとは、整理、清潔、清掃、しつけと残りの一つはどれか。 

 

ア 信頼  イ 正確  ウ 整とん  エ 整備 

 

問題 13-37 AD190142                                □□□□ 

 システム運用に関わる費用を、ユーザ部門に公平に賦課するための管理制度はどれか 

 

ア 委託計算制度   イ 外部委託制度 

ウ 課金制度     エ 標準原価制度 
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問題 13-38 AD180241                                □□□□ 

 運用中のプログラムが売上データの上限超過を検出したので、入力原票を調べたところ売上数量が上

限値より 2けた多かった。当該データに対する運用部門の対応として、適切なものはどれか 

 

ア 運用部門長の承認を得て、運用部門で修正する 

イ システム開発部門に問い合わせる 

ウ 当該データは破棄する 

エ 入力原票を起票した部門に確認してもらう 

 

問題 13-39 IP210240                                □□□□ 

情報システムのファシリティマネジメントの対象範囲はどれか。 

 

ア IT関連設備について、最適な使われ方をしているかを常に監視し改善すること 

イ 工場の生産ラインの制御にコンピュータやネットワークを利用して、総合的に管理すること 

ウ 顧客データベースで顧客に関する情報を管理することによって、企業が顧客と長期的な関係を

築くこと 

エ 取引先との受発注、資材の調達から在庫管理、製品の配送などといった事業活動に IT を使用

して、総合的に管理すること 

 

問題 13-40 AD140146 AD200142                           □□□□ 

コンピュータシステムの利用金額は、リソースの使用量や利用者数など様々な基準量を考慮して決

定される。横軸を使用量、縦軸を金額として表示したとき、逓減課金方式を示すグラフはどれか 

ア イ ウ エ

 

 

問題 13-41 IP220141                                □□□□ 

 サービスサポートにおける管理機能のうち、ハードウェア、ソフトウェアといった IT 資産を網

羅的に洗い出し、IT資産の管理台帳に記録し管理するものはどれか。 

 

ア インシデント管理  イ 構成管理   

ウ 問題管理    エ リリース管理 

 

問題 13-42 AD170239                                □□□□ 

 配備した機器を特定するときに有効になる、台帳に記入しておくべき項目はどれか 

 

ア 機器の大きさ   イ 機器の契約者   ウ 機器の購入時期   エ 機器の設置場所 
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問題 13-43 AD190241                                □□□□ 

 ハードウェア保守作業の実施に対する考え方として、適切なものはどれか。 

 

ア 異常が発生したときにだけ、保守作業を行う。 

イ 異常が発生していなくても、計画的に保守点検を行う。 

ウ “いつもより動作音が大きく感じる”などの感覚的な変化があっても、定期点検まで待つ。 

エ 機械的動作を伴う、プリンタやストレージだけに必要である。 

 

問題 13-44 AD210114                                □□□□ 

 システムの信頼性を比較する目的で稼働率を測定するのに適切な時期はどれか。 

 

ア システムの運用を開始した直後に発生したトラブルが解決されて安定してきた時期 

イ システムの運用を開始した時 

ウ システムリソースの可否を判断する時期 

エ 長期間のシステム利用を経て、老朽化によるトラブルが増え始めた時期 

 

問題 13-45 AD210153                                □□□□ 

機密データの漏えいを検知することを目的とした対策はどれか。 

 

ア 機密データにアクセスできる利用者を限定し、パスワード管理を徹底させる。 

イ 機密データに対する利用者のアクセスログを取り、定期的にチェックする。 

ウ 機密データの取扱マニュアルを作成し、利用者に対して教育を行う。 

エ 機密データのバックアップを取得し、その媒体を安全性の高い場所に保管する。 

 

問題 13-46 IP210135                                □□□□ 

サービスデスクの主要な業務内容はどれか。 

 

ア ITサービスレベルを評価するため、システムの利用状況を調査、分析する。 

イ アプリケーションソフトウェアの品質を向上させるため、バグ発生の原因を追究する。 

ウ 次期システムを企画するため、システム化要望をヒアリングする。 

エ 利用者の利便性を向上させるため、トラブルなどの問合せに対応する。 

 

問題 13-47 IP220132                                □□□□ 

サービスマネジメントの PDCAサイクルのうち、A (Act)で実施することはどれか。 

 

ア サービスマネジメントの適用範囲や資源などを明確にする。 

イ 資源の活用状況の測定やプロセスの監視を行う。 

ウ 資源の活用に関する改善目標の設定やプロセスの改善などを行う。 

エ 割り当てられた資源の管理や、サービスデスク及び運用者を含むチームの管理などを行う。 
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問題 13-48 AD200215                                □□□□ 

 システムの信頼性指標に関する記述のうち、適切なものはどれか。ここで、MTTR は MTBF に対して無

視できるほど小さいものとする。 

 

ア MTBFが 1／2になると稼働率は 1／2になる。 

イ MTBFが 1／2になると故障発生率は 1／2になる。 

ウ MTBFが 2倍になると稼働率は 1／2になる。 

エ MTBFが 2倍になると故障発生率は 1／2になる。 

 

問題 13-49 IP220147                                □□□□ 

ITサービスにおいて、問題が発生したときの解決プロセスにはインシデント管理と問題管理があ

る。インシデント管理の説明として、適切なものはどれか。 

 

ア 将来発生する可能性のある問題の原因を取り除き、問題発生を未然に防ぐ。 

イ 発生した問題によって生じたサービスの低下や停止から、可能な限り迅速にサービスを復旧さ

せる。 

ウ 発生した問題によって生じた変更を、効果的かつ効率的に実施する。 

エ 発生した問題の根本要因を突き止めて、恒久的な解決策を提供する。 

 

問題 13-50 IP220139                                □□□□ 

部門サーバに対するファリシティマネジメントにおける環境整備の実施事項として、適切なもの

はどれか。 

 

ア ウィルス対策ソフトを導入した。 

イ 定められた時刻にバックアップが実施されるなどの自動運転機能を設けた。 

ウ 設置場所は水漏れのおそれのある排水管の近くを避けた。 

エ ネットワークを介して伝送する情報などを暗号化する機能を設けた。 

 

問題 13-51 AD200254                                □□□□ 

 災害を想定した事業継続計画（BCM）を策定する場合に行うビジネスインパクト分析の実施事項はど

れか。 

 

ア BCPの有効性を検証するためのテストを実施する。 

イ 許容される最大停止時間を決定する。 

ウ 代替手順や復旧手順について関係者を集め教育する。 

エ 内外の環境の変化を踏まえ BCPの内容を見直す。 

 

 

 



 175 

問題 13-52 IP210146                                □□□□ 

ITサービスの提供者と顧客の間でサービスレベルに関して取り交わす SLAの目的はどれか。 

 

ア サービスの範囲と品質を明確にする。 

イ サービスマネジメントを定期的にチェックする手順を明確にする。 

ウ システム化目標を明確にする。 

エ 要員に必要な教育を明確にする。 

 

問題 13-53 AD170115 AD140215                           □□□□ 

ハードウェアシステムの使用経過年数を横軸、そのシステムや構成部品にハードウェア故障が発生

する確率を横軸にとると、一般的にどのようなグラフになるか 

使用経過年数

故
障
発
生
の
確
率

使用経過年数

故
障
発
生
の
確
率

使用経過年数

故
障
発
生
の
確
率

使用経過年数

故
障
発
生
の
確
率

ア イ ウ エ

 

 

問題 13-54 IP210253                                □□□□ 

サービスサポートにおける構成管理の役割はどれか。 

 

ア あらかじめ定義された IT資産の情報を管理する。 

イ インシデントの発生から解決までを管理する。 

ウ サービスサポートの要員を管理する。 

エ 変更が承認されたシステムに関する変更を実際に行い、記録する。 

 

問題 13-55 AD170143                                □□□□ 

 システムのハードウェア保守に関する記述として適切なものはどれか 

 

ア 一定期間故障が発生していないハードウェア機器は、定期保守の対象から外す 

イ 故障したハードウェア機器は、同一機種ではなく最新機種に置き換えた方が互換性が保証できて安

全である 

ウ 定期保守は、過去に故障が起きたハードウェア機器に対して行う 

エ 予防保守は、故障が発生する前に対策を実施する 
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問題 14-01 AD210130                                □□□□ 

フールプルーフに該当するものはどれか。 

 

ア 更新の対象となるデータをコピーして保存する。 

イ 入力したデータの取消操作を行うことができるようにする。 

ウ メニュー画面上の使用権限のない選択肢は、選択できないようにする。 

エ 利用者の操作内容をログとして保存する。 

 

問題 14-02 IP210144                                □□□□ 

システム監査人の役割はどれか。 

 

ア 企業などが保有する情報システムの運用・監視・保守を請け負う。 

イ 企業において、経営理念に合わせて情報化戦略を立案・実行する。 

ウ 情報システムの構築・導入を一括して請け負う。 

エ 組織体の情報システムを独立した専門的な立場で検証又は評価する。 

 

問題 14-03 IP210152                                □□□□ 

ITガバナンスについて説明したものはどれか。 

 

ア ITサービスの管理・運用規則に関するベストプラクティス（優れた事例）を、包括的にまとめたフ

レームワーク 

イ 企業が競争優位性を構築するために、IT戦略の策定・実行をガイドし、あるべき方向へ導く組織能

力 

ウ 企業が情報システムや ITサービスなどを調達する際、発注先となる ITベンダに具体的なシステム

提案を要求した仕様書 

エ サービスを提供するプロバイダが、品質を保証するため、提供するサービスの水準を明確に定義

した合意書 

 

問題 14-04 IP220142                                □□□□ 

企業の内部監査の一環で実施されるシステム監査の内容として、適切なものはどれか。 

 

ア システム運用者が、自部門の業務がルールどおりに実施されているかを、自己点検表を使用し

て確認した。 

イ システム開発者が、次期システム要件をシステムの利用者へのアンケート調査によって確認し

た。 

ウ システム部門以外の者が、システム部門での業務がルールどおりに実施されているかを、チェ

ックシートを使用して確認した。 

エ システム部門の者が、車内で所有する情報機器が台帳の記載どおりに設置されているかを実地

棚卸しによって確認した。 
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問題 14-05 IP210249                                □□□□ 

内部統制に関する記述として、適切なものはどれか。 

 

ア 内部監査人は、経営者による内部統制の整備や運用に対して監督責任をもつ。 

イ 内部統制に関するリスクは、発生頻度でなく発生した場合の財務情報への影響度で評価する。 

ウ 内部統制の評価法として、業務実施部門がチェックリストで自らの業務がルールどおりに行わ

れているかを評価する独立的モニタリングがある。 

エ 内部統制は、経営者が組織目的の達成について合理的な保証を得るためのマネジメントプロセ

スである。 

 

問題 14-06 IP220138                                □□□□ 

ある企業では、業務を遂行する上で違法行為や不正、ミスやエラーなどを防止し、組織が健全か

つ有効・効率的に運営されるように基準や業務手続きを定め、管理・監視を行うことにした。これ

を表わすものとして最も適切なものはどれか。 

 

ア 情報モラル   イ 内部設計 

ウ 内部統制   エ プライバシ 

 

問題 14-07 IP220145                                □□□□ 

基本方針に基づいて内部統制を整備及び運用する役割と最終責任を有する者はだれか。 

 

ア 株主 イ 監査役 ウ 経営者 エ 内部監査人 

 

 

 

 

 

 

 

 


